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はじめに 

今年度は、本校にとって第 5 期先導的改革型の 2 年目の年でした。これまで 20 年間にわた

る SSH の取組において「国際科学教育」という独自の概念を掲げ、グローバル基準での高

度理系人材の育成とその方法論の確立に尽力してきました。第５期の指定期間においては、

これまでの取り組みをより広く社会に還元しなければならないという責任を重く受け止め

ております。 

本校の SSH の取組は、小中高大院の一貫教育のもと、グローバルに活躍できる理系人材育

成を目的とし、高校 2 年 3 年の 2 年間をかけて行う課題研究と、その発表機会としての

Japan Super Science Fair (JSSF)の企画運営を活動の軸としています。いずれの活動につ

きましても、新型コロナウィルス感染症のため、例年通りの方法で実施することはできませ

んでしたが、教員も生徒たちも、新しい形を作ることに努力し、成果を収めることができま

した。 

その具体的な内容について本冊子でまとめておりますが、主要な点としましては、国際共同

課題研究の連携校を拡大しその普及に尽力したことと、オンラインでの JSSF 開催におい

て様々な工夫を行い「心の通う」オンライン企画の可能性を得たことと言えます。コロナ禍

での困難な状況を学びの機会に転換することができたと捉えています。何よりも、これから

の世の中で必須となるコミュニケーション・スキルとしての、多文化環境での英語と ICT

活用の実践という課題に正面から向き合えたことは、それぞれの生徒個人にとっても、学校

としても、貴重な経験となりました。 

第５期の最終年度である次年度を展望しつつ、引き続き、本校で蓄積してきた知見を広く汎

用性の高い形でまとめ、様々な形で社会に広く共有・還元することで、SSH 指定校として

の社会的責任を果たし、日本の国際科学教育の発展に寄与したい所存です。ご関係の皆さま

方からご指導、ご鞭撻を賜ることができれば幸いです。 

令和 4 年 3 月  

立命館中学校・高等学校 

校長 東谷保裕  
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学校法人立命館 立命館高等学校 指定第Ⅴ期目 02～04 

 
❶令和３年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 

 
 ① 研究開発課題  
科学教育のグローバルデザインと国際共同課題研究の全国普及を目指すシステムづくり 
 ② 研究開発の概要  

第 1 期～第 4 期の SSH 研究開発において、本校では国際科学教育の重要性を認識し、その方法

の開発に重点を置いてきた。これまでに築いてきた海外理数教育重点校とのネットワーク、大学･

企業との連携、国内校との協働を活用し、第 5 期においては、国際科学教育を全国の SSH 校へ普

及させる。とりわけ、「国際共同課題研究」の取組では、多くの学校の高校生が経験できるよう、

本校に「国際共同課題研究センター」を設置し、その支援を行う体制構築を開発する。さらに、課

題研究指導がより大学と接続したものとなるモデルを提唱し、課題研究の高度化を中心とした 
STEAM 教育により高度な理数系グローバル人材の育成を図る。また、これらの発表の場としての

Japan Super Science Fair を継続して開催する。 
 ③ 令和３年度実施規模  

全校生徒を対象として科学教育の充実を目指すが、3 年 SS コース（3 クラス、とりわけ SSG ク

ラス 1 クラス）、2 年 SS コース（3 クラス、とりわけ SSG クラス 1 クラス）、及び、SS コースへ

つながる高校 1 年（コアコース 8 クラス、とりわけ GJ クラス 3 クラス）の生徒を中心とした教育

開発事業に取り組む。また、中高一貫教育の中で科学的思考力や研究発表につながるスキルの育成

を図るため、立命館中学生に対しても高校生のワークショップ等の一部に参加させる。 

学 科 
第１学年 第２学年 第３学年 計 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 
コアコース 232 6     232 6 
GJ クラス 69 2     69 2 
SS コース   120 3 120 3 240 6 
SSG クラス   39 1 41 1 80 2 
CE コース   121 3 120 3 241 6 
GL コース   39 1 36 1 75 2 
MS コース 58 2 50 2 45 2 153 6 
課程ごとの計 359 10 369 10 362 10 1090 30 

  
 ④ 研究開発の内容  
○研究開発計画 

研究開発課題を推進するために、以下の 4 つのテーマを設けて取り組む。 
（Ⅰ）これまでの研究開発で得てきた国際科学教育手法の全国への普及と国際ネットワークの共有 
（Ⅱ）「国際共同課題研究」の普及と「国際共同課題研究センター」設置の取組 
（Ⅲ）中高大連携による課題研究の深化と、課題研究による社会協創意識の醸成 
（Ⅳ）JSSF の継続的開催による高校生の国際的な発表機会の保障と海外理数教育重点校との協力

関係の強化 
4 つのテーマについて、年度ごとに目標、研究事項、実践内容をまとめると次の表の通りである。 

 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 

目標 国内校間での議論の充実
と、これまでの取組の深化 

連携協議の輪を拡大し、
新たな取組を実施 

新たな取組をモデル化し
て普及 

研究
事項 

国際科学教育を全国へ普
及させるためにこれまでの
取組をどう深化させるかの
研究 

より多くの学校を巻き込
んだ議論と、新しい教材、
共同研究、指導法等を実践
する研究 

開発した教材や方法を
「センター」や「モデル化」
して普及させるための研究 



（Ⅰ） 

・ これまでの国内連携校
による協議 

・ 学習会、シンポジウム 
・ 教材開発準備 
【評価・目標】国際科学教
育の普及に向けての具体的
方法の明確化 

・ 国内連携校の拡大 
 
・ 学習会、シンポジウム 
・ 教材の開発 
【評価・目標】国内校 20 校
程度のネットワーク構築
と、成果物の制作 

・ 多くの国内校を巻き込
む議論の場を設定 

・ 学習会、シンポジウム 
・ 教材の普及 
【評価・目標】全国規模で
の国際科学教育の定着 

（Ⅱ） 

・ これまでの共同研究の
深化 

・ 新たな共同研究の模索 
 
【評価・目標】研究内容の
充実と、これまでの 8 校に
加え数校を募集 

・ 新たな共同研究の実践 
 
・ 研究サポート体制の研

究 
【評価・目標】全体として
20 校程度の規模、スムーズ
な研究進行、サポーターの
登録と適切なサポート 

・ 国際共同課題研究セン
ターとしての運営を開
始 

 
【評価・目標】20～30 校程
度の規模、持続可能なセン
ター機能の定着 
 

（Ⅲ） 

・ 中高大連携による課題
研究議論 

・ 大学による高校生への
支援 

・ 高校生による中学生へ
の支援 

・ 学校設置科目の開発 
【評価・目標】中高大連携
での協議の開始と校種間を
越えた支援の実施 

・ 中高大連携による課題
研究指導の実践 

・ 大学による高校生への
支援 

・ 高校生による中学生へ
の支援 

・ 学校設置科目の実践 
【評価・目標】探究学力を
伸ばす、立命館型 STEAM
教育の確立 

・ 中高大連携による課題
研究指導モデルの提唱 

 
 
 
 
・ 学校設置科目の普及 
【評価・目標】長期の課題
研究指導のモデル化と普及 

（Ⅳ） 

・ JSSF の開催、充実 
・ 海外校との連携強化 
【評価・目標】参加校規模、
参加者からの評価、新しい
企画内容、新たな海外連携
校 3 校 

・ JSSF の開催、充実 
・ 海外校との連携強化 
【評価・目標】参加校規模、
参加者からの評価、新しい
企画内容、新たな海外連携
校さらに 3 校 

・ JSSF の開催、充実 
・ 海外校との連携強化 
【評価・目標】参加校規模、
参加者からの評価、新しい
企画内容、新たな海外連携
校さらに 3 校 

 
○教育課程上の特例 
 特になし 
 
○令和３年度の教育課程の内容のうち特徴的な事項 

平成 14 年度 SSH 開始年度から主対象生徒に課題研究を必修とし、探究型学力の育成に力を入れ

てきた。そのことの重要性に注目し、平成 25 年度に教育課程を変更、一部のコース（MS コース）

を除くすべての生徒に文系・理系に関わらず、高校 2 年、3 年での総合学習の中で課題研究を必修

とした。高校 2 年からコースに分かれていくことに配慮し、そこでの学習と連携させるため、高校

2 年、3 年で取り組むことにした。現行の教育課程での課題研究の位置づけは以下の通りである。 

学科・コース 
第１学年 第２学年  第３学年 

教科・科目名 単位数 教科・科目名 単位数 教科・科目名 単位数 

MSコースを除く全

てのコース 
総合的探究の時間

の一部利用 
1 

総合的探究の時間

「課題研究」 
1 

総合的探究の時間

「課題研究」 
1 

 令和 4 年度入学生より、新教育課程に移行し、探究型学力伸長をより重視した教育課程として、

高校 1 年から課題研究を設置し、各学年での以下の単位数へ増加される。 

学科・コース 
第１学年 第２学年  第３学年 

教科・科目名 単位数 教科・科目名 単位数 教科・科目名 単位数 

MSコースを除く全

てのコース 
総合的探究の時間

「課題研究Ⅰ」 
1 総合的探究の時間 

「課題研究Ⅱ」 
2 総合的探究の時間 

「課題研究Ⅲ」 
2 

また、科学分野での探究型学力の伸長のために、学校設置科目を充実させるよう取り組んでいる。 



○具体的な研究事項・活動内容 
今年度の研究事項・活動内容について、テーマごとにまとめると以下の通りである。 

（Ⅰ）国際科学教育手法の全国への普及と国際ネットワークの共有 

[1] 教員ネットワークの拡大 
(1) 連携校会議 
    4 月 19 日(月) 第 1 回、 2 月 15 日(火)と 2 月 18 日(金) 第 2 回（分割開催） 
(2) 教員学習会 
  6 月 5 日(土) 約 40 名参加 
(3) 第 13 回科学教育の国際化を考えるシンポジウム 

2 月 4 日(金)  50 名参加 
[2] 海外のオンライン Science Fair への参加 

(1)  韓国 KSA Science Fair 
6 月 29 日(火)〜7 月 1 日(木) 高校 3 年生 4 名 参加 

(2)  中国 International Students Science Fair 2021 
7 月 16 日(金)〜19 日(月) 高校 3 年生 3 名 参加 

(3)  オーストラリア ASMS International Science Fair 2021 
8 月 30 日(月)～9 月 3 日(金) 高校 2 年生 5 名 参加 

(4)  オーストラリア Australian Science Fair 
11 月 22 日(月)～24 日(水)  高校 3 年生 3 名 参加 

[3] 交流校とのオンライン国際科学交流プログラム 
(1)  アメリカ IMSA Global Talk 

5 月 12 日(水)、9 月 29 日(水)、11 月 20 日(水) 高校 2 年生 39 名 参加 
(2)  韓国 KSA 2 校間交流 

7 月 26 日(月)～29 日(木) 高校 2 年生 3 名、高校 3 年生 3 名 参加 
(3)  タイ MWIT 2 校間交流 

8 月 2 日(月)～5 日(木) 高校 1 年生 2 名、高校 3 年生 8 名 参加 
(4)  インドネシア さくらサイエンスプログラム 

1 月 27 日(木)、2 月 1 日(火) 高校 1 年生 6 名、高校 3 年生 9 名 参加 
(5)  Tri-School Online Exchange Program 

2 月 5 日(土)、3 月 19 日(土)、4 月 23 日(土) 高校 1 年生 8 名、高校 2 年生 8 名 参加 
 
(Ⅱ) 「国際共同課題研究」の普及と「国際共同課題研究センター」設置の取組  

[1] 国際共同課題研究の実施 
  年間を通して実施。国内校 16 校（49 名）、海外校 11 校（32 名） 参加 
  6 月 5 日(土)第 1 回学習会、9 月 11 日(土)第 2 回学習会、11 月 3 日(水)JSSF で発表 
[2] 「国際共同課題研究センター」の設置 
  年間を通して準備。 
 
(Ⅲ) 中高大連携による課題研究の深化と、課題研究による社会協創意識の醸成 

[1] 「課題研究指導方針協議会」の設置 
  2 月 8 日(火) 大学教員 7 名、高校教員 3 名で協議 
[2] 課題研究 
  年間を通して実施。 

10 月 23 日(土) Science Project Presentation Day(英語による課題研究発表会)  
11 月 3 日(水) JSSF において動画発表・口頭発表 
12 月 20 日(月)  課題研究全校発表会 



3 月 7 日(月) 国際学会での発表 高校 3 年生 2 名 参加 
(2022 IEEE 4th Global Conference on Life Sciences and Technologies) 

[3] 大学と連携した活動 
(1) ムーンショット型研究開発事業の取組 

5 月 18 日(火)、25 日(火)、6 月 8 日(火) 
 立命館高校 3 年生 40 名＋タイ MWIT 高校生 34 名（高校 1～3 年生）計 74 名参加 

9 月 4 日(土) 
計測自動制御学会 ライフエンジニアリング部門シンポジウム 2021(LE2021) 第 36 回 
生体・生理工学シンポジウム「人のこころを知る技術の未来展望・高校生国際セッション」 
高校 3 年生 16 名 参加 

(2) 若手研究者による講座 
11 月 9 日(火)   立命館大学の理系 5 学部からの講座 高校 2 年生 159 名 参加 

[4] 立命館 STEAM 教育の確立を目指して  
(1) SS Challenge 

6 月 18 日(金)  5 つの異なる分野の講義とワークショップ 高校 2 年生 159 名 参加 
(2) iPS 細胞研究所 特別講演会 「謎解き iPS 細胞〜細胞を見分けよう！〜」 

7 月 20 日(火)  高校 2 年生 39 名 参加 
(3) 堀場製作所 訪問「『宇宙』と『はかる』～高校生向け分析セミナー～」 

12 月 19 日(日)  高校 2 年生 4 名 参加 
(4) 数学セミナー 

12 月 21 日(火)～22 日(水)  高校 2 年生 8 名、高校 3 年生 8 名 参加 
(5) 屋久島研修 

12 月 16 日(木)～19 日(日) 高校 3 年生 34 名 参加 
(6) サイエンス部の活動 
   年間を通して実施。 （部員数）高校生 17 名、中学生 19 名 
(7) 学校設置科目の開発 
  年間を通して実施。 

 
(IV) JSSF の継続的開催による高校生の国際的な発表機会の保障と海外理数教育重点校との協力関

係の強化 

[1] Japan Super Science Fair 2021 Online 
  11 月 2 日(火)～5 日(金)  19 カ国・地域 海外校 38 校、国内校 19 校 
              海外 179 名、国内 56 名、立命館 91 名 計 326 名 参加 
 
その他の取組 

○運営指導委員会 
10 月 19 日(火) 第 1 回運営指導委員会、 2 月 22 日(火) 第 2 回運営指導委員会 

○視察来校受け入れ 
11 月 12 日(金)  茨城県立竜ヶ崎第一高等学校 
11 月 24 日(水)  宮崎県立宮崎西高等学校 

 
 
 
 
 
 



 ⑤ 研究開発の成果と課題  
○研究成果の普及について 
(1) JSSF の開催 
 Japan Super Science Fair 2021 Online を開催し、国内校へも広く広報し、過去最多の参加校数

となる 19 校の参加を得た。JSSF は国内における国際的な研究発表の場として国内の多くの高校

生にとって貴重な機会であると考えている。 
(2) 海外科学交流に関わる意見交換、アドバイス 
 連携校会議を中心に、国際科学交流について意見交換を行ってきた。これまでの連携校を拡大す

ることで、その輪を広げた。新しい学校からの国際科学交流へのアドバイスを求められ対応した。 
(3) 学習会、シンポジウムの開催 
 国際共同課題研究に関わって、教員対象の学習会を開催した。「第 13 回科学教育の国際化を考

えるシンポジウム」を開催し、50 名の参加を得た。 
(4)学校訪問の受入（オンライン） 
 2 校からオンラインでの学校訪問を受けた。 
(5)報告書等の配布 
 昨年度にまとめた報告書等をすべての SSH の他、関係各所へ配布し、広報を行った。 
(6) ホームページでの広報 
 SSH 事業として実施したすべての内容について、学校の HP で報告した。 
○実施による成果とその評価 
(Ⅰ)これまでの研究開発で得てきた国際科学教育手法の全国への普及と国際ネットワークの共有 

連携校をこれまでの 7 校から 15 校へ拡大し、多くの有意義な意見交換を行うことができた。 
全国への普及のために学習会やシンポジウムを開催した。学習会では国際共同課題研究のスター

トアップ企画として生徒向けに実施した第 1 回学習会を多くの教員へ公開した。13 回目となった

「科学教育の国際化を考えるシンポジウム」については、理系人材の国際資質の向上が喫緊の課題

であることと、オンラインを利用した新しい科学教育を考える機会として有意義であった。 
海外のサイエンス・フェアへも積極的に参加し、本校とこれまでから交流のある学校とのオンラ

イン 2 校間科学交流等も多く実施された。参加生徒達が大きく成長できたと考える。オンラインを

利用して、これまでと比べてもあまり遜色のない交流が行えている。 
(Ⅱ)「国際共同課題研究」の普及と「国際共同課題研究センター」設置の取組 

当初計画通りの規模拡大を行えた。国内校 16 校、海外校 11 校により、11 テーマでの共同研究

を実施した。日本校 2 校、海外校 1 校のグループを基本とし、今年度から参加した新しい学校は、

これまでに経験のある学校とペアを組んで取り組むことにした。Slack を用いて各グループの進捗

状況を共有し、お互いが刺激を受けながら充実した研究を行うことができた。11 グループすべて

の研究成果を JSSF で発表することができ、参加生徒は多くのことを学べた。 
教員間でも多くの意見交換を行うことができ、今後の課題を見出すことができた。 

(Ⅲ)中高大連携による課題研究の深化と、課題研究による社会協創意識の醸成 

大学教員と「課題研究指導方針協議会」における議論を今年度も継続し、意見交換を行った。以

前に行っていた課題研究テーマに関して大学教員からアドバイスをいただく取組や、IEEE 4th 
Global Conference on Life Sciences and Technologies にて学会発表を行った。 

大学と連携した講演会や、大学、企業の研究者の方にお世話になってのワークショップ、サイエ

ンス部の活動、学校設置科目での新しい試み、屋久島での研修旅行等、STEAM 教育充実のための

様々な取組を積極的に行った。生物学オリンピックへは本選へ 1 名が出場し、奨励賞を受賞。 
(IV)JSSF の継続的開催による高校生の国際的な発表機会の保障と海外理数教育重点校との協力関

係の強化 

コロナ禍の中、オンラインではあるが JSSF を継続開催し、国際共同課題研究の発表の場として



も十分に機能した。オンライン・サイエンス・フェアとしての新しい方向性を見つけ出す努力を行

い、当初は難しいと思われていた「心の通うフェア」へも一歩近づけたと評価している。コロナ後

も、オンライン企画は重要な位置を占めるであろうと考えられ、さらに発展させたいと願っている。 
11 月 2 日～5 日の 4 日間の開催には、19 カ国・地域 海外校 38 校、国内校 19 校から 326 名（海

外 179 名、国内 56 名、立命館 91 名）の高校生が参加した。国内校 19 校の参加は、過去 19 回の

JSSF（2010 年までは RSSF）の歴史の中で最多であった。口頭発表 45 本、動画発表 110 本と大

きな規模で研究発表の交流が行われた。教員間の交流も活発に行うことができ、コロナ禍の中でも

海外理数教育重点校との協力関係は継続して強化されたと考えている。 
○実施上の課題と今後の取組 

今次研究開発での成果を出せていると考えているが、以下の点が課題と認識している。 
① 国際科学教育の普及のために、さらに大きな学校間のネットワークを構築する。 
② これまで得てきた国際科学教育における知見を多くの学校へ普及させるためにテキストとし

てまとめる。 
③ 「国際共同課題研究センター」について、設置の具体化を図る。 
④ 課題研究の質の向上を目指し、その評価について明確化を図る。 
⑤ オンライン国際科学交流について、さらに深く研究を行う。 
 今後の研究開発の方向性について、テーマごとにまとめると以下の通りである。 
(Ⅰ)これまでの研究開発で得てきた国際科学教育手法の全国への普及と国際ネットワークの共有 

 今年度の連携校の輪をさらに拡大、充実するとともに、全国的な普及をめざして、学習会やシン

ポジウムの開催に力を入れる。同時に、これまでの取組で得た知見を多くの学校が利用できるよう

な形にまとめて広報する。 
(Ⅱ)「国際共同課題研究」の普及と「国際共同課題研究センター」設置の取組 

 教員間での議論と生徒の成長分析をさらに進め、取組のモデル化を行う。その際に、初めての学

校を中心に研究、運営を支援する体制が重要と考えている。過年度に国際共同課題研究を経験した

卒業生の組織化が求められる。 
(Ⅲ)中高大連携による課題研究の深化と、課題研究による社会協創意識の醸成 

 大学との連携を強め、課題研究の質を向上させる。その際には、生徒のテーマ設定のあり方につ

いて、大学教員との議論が重要と考える。生徒の課題研究の発表について、国際サイエンス・フェ

ア、学会等、多くの機会を増やすことを目指す。新しい学校設置科目の促進やさらなる高大連携の

推進を中心として、生徒の探究型学力を伸長させ、立命館型 STEAM 教育を確立させる。 
(IV)JSSF の継続的開催による高校生の国際的な発表機会の保障と海外理数教育重点校との協力関

係の強化 

 Japan Super Science Fair（JSSF）を対面にて開催できることを願っている。その際に、オンライ

ンで得てきた新しい方向性を対面とどのように組み合わせて効果的に開催出来るのかの研究に力

を入れたい。海外、国内ともにさらに参加校の輪を拡大し、充実したフェアの実施とともに、大き

な成果を得ることを目指す。 
 ⑥ 新型コロナウイルス感染拡大の影響  

これまで海外理数教育重点校との有意義なネットワークを構築し、多くの国際科学交流を実施し

てきたが、コロナ禍の影響により、それらの対面によるすべての交流の実施が不可能であった。国

内における研修等も多くが中止、あるいは、オンラインとなった。しかしながら、ICT の活用によ

るオンラインでの国際科学交流や各種の研修の実施は、新しい分野として大きな成果に結びつい

た。国際共同課題研究では、お互いの訪問はできなかったが、オンラインのみでの取組は新規校の

参加のハードルが低く、普及に結びついた。Japan Super Science Fair のオンライン開催においては、

オンライン国際交流の新しい可能性を大いに感じることができた。 
次年度以降の取組においては、対面とオンラインの効果的な融合についての研究を行いたい。 

 



別紙様式２－１ 
学校法人立命館 立命館高等学校 指定第Ⅴ期目 02～04 

 
❷令和３年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題 

 
 ① 研究開発の成果 （根拠となるデータ等を「❹関係資料に掲載すること。） 

今年度は、第 5 期 SSH「先導的改革型」3 年間の中の 2 年目の研究開発であった。コロナ禍の

中で多くの制限がありながらも、ICT を利用して着実に成果をあげることができたと考えている。

研究テーマごとの成果を以下に述べ、その後にアンケート調査等による分析結果をまとめる。 
 
(Ⅰ)これまでの研究開発で得てきた国際科学教育手法の全国への普及と国際ネットワークの共有 

連携校をこれまでの 7 校から 15 校へ拡大できた。連携校教員間では、Zoom での連携校会議に

加え、Slack を用いて日常的にも多くの有意義な意見交換を行うことができた。 
全国への普及のために学習会やシンポジウムを開催した。学習会では国際共同課題研究のスター

トアップ企画として生徒向けに実施した第 1 回学習会を多くの教員へ公開した。13 回目となった

「科学教育の国際化を考えるシンポジウム」については、「新しい国際科学教育の到来～オンライ

ンを活用した科学交流～」をテーマとし、理系人材の国際資質の向上が喫緊の課題であることと、

オンラインを利用した新しい科学教育を考える機会とした。参加者からは次のような感想をいただ

いており、有意義なとりくみであったと考える。 
 立命館高校の 20 年弱にも亘る国際活動が JSSF を通じて進化していること、予想外のコロ

ナで急激に伸びたオンライン技術を取り入れて、更に進化していることを目の当たりにし、

本当に素晴らしい取り組みだと改めて感じました。 
 生徒さんの英語力やプレゼン力、課題研究を遂行する科学的な知識、技能など、スキル、能

力が素晴らしいのですが、それに向かう意欲、姿勢、主体性が圧巻でした。先生方をはじめ

とする大人の下支えと仕掛けによるのだと思います。また、その大人の努力が、先輩の背中

を見て育つという好循環に繋がっているのだと感じました。 
 生徒が主体的に参加し、成功に向けて様々に試行錯誤しながら取り組んでいる様子が伝わっ

てきました。 
 基調講演を聴いてコロナ禍でも国際的な取り組みを形を変えて続けることの大事さを改め

て感じました。 
国際ネットワークをさらに充実させるために、海外のサイエンス・フェアへも積極的に参加し、

本校とこれまでから交流のある学校とのオンライン 2 校間科学交流等も多く実施された。世界的に

オンライン取組での企画力が伸長し、同時に参加生徒側の ICT 能力も向上し、質の高い取組が多

くなってきたと言える。その中で、参加生徒達が大きく成長できたと考える。オンラインを利用し

て、これまでと比べてもあまり遜色のない交流が行えている。 
 
(Ⅱ)「国際共同課題研究」の普及と「国際共同課題研究センター」設置の取組 

当初計画通りの規模拡大を行えた。国内校 16 校、海外校 11 校により、11 テーマでの共同研究

を実施した。日本校 2 校、海外校 1 校のグループを基本とし、今年度から参加した新しい学校は、

これまでに経験のある学校とペアを組んで取り組むことにした。日本校生徒に対して、第 1 回学習

会では国際共同課題研究の意義や目的、方法について考える機会とし、第 2 回学習会では各グルー

プの研究テーマを共有することを行った。海外校との第 1 回ミーティングだけは立命館高校がセッ

ティングし、立命館高校の英語ネイティブ教員が司会を担当した。第 2 回以降のミーティングにつ

いては、グループ内で開催し、ミーティング報告を Slack で共有した。Slack は、国内生徒、教員



だけが日本語で書き込むワークスペースと、海外生徒、教員も含めて英語で交流する 2 種類のワー

クスペースを設けた。お互いが刺激を受けながら充実した研究を行うことができ、11 グループす

べての研究成果を JSSF で発表することができた。生徒の事後アンケートでも多くのことを学んで

いることが窺える。事後の感想には以下のようなものがあり、幅広い学力を得られる取組であるこ

とが重要といえる。 
 科学に対する興味関心が深まったということだけではなく、教科に囚われない学び、未来に

対するアンテナ、考えて創造する力、コミュニケーション能力等々、（学んだことは）数え

切れないほどだ。自分自身の成長につながったと確信している。 
 勉強できるか、できないかよりはコミュニケーション力、想像力、リーダーシップ力、やる

気など、学校ではあまり学ばないけど、国際研究やグローバルな社会には欠かせない力が実

際に使われているところを見ることができて自分には何が足りないのかを把握できてよか

ったです。 
 今までは自分には研究の熱意がある方だと思っていました。しかし、今回参加している人達

は、研究への熱意も自分の倍以上あって、今のままでは世界でどころか日本でも戦っていく

ことが出来ないと感じました。今後、大学に進学する前には、将来自分が一生涯するであろ

う研究について考えていきたいです。 
 初期のころはスライドを準備していることが多かったので、英語で困ることはありませんで

したが、中期では、私はほとんどしゃべらなくなってしまいました。私自身の英語力に自信

が持てず、自分には無理なのだと諦めかけていました。後期では、「自分の殻を破る」とい

うお話を聞き、私は自分自身を変えようと決意しました。そこから一気にコミュニケーショ

ンの楽しさが指数関数的に上がっていきました。どんどん話せるようになる自分に日々ワク

ワクして、次のミーティングを待ち望むことができました。 
教員間で多くの意見交換を行うことができ、今後の課題を見出すこともできた。特に、生徒に異

文化の中での研究活動の困難さを克服させることと、研究成果をあげさせることのバランスを研究

することが必要である。多くの学校への普及を目指す中で、貴重な経験が蓄積されたと考えている。 
 
(Ⅲ)中高大連携による課題研究の深化と、課題研究による社会協創意識の醸成 

大学教員と課題研究指導に関して議論する場として、「課題研究指導方針協議会」を今年度も継

続し、意見交換を行った。昨年度の議論で助言をいただいた内容から、以前に行っていた課題研究

テーマに関して大学教員からアドバイスをいただく取組や、学会での高校生の報告等の機会を得る

ことができた。また、高校 3 年生の研究成果発表に対して、大学教員から研究結果のさらなる高度

化に向けての助言をいただき、その後に頻繁な指導も受け、大学の施設を使って大学生・大学院生

の支援も受けながら追加実験を行い、その結果、該当の高校生と指導に当たった高校教員、大学教

員の連名での英語での抄録の査読が通り、IEEE 4th Global Conference on Life Sciences and 
Technologies にて学会発表を行った。英語での発表、質疑に関して、JSSF での経験が活かされ、

本来の意味での国際的な研究のスタートラインに立てたと考える。生徒の感想にも以下のように書

かれており、大学での研究継続に向けて重要な意味がある取組であったと考える。 
 今回の経験を通して、研究活動に対する意識が変化しました。研究に関しては、自分達だけ

では調べきれなかった細かな条件の設定方法や様々な実験方法を先生に教えていただきま

した。大学院生の方々にも実験を支えていただき、学会で発表出来るほどの研究を行うこと

ができました。その中で、自分の研究の可能性を徐々に感じ、研究に対するモチベーション

がかなり向上しました。学会の発表では、JSSF での経験が活き、英語での発表も質疑応答

もこなすことができました。他の参加者は大学生や教授ばかりで、その方達の最先端の研究

も沢山聞かせていただきました。今の自分にはまだ難しい研究ばかりでしたが、明確なイメ

ージを持つことができたので、これからさらに深く研究をしていきたいと思いました。とて



も貴重な経験をさせていただき、先生方と大学院生の方々には本当に感謝しています。   
 今回の研究で私は大学の方々のすごさを感じることができました。私は今回初めて大学生や

大学の先生方と一緒に実験やプレゼンテーション準備を行いました。高校の３年間である程

度プレゼンテーションには慣れていると思っていました。しかし、大学生の方々は実験計画

の立て方からパワーポイントの作成方法まで高校生とは比べ物にならないほど効率的で合

理的でした。これから先輩方のようになれるように頑張ろうと思いました。  
大学と連携した講演会や、大学、企業の研究者の方にお世話になってのワークショップ、サイエ

ンス部の活動、学校設置科目での新しい試み、屋久島での研修旅行等、STEAM 教育充実のための

様々な取組を積極的に行うことができた。生物学オリンピックへは本選へ 1 名が出場し、奨励賞を

受賞した（昨年度は 4 名出場、内 1 名が銅メダル）。 
 
(IV)JSSF の継続的開催による高校生の国際的な発表機会の保障と海外理数教育重点校との協力関

係の強化 

コロナ禍の中、オンラインではあるが JSSF を継続開催できたことは大きな成果であると考えて

いる。国際共同課題研究の発表の場としても十分に機能した。昨年度は、突然のオンライン開催と

いう挑戦であったが、今年度はその可能性を当初より想定しており、また、昨年度の経験からより

良いものを目指したいという生徒達の思いも強く、新しい方向性を見つけ出す努力を行った。その

結果、当初は難しいと思われていた「心の通うフェア」へも一歩近づけたと評価している。コロナ

後の社会においても、オンライン企画は重要な位置を占めるであろうと考えられ、今年度の成果を

さらに発展させたいと願っている。 
11 月 2 日～5 日の 4 日間の開催には、19 カ国・地域 海外校 38 校、国内校 19 校から 326 名（海

外 179 名、国内 56 名、立命館 91 名）の高校生が参加した。国内校 19 校の参加は、過去 19 回の

JSSF（2010 年までは RSSF）の歴史の中で最多であった。口頭発表 45 本、動画発表 110 本と大

きな規模で研究発表の交流が行われた。教員間の交流も活発に行うことができ、コロナ禍の中でも

海外理数教育重点校との協力関係は継続して強化されたと考えている。 
立命館高校生を対象とした事後アンケートの感想からは以下のような成長が読み取れる。 
 互いに刺激を与え合い、知識を共有することで、将来の世界の科学を進歩させることができ

るのではないかと強く感じることのできた JSSF2021 でした。実際に、将来の夢を尋ねると、

「医者になりたい」「研究者になりたい」、「その夢を叶えるために、今研究をしている」と

いった声を多く聞きました。高校生のうちからこのように自分の夢のために学ぶことがで

き、それを世界的に共有することができるこの機会はとても貴重であると強く感じた。 
 大学卒業後にアメリカの大学院に進学したいと考えています。そのため今回の JSSF では今

の自分の英語力を知れるいい機会になりました。 
 今回の JSSF を通じて、たくさんのことを学びました。まず学んだのは、科学のおもしろさ

と奥深さです。JSSF では、たくさんの科学に触れる機会がありました。その中でもいろい

ろな性質の科学を学べました。 
 JSSF2021 は楽しかったの一言です。「英語で科学の問題や議題について海外の生徒と考え

る」こんなに難しくてすごいことが自分にできた、議論に積極的に参加することで提出した

課題に自分の意見が入っている。去年の自分からは想像もつかないほどに交流できたと思い

ます。 
 JSSF での課題研究の発表は印象的なものでした。自分の研究を世界へ発信し、第三者から

の疑問や専門の先生から質問·アドバイスをいただき、課題を見つけ、より一層自分の研究

を見つめることが出来ました。また、海外の生徒の研究を聞き、国や人が抱える問題を熱心

に解決しようという姿勢に大いに感銘を受け、人を救う科学は人間の偉大な財産であるとい

うこと、そして様々な人の知識を合わせてこそ問題解決につながるのだということを実感し



ました。 
 JSSF2021 では、自分の持っている力を最大限に発揮することができた。また、自分のまだ

足りていない点にも気づくことができた。日本人とはまた違う感性を持つ海外生と交流した

り、自分たちの研究を交流したりすることで、より自分の価値観を深めることにもつながっ

た。多くの文化に触れることで培われていくコミュニケーション能力を大切にしていきたい

と思う。 
 課題研究を発表できる場があったことによって最終的なゴールを見ることができたり、誰か

と自分の研究を共有することによって、自分の研究してきた過程は無駄にならなかったなと

思えました。そして今回新しくできた企画の小グループの発表は全員に研究を話す機会がで

きたことによってより達成感を得られることができました。 
 

第 5 期先導的改革型においては、これまでの成果の発信・普及が重要な責務と認識しており、発

信・普及に尽力した。発信・普及についての取組をまとめると以下の通りである。 
(1) JSSF の開催 
 Japan Super Science Fair 2021 Online を開催し、国内校へも広く広報し、過去最多の参加校数

となる 19 校の参加を得た。JSSF は国内における国際的な研究発表の場として国内の多くの高校

生にとって貴重な機会であると考えている。コロナ禍のためオンラインで開催し、研究発表の機会

とともに、世界中の多くの高校生との科学交流を行う経験を提供できた。 
(2) 海外科学交流に関わる意見交換、アドバイス 
 連携校会議を中心に、国際科学交流について意見交換を行ってきた。今年度については、これま

での連携校を拡大することで、その輪を広げた。 
新しい学校からの国際科学交流へのアドバイスを求められ、それに対応した。その中には、WWL

指定校から高校生の国際会議に関わる助言を求められ講習会を行ったことも含まれる。 
(3) 学習会、シンポジウムの開催 
 国際共同課題研究に関わって、教員対象の学習会を開催した。 

第 13 回となる「科学教育の国際化を考えるシンポジウム」を「新しい国際科学教育の到来～オ

ンラインを活用した科学交流～」というテーマで開催した。50 名の参加を得て、有意義な意見交

換が行えた。 
(4)学校訪問の受入（オンライン） 
 2 校からオンラインでの学校訪問を受けた。SSH 事業全般に関わる質問や、国際科学教育につ

いての質問を受けて、お互いに意見交換をした。 
(5)報告書等の配布 
 昨年度にまとめた報告書等をすべての SSH 校の他、関係各所へ配布し、これまでの取組につい

ての広報を行った。 
(6) ホームページでの広報 
 SSH 事業として実施したすべての内容について、普及活動の一環として、学校の HP で報告し

た。 
 

今年度の生徒の成長について、いくつかのデータから分析する。 
＜国際共同課題研究に参加した生徒の成長＞ 

参加生徒の成長について、事後アンケート結果から概要をまとめる。この事後アンケートは、以

前に連携校の先生方全員で協議をしてまとめ、これまでにも利用してきたアンケートに、オンライ

ンでの取組に関わる項目を付け加えたもので、40 項目以上に及ぶ質問がある大部のものである。

今次参加生徒 49 名に対して調査し、48 名の回答を得た。以下に特徴的な項目だけを取り上げる（巻

末「資料 4」Data 1 として掲載しているグラフ参照）。 



「研究の結果はほぼ満足できるものとなりましたか」の質問に、58%の生徒が「はい」と答え、

42％の生徒は「いいえ」と答えている。研究成果に満足できなかった理由としては、「時間不足」

「うまく協力ができなかった」というものが多かった。「最初から、迷わず研究が進みましたか」

の質問には、90%の生徒が「いいえ」と答え、ほとんどの生徒が迷いながら進めていたことが窺え

る。生徒にとってはかなり厳しい経験をさせることになっていると考える。ただ、同様の項目で行

った海外生徒への調査では日本校生徒と比較すると楽観的な捉え方がされていた。「実験・観察結

果(製作)について適当なものを選んでください」に対しては、「予想する値や結果が出た」「予想

値と予想外の値や結果も出た」を合わせると 96%であり、また、「実験・観察結果(製作)の精度に

ついて適当なものを選んでください」に対しては、「精度が良い結果」「精度は悪かったが向上し

た」を合わせると 87%であることから、苦心しながらではあったが、実験結果については、それ

なりに満足できる結果を出したものといえる。「研究を通して、今後も友情が続きそうな新しい友

人はできましたか」の質問については、「海外生徒で友人ができた」「海外生徒にも国内生徒にも

友人ができた」を合わせて 52%であり、半数以上の生徒が今後も友情が続きそうな海外の仲間を

得ている。「この取組を後輩に勧めたいですか」の質問については、73%の生徒が「勧めたい」と

回答した。後輩に勧めることを躊躇している生徒の理由は、「時間がとられる」「たいへんだから」

「自分のやりたい実験ができないこともある」等があげられていた。 
取組全体に対する満足感を問う質問がなく、「この取組を後輩に勧めたいですか」が全体的な満

足感なのかと考え、他の項目との相関を調べたが、ほとんどの質問が「はい」「いいえ」の 2 件法

での回答であったため、相関を示す項目は見当たらなかった。次年度以降にアンケートの項目を少

し見直したいと考える。 
 
＜JSSF2021 での生徒の成長＞ 

サイエンス・フェアの開催によって、参加した生徒全体の成長がどうであったかということが重

要ではあるが、特に、自校生徒がその開催によってどう成長するのかという観点にも注目してきた。

サイエンス・フェアを開催するという実践自体を科学教材と捉え、開催によって主催校の生徒が成

長することを示し、このような機会が多くの学校で取り入れられることを願っているからである。 
長年の開催の中で、生徒の成長感、満足感について継続的に調査している項目が以下の項目であ

る（巻末「資料 4」Data 2 として掲載しているグラフ参照）。 
（項目 1）ネットワークを広げるのに効果的だったと思いますか？  
（項目 2）科学分野の学習に有意義でしたか？  
（項目 3）英語の学習に有意義だったと思いますか？  
（項目 4）学習へのモティベーションや興味付けを高めるのに有効であったと思いますか？  
（項目 5）将来の目標に影響を与えたと思いますか？  
の 5 項目について、立命館生徒に「たいへんそう思う」「そう思う」「あまりそう思わない」「そ

う思わない」の 4 件法によって取った事後アンケートの結果をそれぞれ 4、3、2、1 と数値化し、

その平均値の推移を調べた。各年度の調査対象生徒数は、以下の通りである。 
年度 2011 年度 2013 年度 2015 年度 2017 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 

対象生徒数 87 119 91 87 83 75 85 

2011 年度から 2019 年度までは対面実施実施で、結果を隔年で表示しているが、各項目とも順

調に向上してきているのが分かる。初めてオンラインで実施した 2020 年度は、最も高かった 2019
年度に比べると各項目で下降してはいるが、2017 年度以前と比べるとさほど遜色はない。今年度

の結果は、昨年度大きく下降した（項目 1）と（項目 5）について、大きく回復している。オンラ

インでの取組に世界中の生徒達が慣れてきたことでスムーズな取組が行えたこと、本校生徒達のオ

ンラインを活かしたアイデアが随所に活かされ、充実した Fair として開催できたことによるもの



と考えている。残念ながら、大切にしたい項目である（項目 2）については、昨年度よりもさらに

下降する結果であった。しかしながら、同項目で調査した海外生徒（n=104）では 3.64、国内他校

生（n=29）でも 3.64 であり、本校生徒の 3.34 に比べて極めて高い結果となっている。科学の内

容を充実させることを大きな課題として取り組んできた今年度の本校生徒にとって、厳しい評価が

されたのだとも考えられる。 
 

＜「科学への認識調査」から見る生徒の成長＞ 

 SSH 事業全体が生徒の「科学への認識」にどう影響しているのかを調べるため、本調査を行っ

ている。本校 SSH 研究開発の運営指導委員でもある大阪教育大学の先生の指導のもとで、主対象

生徒である本校 SSG クラス生徒を対象として、平成 27 年度から 7 年間継続して調査を行ってき

た。この調査は、PISA による科学的リテラシーを中心とした 2006 年の調査の際に、科学的リ

テラシー能力の獲得の重要な背景である「科学への認識（と態度）」の調査を目的として実施され

たものと同様のものであり、 
 （尺度Ⅰ） 科学に関する全般的な価値 

（尺度Ⅱ） 科学に関する個人的価値 
（尺度Ⅲ） 生徒の理科学習における自己評価 
（尺度Ⅳ） 科学の楽しさ 
（尺度Ⅴ） 理科学習における道具的有用感 
（尺度Ⅵ） 生徒の科学に対する将来志向的な動機づけ 
（尺度Ⅶ） 科学に関する全般的な興味・関心 
（尺度Ⅷ） 生徒の科学における自己効力感 
（尺度Ⅸ） 生徒の科学に関連する活動 
（尺度 XI） 環境問題に関する認識 

    ※（尺度Ⅹ）は、将来どんな職業に就いていると思うかを記述式で問う質問である。 
の各尺度について、いくつかの設問がなされ、それぞれ 4 件法の回答から上 2 つを回答した肯定

度について調べる（巻末「資料 4」Data 3 として掲載しているグラフ参照）。 
【アンケート対象生徒数】 

年度 高校 2 年 SSG クラス生徒数 高校 3 年 SSG クラス生徒数 
平成 27 年度 34 34 
平成 28 年度 37 30 
平成 29 年度 36 32 
平成 30 年度 36 33 
令和元年度 30 37 
令和 2 年度 38 32 
令和 3 年度 39 40 

 どの年度においても、ほとんどの尺度において、OECD 平均値や日本の平均値を大きく上回っ

ており、令和元年度までは年度ともともに向上してきたことが分かる。令和 2 年度、3 年度はそれ

以前のものと比べて若干低い値となっているが、コロナ禍による影響が大きいのではないかと考え

ている。 
 

指導いただいた先生から、今年度の結果について以下のような指摘を受けている。 
全般的状況 
・ PISA2006 における OECD 平均、日本平均値を全ての項目で上回っており、SSH の取り組み

全体として良好な状況が実現されていることが窺える。 
・ 過去 6 年間の平均値に対し、4 項目で上回っている。 



・ 職業選択にかかわる尺度(Ⅵ)において、OECD 平均を 3 年生は約 25 ポイント、2 年生は約 30
ポイント上回っており、学習と将来選択が結びついている。 

個別尺度状況 
・ 科学に対する全般的な重要性を認識している尺度(I)はほぼ 100％に達している。 

 
また、職業意識との関係も調査いただいた。（尺度Ⅹ）で明らかな「理系職業を書いている生徒」

「理系職業以外の職業を書いている生徒」「無回答の生徒」の 3 つのグループに分け、それぞれの

回答内容を分析していただいた。予想通りの結果ではあるが、「理系職業を書いている生徒」の方

が、他の 2 グループよりもほとんどの尺度で高い結果となっている。「無回答の生徒」が割と多か

った（79 名中 9 名）ことを心配して調べられたのではあったが、「無回答の生徒」のグループの

方が「理系以外の職業を書いている生徒」よりも高い結果となっている尺度が多く、特に、「（尺

度Ⅵ） 生徒の科学に対する将来志向的な動機づけ」に関しては、大きく上回っていた。「無回答

の生徒」の中には、「考えていない」のではなく、「迷い」を持っている生徒が多いのかと考えら

れる。 
 全体的には良好な結果であったが、今年度の結果は昨年度に比べても少し下降気味であり、注視

しておく必要があると考えている。その原因が本校の SSH 事業全体に関わるものなのか、コロナ

禍の継続によるものなのか、あるいは、他のアンケートでも自己評価が厳しい生徒達であることが

窺えるためそれが要因なのか、今後も継続した分析が必要と考えている。 
 
 ② 研究開発の課題  （根拠となるデータ等を「❹関係資料に掲載すること。） 
 
 本年度は中間評価の年であった。中間評価の結果は、 

「これまでの努力を継続することによって，研究開発のねらいの達成が可能と判断される。」 
という評価をいただいた。これを励みに、最終年度である次年度にも有意義な研究開発を継続でき

るよう学校全体で尽力したい。特に、国際サイエンス・フェアや国際共同課題研究の取組、オンラ

インでの取組の充実、成果の分析、課題研究の体制、高大連携、外部連携、管理機関の取組等に評

価をいただけたことは、たいへんありがたいと考える。 
 
 改善・対応が必要と指摘されている項目と、その対応についてまとめると以下の通りである。 
・ 「国際共同課題研究センター」の組織の体制や取組をより具体的に示すこと 

→今次 SSH の重要課題であり、本報告書の関連ページにまとめている。 
・ 理数系の課題研究の質の向上について、評価を明確化し、改善すること 

→課題研究の質の評価について明確化することは必要と考えており、次年度に取り組む。 
・ TA 等の活用については具体的な指導の実態を明らかにすること 

→自己評価票で「課題研究や国際的行事等への大学教員・大学院生からの指導・助言・支援等

も多く得られるよう配慮している」と記した点への指摘かと考えるが、TA の役割等を明確化

することを留意したい。 
・ 課題研究のテーマの偏りが見られるので、改善すべき点がないか、吟味が必要 

→課題研究テーマは年度によって大きく異なるが、大学とも連携したテーマ設定のあり方も検

討したいと考えており、改善点がないかを吟味する。 
・ MS コースの生徒について、コースとしての科学技術人材育成の取組 

→SSH 主対象生徒でないので、詳しく触れていないが、コースとしての科学技術人材育成の取

組は活発に行っている。 
・ 公立高等学校との連携の拡大 

→公立学校から私学との連携は難しいと言われる。学習会等の可能な連携から広めたい。 
・ HP に開発した教材等の公開を組織的、構造的に、積極的に行うこと 

→最終年度である次年度には、計画的に行いたい。 



 
 

以上を含め、次年度研究開発における課題を以下のように考えている。 
① 国際科学教育の普及のために、さらに大きな学校間の輪を構築する。 
② これまで得てきた国際科学教育における知見を多くの学校へ普及させるためにテキストとし

てまとめる必要がある。 
③ 「国際共同課題研究センター」について、設置の具体化を図る。 
④ 課題研究の質の向上を目指し、その評価について明確化を図る。 
⑤ オンライン国際科学交流について、さらに深く研究を行う。 
 

これらをふまえ、第 5 期 SSH 先導的改革型の最終年度となる次年度の研究開発の方向性につい

て、テーマごとにまとめると以下のように考えている。 
(Ⅰ)これまでの研究開発で得てきた国際科学教育手法の全国への普及と国際ネットワークの共有 

 今年度の連携校の輪をさらに拡大、充実するとともに、全国的な普及をめざして、学習会やシン

ポジウムの開催に力を入れる。同時に、これまでの取組で得た知見を多くの学校が利用できるよう

な形にまとめて広報する。 
 

(Ⅱ)「国際共同課題研究」の普及と「国際共同課題研究センター」設置の取組 

 教員間での議論と生徒の成長分析をさらに進め、取組のモデル化を行う。その際に、初めての学

校を中心に研究、運営を支援する体制が重要と考えている。過年度に国際共同課題研究を経験した

卒業生の組織化が求められる。 
 

(Ⅲ)中高大連携による課題研究の深化と、課題研究による社会協創意識の醸成 

 大学との連携を強め、課題研究の質を向上させる。その際には、生徒のテーマ設定のあり方につ

いて、大学教員との議論が重要と考える。生徒の課題研究の発表について、国際サイエンス・フェ

ア、学会等、多くの機会を増やすことを目指す。課題研究に加え、新しい学校設置科目を中心とし

て、生徒の探究型学力を伸長させ、立命館型 STEAM 教育を確立させる。 
 

(IV)JSSF の継続的開催による高校生の国際的な発表機会の保障と海外理数教育重点校との協力関

係の強化 

 Japan Super Science Fair（JSSF）を対面にて開催できることを願っている。その際に、オンライ

ンで得てきた新しい方向性を対面とどのように組み合わせて効果的に開催出来るのかの研究に力

を入れたい。海外、国内ともにさらに参加校の輪を拡大し、充実したフェアの実施とともに、大き

な成果を得ることを目指す。 
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❸実施報告書（本文） 
 

①研究開発の課題 
科学技術創造立国の将来を支える科学教育のグローバル化を進めるために、本校がこれ

まで SSH 研究開発で培ってきたネットワークと教育体制を活用し、国際共同課題研究の取

組を全国へ普及させることを目指したい。また、中高大の系統的課題研究指導方針による課

題研究の高度化と科学教育のグローバルデザイン化を進めたい。これらのために、今次「第

5 期先導的改革型」における研究開発課題を 
 

「科学教育のグローバルデザインと国際共同課題研究の全国普及を目指すシステムづくり」 
 
と設定し、以下に示す 4 つの仮説を立て、4 項目の研究テーマに沿って進めてきた。 
●仮説 
〔仮説Ⅰ〕 科学教育の中で生徒のグローバル意識を涵養することが重要であり、これまで

本校が開発してきた手法と国際ネットワークを他校と共有することで、全国へ普

及させることが出来る。 
〔仮説Ⅱ〕 国際共同課題研究の経験は生徒のグローバル意識を伸長させる。国際的な共同

研究体制をマッチングするシステムの構築によって、国際共同課題研究を普及さ

せることが出来る。 
〔仮説Ⅲ〕 校種間の連携による課題研究の一貫した長期間の取組により、社会との協創意

識を育成することが出来る。 
〔仮説Ⅳ〕 課題研究において、充実した研究発表機会の設定が、研究内容の発展につなが

る。とりわけ、国際的な舞台におけるリーダーシップの育成には、国際的な研究

発表機会が重要である。 
●研究テーマ 
（Ⅰ）国際科学教育手法の全国への普及と国際ネットワークの共有 

国内連携校の輪を広げ「科学教育の国際化を考えるシンポジウム」を継続発展させる。 
（評価の観点）連携校数、シンポジウムの参加者数等で検証評価する。 

（Ⅱ）「国際共同課題研究」の普及と「国際共同課題研究センター」設置の取組 

国際共同課題研究に参加する高校生を全国から募集し、海外校とのマッチングと課題

研究のサポートを行う。これの体制を整え「国際共同課題研究センター」に発展させる。

（評価の観点）生徒教員の変容、研究発表内容等で検証評価する。 
（Ⅲ）中高大連携による課題研究の深化と、課題研究による社会協創意識の醸成 

課題研究を中高大の一貫した課題解決能力の育成の中に位置づけ、中高大教員による

課題研究指導方針協議会で検討し実施する。立命館 STEAM 教育を確立する。 
（評価の観点）協議会の議論、本校での実践、学校設定科目の内容を検証評価する。 

（Ⅳ）JSSF の継続的開催による高校生の国際的な発表機会の保障と海外理数教育重点校と

の協力関係の強化 

国際共同課題研究の成果発表と国際科学交流の場として JSSF を継続開催する。 
（評価の観点）JSSF の参加規模、共同研究の内容で検証評価する。 

 
上記の研究開発課題のもと、これまでに築いてきた海外理数教育重点校とのネットワー

ク、大学･企業との連携、国内校との協働を活用し、国際共同課題研究の全国への普及を目

指す。また、「国際共同課題研究センター(仮称)」の設立を含む体制構築を開発し、課題研 
究の高度化と STEAM 教育等により高度な理数系グローバル人材の育成を図る。 
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②研究開発の経緯 
（Ⅰ） 国際科学教育手法の全国への普及と国際ネットワークの共有 

[1] 教員ネットワークの拡大 

(1) 連携校会議 

    4 月 19 日(月) 第 1 回、 2 月 15 日(火)と 2 月 18 日(金) 第 2 回（分割開催） 

(2) 教員学習会 

  6 月 5 日(土) 約 40 名参加 

(3) 第 13 回科学教育の国際化を考えるシンポジウム 

2 月 4 日(金)  50 名参加 

[2] 海外のオンライン Science Fair への参加 

(1)  韓国 KSA Science Fair 

6 月 29 日(火)〜7 月 1 日(木) 高校 3 年生 4 名 参加 

(2)  中国 International Students Science Fair 2021 

7 月 16 日(金)〜19 日(月) 高校 3 年生 3 名 参加 

(3)  オーストラリア ASMS International Science Fair 2021 

8 月 30 日(月)～9 月 3 日(金) 高校 2 年生 5 名 参加 

(4)  オーストラリア Australian Science Fair 

11 月 22 日(月)～24 日(水)  高校 3 年生 3 名 参加 

[3] 交流校とのオンライン国際科学交流プログラム 

(1)  アメリカ IMSA Global Talk 

5 月 12 日(水)、9 月 29 日(水)、11 月 20 日(水) 高校 2 年生 39 名 参加 

(2)  韓国 KSA 2 校間交流 

7 月 26 日(月)～29 日(木) 高校 2 年生 3 名、高校 3 年生 3 名 参加 

(3)  タイ MWIT 2 校間交流 

8 月 2 日(月)～5 日(木) 高校 1 年生 2 名、高校 3 年生 8 名 参加 

(4)  インドネシア さくらサイエンスプログラム 

1 月 27 日(木)、2 月 1 日(火) 高校 1 年生 6 名、高校 3 年生 9 名 参加 

(5)  Tri-School Online Exchange Program 

2 月 5 日(土)、3 月 19 日(土)、4 月 23 日(土) 高校 1 年生 8 名、高校 2 年生 8 名 参加 

(Ⅱ) 「国際共同課題研究」の普及と「国際共同課題研究センター」設置の取組  

[1] 国際共同課題研究の実施 

  年間を通して実施。国内校 16 校（49 名）、海外校 11 校（32 名） 参加 

  6 月 5 日(土)第 1 回学習会、9 月 11 日(土)第 2 回学習会、11 月 3 日(水)JSSF で発表 

[2] 「国際共同課題研究センター」の設置 

  年間を通して準備。 

(Ⅲ) 中高大連携による課題研究の深化と、課題研究による社会協創意識の醸成 

[1] 「課題研究指導方針協議会」の設置 

  2 月 8 日(火) 大学教員 7 名、高校教員 3 名で協議 

[2] 課題研究 

  年間を通して実施。 
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10 月 23 日(土) Science Project Presentation Day(英語による課題研究発表会)  

11 月 3 日(水) JSSF において動画発表・口頭発表 

12 月 20 日(月)  課題研究全校発表会 

3 月 7 日(月) 国際学会での発表 高校 3 年生 2 名 参加 

(2022 IEEE 4th Global Conference on Life Sciences and Technologies) 

[3] 大学と連携した活動 

(1) ムーンショット型研究開発事業の取組 

5 月 18 日(火)、25 日(火)、6 月 8 日(火) 

  立命館高校 3 年生 40 名＋タイ MWIT 高校生 34 名（高校 1～3 年生）計 74 名参加 

9 月 4 日(土)  

計測自動制御学会 ライフエンジニアリング部門シンポジウム 2021(LE2021)  

第 36 回 生体・生理工学シンポジウム「人のこころを知る技術の未来展望・高校生国際

セッション」高校 3 年生 16 名 参加 

(2) 若手研究者による講座 

11 月 9 日(火)   立命館大学の理系 5 学部からの講座 高校 2 年生 159 名 参加 

[4] 立命館 STEAM 教育の確立を目指して  

(1) SS Challenge 

6 月 18 日(金)  5 つの異なる分野の講義と Workshop 高校 2 年生 159 名 参加 

(2) iPS 細胞研究所 特別講演会 「謎解き iPS 細胞〜細胞を見分けよう！〜」 

7 月 20 日(火)  高校 2 年生 39 名 参加 

(3) 堀場製作所 訪問「『宇宙』と『はかる』～高校生向け分析セミナー～」 

12 月 19 日(日)  高校 2 年生 4 名 参加 

(4) 数学セミナー 

12 月 21 日(火)～22 日(水)  高校 2 年生 8 名、高校 3 年生 8 名 参加 

(5) 屋久島研修 

12 月 16 日(木)～19 日(日) 高校 3 年生 34 名 参加 

(6) サイエンス部の活動 

   年間を通して実施。 （部員数）高校生 17 名、中学生 19 名 

(7) 学校設置科目の開発  年間を通して実施。 

(IV) JSSF の継続的開催による高校生の国際的な発表機会の保障と海外理数教育重点校との

協力関係の強化 

[1]Japan Super Science Fair 2020 Online 

  11 月 2 日(火)～5 日(金)  19 カ国・地域 海外校 38 校、国内校 19 校 

              海外 179 名、国内 56 名、立命館 91 名 計 326 名 参加 

その他の取組 

○運営指導委員会 

10 月 19 日(火) 第 1 回運営指導委員会、 2 月 22 日(火) 第 2 回運営指導委員会 

○視察来校受け入れ 

11 月 12 日(金)  茨城県立竜ヶ崎第一高等学校 

11 月 24 日(水)  宮崎県立宮崎西高等学校 
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③研究開発の内容 
（Ⅰ）これまでの研究開発で得てきた国際科学教育手法の全国への普及と国際ネットワー

クの共有 

これまで行ってきた国際科学教育の内容や手法についてさらに充実させ、それらを国内

連携校の輪を広げて国内校へ広く普及させることを目指す。 

仮説 

〔仮説Ⅰ〕科学教育の中で生徒のグローバル意識を涵養することが重要であり、これまで本

校が開発してきた手法と国際ネットワークを他校と共有することで、全国へ普及させ

ることが出来る。 

研究内容・方法・検証 

●教育課程編成上の位置付け 

 生徒は課外の取り組みとして実施。ただし、海外での研究発表は「課題研究」の成果発表

である。 

●研究内容 

連携校の拡大やこれまで得てきた国際科学教育における成果を多くの国内校へ普及させ

ることを連携校会議や学習会、シンポジウム等を通して行うこと、また、国際ネットワーク

の強化のため海外のサイエンス・フェアへの参加についても継続して行う。 

 次の項目の取組内容や成果について、以下のページで企画ごとに詳細を記述する。 

［1］教員ネットワークの拡大 

(1) 連携校会議      (2) 教員学習会 

(3) 第 13 回科学教育の国際化を考えるシンポジウム 

［2］海外のオンライン Science Fair への参加 

(1) 韓国 KSA Science Fair  (2) 中国 International Students Science Fair 2021 

(3) オーストラリア ASMS International Science Fair 

(4) オーストラリア Australian Science Fair  

［3］交流校とのオンライン国際科学交流プログラム 

(1) アメリカ IMSA Global Talk  (2) 韓国 KSA 2 校間交流 

(3) タイ MWIT 2 校間交流    (4) さくらサイエンスプログラム 

(5) Tri-School Online Exchange Program（MWIT-KSA-Rits） 

●当初計画からの変更 

 年度当初から対面実施とオンライン実施の両方の可能性を考慮してきたが、すべてオン

ラインでの実施となった。 

●手段、方法 

 オンライン科学交流、オンライン Science Fair 参加、連携校会議、シンポジウム開催 

●成果 

 連携校をこれまでの 7 校から 15 校へ拡大することができ、成果は学習会やシンポジウム

によって発信した。連携校教員間は Slack で日常的な意見交換を行えた。オンライン開催と

なった海外のサイエンス・フェアへも参加し、参加生徒達は多くの成果を得ることができた。 

●成果検証に用いた方法 

 参加生徒へのアンケート調査、国内連携校数、シンポジウム参加者へのアンケート 等 
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[1] 教員ネットワークの拡大 

 (1) 連携校会議 

これまでに獲得してきた成果を多くの学校へ広げることが今期研究開発における重要な

点である。そのためには、日常的に意見交換が行える学校間の連携が最も大切となる。本校

においては、平成 23 年度に始まった「コア SSH」における連携校との協力が長年にわたっ

て継続し、令和元年度（第 4 期最終年度）の科学技術人材育成重点枠においては、以下の 7

校に連携校として協力をいただいていた。 

福島県立福島高等学校 ／ 早稲田大学本庄高等学院 ／ 清真学園高等学校・中学校 

筑波大学附属駒場高等学校 ／ 東海大学付属髙輪台高等学校 

東京工業大学附属科学技術高等学校 ／ 奈良女子大学附属中等教育学校 

 今次研究開発においても、上記の学校との連携を重要な協力関係と考えてきた。 

 

 今年度の第 1 回連携校会議は Zoom を利用して、以下の通り開催した。 

【日時】4 月 19 日(月)  17 時～18 時 

【形態】Zoom によるオンライン開催 

【議題】「国際共同課題研究の輪を広げることについて」 

議論では、それぞれの学校が日本国内でパートナー校を探し、国際共同課題研究を一緒に

行うことを提案し、5 月中旬くらいまでに国内パートナー校を探すことで了解をいただいた。 

 

その結果、以下の 8 校に新たに加わっていただけることになった。 

福島県立安積高等学校 ／ 市川中学校・高等学校 ／ 駒場東邦高等学校 

広尾学園高等学校 ／ 横浜市立横浜サイエンスフロンティア高等学校 

愛知県立半田高等学校 ／ 奈良市立一条高等学校 

大阪教育大学附属高校天王寺校舎 

 その後は、16 校で国際共同課題研究の活動を共にしてきた。学習会やシンポジウムでは、

他の先生方も含めて、オンラインでの意見交換を行ったが、連携校間での日常的な連絡や意

見交換には、今年度から Slack を利用することとした。それにより、日常的な交流がたいへ

んスムーズに行えた。 

 

 年度末に、第 2 回連携校会議を以下の通り開催した。 

【日時】① 2 月 15 日(火) 18 時 30 分～19 時 30 分 

   ② 2 月 18 日(金) 17 時 30 分～18 時 30 分 

※ 全員の都合を合わせることができず、①②のどちらかへ参加してもらう分割開催とした。 

【形態】Zoom によるオンライン開催 

【議題】・国際共同課題研究の事後アンケート結果について 

   ・次年度の取組について 

事後アンケートの結果を報告し、意見交換を行った（詳しい内容については(Ⅱ)[1](4)にま

とめる）。次年度の取組については、参加校を拡大することを含め、積極的に取り組むこと

を確認した。希望する学校は、次年度当初に参加申込を行っていただくことで了解を得た。 
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(2) 教員学習会 

 国際共同課題研究の取組を多くの学校の先生方へ知ってもらうことを目的とした学習会

を開催した。今年度の取組の参加生徒達を対象として取組の目的や内容を伝え、取組を開始

するための第 1 回学習会の内容をご見学いただき、その後に意見交換を行う形で教員学習

会を実施した。 

【日時】6 月 5 日(土) 13 時 30 分～16 時 

【形態】Zoom によるオンライン開催 

【内容】 

第 1 部（13 時 30 分～14 時 30 分） 講演会  

   生徒向けの講演として、「月、火星、そしてその先へ」というテーマで国際協力のも

とで行われている天文学の研究についてのお話をしていただき、教員学習会へ参加の

先生方にも聴講していただいた。 

第 2 部（14 時 30 分～15 時 30 分） 国際共同課題研究の実施に向けて 

   これまでの取組の経験から、今年度の参加生徒へ伝えておくべき話として以下の内

容で立命館の教員から話をし、その内容を教員学習会へ参加の先生方にも聴いていた

だいた。 

    「国際共同課題研究で目指すもの」「異文化間協働で伸ばしてほしい力」「国際共同

課題研究の開始に当たって」「Japan Super Science Fair での発表について」 

第 3 部（15 時 30 分～16 時） 研究協議 

第 1 部、第 2 部の内容についての質疑や今後の方向性についての協議を行った。 

 

 連携校として今年度の国際共同課題研究に関わっていただく先生方の他に、20 名程度の

先生方にお申し込みいただき、計 40 名の先生方にご参加いただいた。国際共同課題研究の

取組への理解を深めていただくとともに、有意義な意見交換を行えた。参加いただいた先生

方の事後アンケートでは、以下のようなご意見をいただいた（一部抜粋）。 

 国際共同研究についての理解や概要が分かってとてもよかったです。また生徒の指導方

法などのヒントも得られたので、不安が少し解消されました。 

 共同研究をしたいとは思っていますが、経験がなく、できていません。今回の研究会で

は具体的な進め方をお聞きすることができました。これから進めていこうと思います。 

 お話で、実体験を交えながら国際共同研究を行う意義について訴えてくださったのが、

大変印象的でした。 

 海外との共同研究の主旨をよく理解できる内容でした。本校の生徒にも広い視野をもっ

て学ぶ意識を高めていけるように指導していこうと思います。 

 勤務校においても、グローバル人材の育成をターゲットに国際交流事業を行っています

が、どのように課題を設定し、単発ではなく継続的な活動にしていくか、試行錯誤を繰

り返し展開しています。本日のような教員研修・発表会を通じて学ばせて頂きました内

容が、勤務校での国際交流活動を発展させる上で、大変役立っております。 

 どういう力を伸ばすことができるかなど大変参考になりました。「気軽に」というコメン

トもあり、本校もやってみたいなと思わせていただきました！教員の体制や、生徒の募

集について、また情報をいただきたいなと思っております。 
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(3) 第 13 回科学教育の国際化を考えるシンポジウム 

 本校がこれまでの SSH研究開発において蓄積してきた国際科学教育の手法やネットワー

クを多くの学校と共有することを目的に、長年、シンポジウムを継続してきている。13 回

目となる今年度のシンポジウムでは、「新しい国際科学教育の到来～オンラインを活用した

科学交流～」というテーマで開催した。コロナ禍で気づかされた科学教育の課題や、ICT を

使った新たな可能性等、今後大きく変化していくであろう教育を考える機会とした。 

【日時】2 月 4 日(金) 14 時～17 時 

【形態】Zoom によるオンライン開催 

【内容】・報告「立命館高校での国際科学教育の取組」 

・報告「生徒が語る”JSSF2021 Online”」 

・基調講演「科学教育における国際性伸長の必要性」 

・パネルディスカッション 

・研究協議 

【参加者】50 名（高校教員 30 名、中学教員 2 名、小学校教員 1 名、大学生 1 名、 

大学教員 7 名、運営指導委員 6 名、その他 3 名） 

 

 「新しい国際科学教育の到来」に学校や教員がどのように向き合うべきかを一緒に考える

良い機会になったと考える。参加者からいただいた感想には以下のような意見があった（一

部抜粋）。 

 素晴らしい実践報告でした。大いに刺激を頂きました。 

 立命館高校の 20 年弱にも渡る国際活動が JSSF を通じて進化していること、予想外の

コロナで急激に伸びたオンライン技術を取り入れて、更に進化していることを目の当た

りにし、本当に素晴らしい取り組みだと改めて感じました。 

 生徒さんの英語力やプレゼン力、課題研究を遂行する科学的な知識、技能など、スキル、

能力が素晴らしいのですが、それに向かう意欲、姿勢、主体性が圧巻でした。先生方を

はじめとする大人の下支えと仕掛けによるのだと思います。また、その大人の努力が、

先輩の背中を見て育つという好循環に繋がっているのだと感じました。 

 生徒が主体的に参加し、成功に向けて様々に試行錯誤しながら取り組んでいる様子が伝

わってきました。 

 基調講演を聴いて、コロナ禍でも国際的な取り組みを、形を変えて続けることの大事さ

を改めて感じました。 

 教育現場での ICT 活用の重要性が「骨身にしみた」先生が多いことは多くの厄災を生ん

だコロナ禍のメリットだったのだなと思いました。 

 生徒たちを今後育むにあたり、どのような方向性を持つべきかを、より深く考えました。

ICT の活用で世界が一気に狭まるとともに、次世代の子供たちがどのような生活や社会

関係を形成すべきか、そして現在の教育者として自分自身に何ができるかを問う機会と

なりました。 

 将来のキャリア形成までを見据えた JSSF の潜在的役割の重要性を再認識させられまし

た。 
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[2] 海外のオンライン Science Fair への参加 

 今年度は隔年で実施される 2 つのフェアが実施されない年であったことから、例年より

やや少なく 1 年間で計 4 つのサイエンスフェアに計 15 名の生徒が参加した。コロナ禍であ

りながら海外生徒に向けて研究発表を行ったり、また海外生徒の研究発表に触れられる貴

重な機会であり、またそれぞれに趣向を凝らした開催方法やアクティビティは、本校で

JSSF や国際科学交流を実施するにあたって大いに参考になった。 

取組 実施期間 参加数 

韓国 KSA Science Fair 6 月 29 日(火)〜7 月 1 日(木) 4 名 

中国 International Students Science Fair 2021  7 月 16 日(金)〜19 日(月) 3 名 

オーストラリア ASMS International Science Fair 2021 8 月 30 日(月)～9 月 3 日(金) 5 名 

オーストラリア Australian Science Fair 11 月 22 日（月）～24 日（水） 3 名 

 

(1) 韓国 KSA Science Fair 

【日時】6 月 29 日（火）～7 月 1 日（木） 3 日間 

【参加生徒】4 名（高校 3 年生 4 名） 

【主催校】Korea Science Academy of KAIST (KSA)［韓国］ 

【研修内容】隔年で実施されるサイエンスフェアで、本校は毎回参加している。14 カ国 24

校の高校生が参加し、オンラインで開催、科学研究発表を中心として、開会式、記念講演、

グループワーク等が実施された。 

本校はこのフェアの主催校である韓国 KSA と長年の交流があり、ここ数年は天文分野の

共同課題研究を行っている。今回は本校生徒 3 名を含む共同研究グループが KSA の生徒と

ともにこれまでの成果を発表した。「The Effect of Substances on the Transmitted Light 

Spectrum（大気中の浮遊物質の太陽光スペクトルへの影響）」というタイトルの研究で、光

の波長の計測から大気中の物質の同定を行う研究で、実験装置内での水蒸気、砂埃、線香の

煙のスペクトルを測定し、比較した。また、晴天の日、雨の日、花粉の飛散量が多い日に実

際の大気の波長を測定し、花粉の飛散量が多い日の波長の特徴を捉えることができた。 

【フェアの特徴】Zoom をプラットフォームとして完全オンラインで実施された。生徒の自

治で進める対面での KSASF と同じく、生徒が主体となって式典以外の活動を組み立てて

いる様子がうかがえた。グループ活動では、同じグループの海外生と協力して順に謎解きを

していき、最後にトリックが明かされるという仕組みのものに挑戦したが、指示がやや不明

確であったため、少し混乱が見られた。 

【成果】KSA と本校生の共同課題研究が「Best Poster Award」を受賞した。このフェアで

の発表に向けて 1 年半をかけて共同研究を行ってきており、本番直前にも KSA の生徒達と

オンラインで打ち合わせや発表練習を行い、最終発表につなげることができた。参加生徒た

ちは「以前は論文を作成しましたが、今回は初めてポスターを作成しました。ポスターはス

ペースが限られているので、自分たちの研究内容を短くまとめなければならず、そのことが

難しくて苦戦しましたが、最終的に賞を頂くことができたので嬉しかったです。」「KSASF

を通して、あらゆるリスクを考えて先に対処しておくことの重要性を感じました。また、オ

ンラインではいかに自分を相手に印象づけられるか、目立てるかが自分の成長率に比例す
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ると思いました。KSASF で学んだことを JSSF に活かしていこうと思います。」と、研究

発表の楽しさや難しさとともに、11 月に自分たちが運営することになる JSSF に対するヒ

ントも得ることができ、貴重な経験となった。 

 

(2) International Students Science Fair 2021（ISSF2021） 

【日時】7 月 16 日（金）～7 月 19 日（月） 3 日間 

【参加生徒】3 名（高校 3 年生 3 名） 

【主催校】北航実験学校(Experimental School of Beihang University)［中国］ 

【研修内容】世界のトップ科学校の集まりである International Science Schools Network

（ISSN）のもとで、世界の科学校を会場として開催されているサイエンスフェア。今年は

第 17 回の大会で、中国の北航実験学校が開催校となり、12 カ国から 16 校の科学高校等が

オンラインで参加した。本校からは高校 3 年生徒が「The Freezing Mechanism and Ice 

Formations of NaCl Aquatic Solution（水溶液の凍結によって生じる形状の変化とそのメ

カニズムについて）」というタイトルで物理化学分野の課題研究の研究発表を行った。 

研究発表の他に、国際的なチームに分かれてサイエンスクラスとサイエンスコンペティ

ションという 2 つの活動の取組があり、サイエンスクラス(生物)では、水質汚染問題の講義

の後、少人数のグループで具体的な水質汚染の例を選んで、その原因、生態系に及ぼす被害、

解決法などについて調べ、次の日にパワーポイントを見せながらグループごとに発表をし

た。数学のクラスでは、無理数や累乗根についての講義を受け、その後各グループで数学に

関する問題と解法について発表した。サイエンスコンペティション（化学）では、Ag が持

つ抗菌作用やデジタル技術などについて学習し、その後ナノ Ag が含まれる製品が紹介さ

れ、その濃度が人間の体に悪影響を及ぼすかについて調べて発表した。言語も文化も異なる

チームメイトとオンラインで協力して活動するのは難しかったが、全員が積極的に取り組

むことができた。ISSF はこの後、2022 年アメリカ、2023 年オーストラリア、2024 年イギ

リスの学校での開催が決まっている。 

【フェアの特徴】VooV Meeting という中国製の会議ソフトがプラットフォームとなった。

本校ではセキュリティの関係でこのソフトを使用することができず、やや苦労した。式典や

講演などは主催校である北航実験学校で聴衆を伴って実施され、それをオンラインで放映

するというハイフレックス方式で行われた。華やかな舞台が映し出されるとともに、聴衆の

楽しそうな雰囲気も画面から伝わり、テレビを見ているような雰囲気であった。研究発表は

完全オンラインでの実施であった。グループ活動では講義を聞いた後に問題解決課題が与

えられ、グループで協力して話し合い短時間でプレゼンを作成させる仕掛けがなされてい

た。使用アプリが中国国内でしか使えないなど、やや苦労もあった。科学活動以外では、参

加者巻き込み型のゲームなど工夫されており、参考になるものがあった。プログラム内容は

すべてブック形式の PDF にまとめられ、時系列で活動やグループ、リンクなどが並んでい

るため、非常にわかりやすかった。VooV Meeting の接続確認もかねて事前ミーティングが

行われ、そこで本校生徒とバディ生徒との SNS の交換を行っていたため、会期中の細かな

連絡が生徒を通じてやり取りされ、スムーズであった。 

【成果】本校生の研究が「Advanced Research Award」を受賞した。発表生徒が長年取り

組んできた研究で、3 年生になって初めての発表であったが、10 分間の研究発表と 5 分間
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の質疑応答を立派にこなし、これまで意欲的に取り組んできた課題研究の成果を世界に発

信することができた。 

 参加した生徒たちは「各国の交流校が一同に会し、様々な研究発表を聞いたり活動に参加

したりすることで更に自分のスキルを高める必要があると感じました。更に自分の研究も

発展させていきたいと思います。今回の参加を経て、今後自分の知識を増やし、またそれを

アイディアとして科学に貢献することができる人間へと成長していきたいと思います。」

「私は生物分野のクラスに参加し、水質汚染について学びました。現在、課題研究で水質改

善に関する研究をしているので、私の研究につながる学びがあり有意義な時間となりまし

た。翌日には少人数のグループでプレゼンテーションを行い、短い時間で準備して発表する

という経験は、学校での英語の授業で培った力を試す良い機会となりました。」と述べるな

ど、自分の成長を実感し、今後につながる大きな刺激を受けた。 

 

(3) オーストラリア ASMS International Science Fair 

【日時】8 月 30 日（月）〜9 月 3 日（金）5 日間 

【参加生徒】5 名（高校 2 年生 5 名） 

【主催校】Australian Science and Mathematics School (ASMS)［オーストラリア］ 

【研修内容】ASMS はオーストラリアの科学校の一つで、本校が最も古くから交流を行っ

ている学校。2004 年に ASMS で初めて行われた International Science Fair（ISF）に参加

して以来、毎回参加している。昨年度はコロナ禍により中止となり、２年ぶりの実施。初日

のオープニングセレモニーの後に、今年度の Challenge Based Learning （CBL）の説明が

行われ、参加した分科会のテーマに沿って各自が自由に設定したトピックに基づいて調査・

実験を行い、4 日後に成果を発表するというミッションが与えられた。本校の生徒 5 人は

Astronomy（天文学）の CBL に参加し、本校に火星と月の模擬土壌があったことから、こ

れらの模擬土壌を使用した 2 つの実験を行った。1 つは二種類の土壌と水及び過酸化水素水

との反応を調べ、その結果、火星よりも月の土壌の方が反応性がよいことを確認した。もう

一つは大腸菌の増殖抑制効果を観察し、結果、月の模擬土壌のみ大腸菌の増殖抑制が見られ

た。文献調査から、月の模擬土壌には酸化チタンが多く含まれていることが分かったため、

その酸化チタンの光触媒効果によって大腸菌の増殖が抑制されたと考察した。 

最終日にはグループでその成果の発表を行い、宇宙食、宇宙の法律、火星のローバーなど、

様々なトピックの発表を聞き、同じテーマをもとにそれぞれが深めた内容を共有する興味

深い時間となった。 

【フェアの特徴】昨年度はコロナ禍で中止されたが、今年度はハイブリッドで行われ、現地

（ASMS）にて実際に対面で ASMS の生徒たちが参加している ISF に海外校がオンライン

で参加するという形で実施された。Microsoft Teams をプラットフォームとし、Pre-session

として学校別に接続確認と期間中の説明が行われた。5 日間の開催ではあったが、１日目に

校長挨拶等があり、各 CBL の Team に分かれて課題が提示された後は、各自それぞれの学

校で実験を行い、PPT を作成し、最終日の 5 日目に Teams で発表するという形であった。

どちらかというと現地での実施をメインに行われていたため、参加校同士の交流がなく、参

加している実感が薄かったことは残念であった。研究発表は Teams 上に動画を投稿し、参

加者が自由に閲覧するというものであった。 
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【成果】参加した生徒は「今回の ASMS では短期間で結果のでる実験を先生方のアドバイ

スの下で計画、実験、発表を行ったことが私にとって一番印象的でした。テーマ設定を始め

として、実験では慣れない論文を読んだり、観察を行ったりして結果があまり上手く現れな

くても、なんとか考察まで出来たときはとても達成感がありました。最後まで時間が足りな

かったけれどプレゼンまでしっかり出来て良い経験になりました。また、海外の高校生のプ

レゼンを聴いていて、自分達と似たような実験をしていたり興味がある分野の研究があっ

たりしたので、これからの研究にも生かしていきたいと思います。」と述べるなど、今後に

繋がるよい経験になった。 

 

(4) オーストラリア Australian Science Fair  

【日時】11 月 22 日（月）～24 日（水）3 日間 

【参加生徒】3 名（高校 3 年生 3 名） 

【主催校】John Monash Science School (JMSS)［オーストラリア］ 

【研修内容】このサイエンスフェアは本校と交流の深いメルボルンの John Monash Science 

School が昨年度から開催しているオーストラリアのサイエンス校のフェアで、今回、オー

ストラリア国外から初めて立命館高校が招待された。3 日間のフェアでは様々な取り組みが

オンラインで行われた。研究発表では本校から”Creating Plastic Alternatives Using 

Spirogyra(アオミドロを用いた容器の開発〜脱プラスチックを目指して〜)”のタイトルで

の研究を発表した。また、Local Flora and Fauna Sharing Activity では校内の植物の標本

を作製しその植物の特徴等を調べて動画を作成したり、STEM Challenge では、限られた

材料でのモノ作りにも挑戦した。グループ活動の Escape Room では、グループ内の唯一の

日本校の生徒として、オーストラリアの高校生と小グループでのアクティビティにも意欲

的に挑戦した。 

【フェアの特徴】Cisco Webex をプラットフォームとして実施された。事前に 2 つのもの

が国際便で郵送され、課題が与えられた。1 つは押花のキットで、学校周辺の植物を採集し

押し花にし、その植物について調べた内容を、作成したスライドを用いて自校の生徒グルー

プで当日に発表するというもの。もう一つは、木の棒や輪ゴム、プラスチック片など様々な

アイテムがバッグに入っており、期間中の指定された時間に指示を受け開封し、自校グルー

プで自由に材料を使用して創作し、その創作物とその使用方法の動画を作成して時間内に

送信するというものであった。研究発表は動画を提出し、のちに参加者からのコメントが送

られてきた。オンラインとオフラインの両方の活動がバランスよく配置されており、参加生

徒が楽しめる内容で構成されていた。 

【成果】参加生徒は、「今まで参加した海外フェアで最も自分の英語の融通の効かなさに悩

んだが、オーストラリアの優しい国民性に何度も救われました。他文化に触れ、大好きなサ

イエンスを共有できることがこれほどまでに楽しいと実感でき、言語含め更に邁進しなけ

ればいけないと思える良い経験でした。」「英語を母国語とする参加者の中での参加は私に

とって大きな挑戦でした。改めて、自ら積極的に取り組むことの重要さを感じました。自分

の現時点での実力を試し、海外生の研究などにも触れ、楽しみながら学ぶことができ、本当

に良かったです。」などの感想を述べた。自分たち以外はオーストラリアの高校生のみとい

う環境の中、視野を広げ新しい課題を見つける貴重な時間になった。 
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[3] 交流校とのオンライン国際科学交流プログラム 

 本校と交流の深い海外の理数教育重点校等と 7 つのオンライン行事を実施した。7 つの行

事にのべ 217 名の本校生徒が参加し、計 77.5 時間を共有した。この取り組みは日常的に築

いている教員同士の連携があってこそ実現したものであり、コロナ禍の今だからこそ、国際

交流の歩みを止めることなく、生徒たちに海外生徒とのつながりを持ってほしい、サイエン

スと英語を通して世界に視野を広げ豊かな学びにつなげてほしいとの共通の願いのもとに

実施されたものである。本校の国際ネットワークの強みを生かし、様々な機会を創出し、生

徒たちに新しい世界を提供することができた。 

 コロナ禍 2 年目ということもあり、教員にもオンラインプログラム運営のノウハウが蓄

積され、生徒もオンラインツールに慣れてきていたこともあり、どれもスムーズに運営でき、

予想以上に充実した楽しい時間となり、オンラインでもこのように心を通わせて交流を行

うことが可能なのだと実感する取組となった。 

取組名称 国 人数 実施日 時間 対象生徒 

IMSA Global Talk アメリカ 39 名 5 月 12 日(水)、9 月 29 日

(水)、11 月 20 日(水) 

30 分 

×3 日間 

高 2SSG

クラス 

ムーンショット型研究

開発事業の取組 

タイ 40 名 5 月 18 日(火)、6 月 25 日

(火)、6 月 8 日(火) 

2 時間 

×3 日間 

高 3SSG

クラス 

KSA 2 校間交流 韓国 6 名 7 月 26 日(月)～29 日(木) 3 時間 

×4 日間 

高校希望

者 

MWIT 2 校間交流 タイ 10 名 8 月 2 日(月)～5 日(木) 3 時間 

×4 日間 

高校希望

者 

Japan Super Science 

Fair 

19 カ国 91 名 11 月 2 日(火)～5 日(金) 4 時間 

×4 日間 

(2 ﾌﾞﾛｯｸ) 

高 2,3SSG

クラス ,高

校希望者 

さくらサイエンス 

プログラム 

インドネシ

ア 

15 名 1 月 27 日(木)、2 月 1 日

(火) 

2 時間半

×2 日間 

高校希望

者 

Tri-School Online 

Exchange Program 

タイ・韓国 16 名 2 月 5 日(土)、3 月 19 日

（土)、4 月 23 日(土) 

3 時間×3

日間 

高校希望

者 

※ 「ムーンショット型研究開発事業の取組」と「Japan Super Science Fair」については

別の項目で取り上げるので、それ以外の取組について概要を以下にまとめる。 

(1) アメリカ IMSA Global Talk 

【日時】5 月 12 日(水)、9 月 29 日(水)、11 月 20 日(水) 各 30 分×3 日間 

【参加生徒】39 名（高校 2 年 SSG クラス全員） 

【交流校】アメリカ Illinois Math and Science Academy (IMSA) 

イリノイ州にある公立の科学高校。州内の高校の中でここだけが教育省の大学を管轄す

る部署の所属ということで、大学と連携した高いレベルの科学教育が行われている。本校の

JSSF に毎年参加しており、教員間の連携から今年度の複数の企画が実現した。 

【特徴的な企画】 

1．お互いの文化や学校生活に関するプレゼンテーションを作成し、発表と質疑応答を行う。 
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2．英語授業で学んだ遺伝子組み換え食物について日本の現状をアメリカの生徒に発表し、

アメリカの現状と高校生の意見を聞く。 

3. IMSA の理科教員から遺伝子組み換え食物についての講義を受ける。 

【参加生徒の様子】 

 ほとんどの生徒にとって初めて海外の同世代の高校生と英語でコミュニケーションをと

る機会になった。「実際にアメリカの学生の英語を聞いてみて、聞き取るのが難しかった。

完璧な英語でなくても伝えたいことが伝わって、感動した。」と述べるなど、新しい経験に

なった。3 回目の交流では英語授業での Genetically Modified Food（遺伝子組み換え食物）

のトピックと関連させて交流し、普段の授業での学びが生きた交流につながりさらによい

成果となった。 

 

(2) 韓国 KSA 2 校間交流 

【日時】7 月 26 日(月)～29 日(木)  3 時間×4 日間 

【参加生徒】6 名（高校 2 年生 3 名、高校 3 年生 3 名） 

【交流校】韓国 Korea Science Academy of KAIST 

韓国釜山にある世界的に有名な英才科学高校。本校とは、

2006 年に教育交流協定を結び、以来毎年の交換研修や相互の

サイエンスフェアへの参加、近年では国際共同課題研究等を通して、学校同士の強い結びつ

きを築いてきた。毎年夏に 1 週間の受け入れ研修、3 月に派遣研修を行い、お互いの授業へ

の参加やホームステイ経験等で生徒たちは様々なことを学んできたが、コロナ禍の中でも

生徒同士が交流の機会を持てるよう、少人数でのオンライン国際交流を企画、実施した。 

【特徴的な企画】 

1. 本校教員による数学授業を実施。解答を小グループで話し合いメインセッションで発表。 

2. KSA の招待講演者による Entrepreneurship Lecture で起業についての講義受講後、身

の回りの問題とその解決策などを小グループで議論しメインセッションで発表。 

3. KSA から韓国の民族衣装 Hanbok が事前に郵送され、韓国の歴史や文化に関する講義を

聞いた後に Hanbok の着方のオンラインレクチャーを受け、本校生徒が着付け体験。 

4. 相互に生徒による日本語と韓国語のミニ授業、その後、2 言語を交えた共同プレゼンテ

ーションを協力して作成し、最終日に発表。 

【参加生徒感想】 

 コロナ禍で海外研修が難しい中、このように海外生との交流会に参加できたことはと

ても貴重な経験となりました。数学の問題を協力して解く際には、海外生の知識や豊か

な発想力に圧倒され、自身の改善点を見出すきっかけにもなりました。今後はこの経験

を活かし臨機応変に対応できる能力を改善させることで知識の向上に繋げていきたい

です。 

 今回の交流は私にとって初めて海外の人と話す機会になりましたが、韓国の人はとて

も優しく、また、先輩や韓国の方の英語の流暢さやスキルに驚かされました。この経験

を通し、もっと英語を勉強しないといけないと思ったし、積極的に話しかけたりしない

と話はどんどん進んでいくから自ら話して、わからないことはきちんと聞くことが大

切だと思いました。今後も連絡を取り合ったりして交流を続けていきたいです。 
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(3) タイ MWIT 2 校間交流 

【日時】8 月 2 日(月)～5 日(木) 3 時間×4 日間 

【参加生徒】10 名（高校 1 年生 2 名、高校 3 年生 8 名） 

【交流校】タイ Mahidol Wittayanusorn School 

MWIT はバンコク郊外にあるタイのトップ科学校で、本校とは 2004 年に教育提携を結

び、2006 年以来、毎年の 2 週間交換研修の派遣と受け入れ、それぞれが実施している国際

サイエンスフェアへの参加と招待など、深い関係を続けてきた。コロナ禍で 2 年連続交換

研修が中止になり、今年度は初めての試みとして、4 日間のオンライン交流を行った。 

【特徴的な企画】 

1. MWIT 教員による物理授業、本校教員による数学授業。 

2. アイスブレーキングとして他己紹介リレー。 

3. 小グループで生徒によるお互いの言語のミニレッスン。 

4. バーチャルエクスカージョンとして、お互い事前に作成

した学校紹介と観光動画の放映。 

5. コロナ禍後に対面で再会したい場所と状況を写真を使ってグループで画像作成。 

6. 「世界をよりよくするために私たちは何ができるか」のグループ議論と発表。 

7. バディグループを組み、事前に相手とメール等で自己紹介、本番までに仲を深める。 

【参加生徒感想】 

 互いの文化や学校について知り、参加者同士の絆を深められたこのプログラムの中に、

物理や数学といったサイエンス的な要素もあり、国境を超えて協力し、課題に取り組む

ことができました。タイでは英語が母国語ではないにもかかわらず、その高い英語力に

触れ、私自身の意欲をさらに上げることのできた 4 日間でした。 

 タイの学生が熱心に日本語を学ぶ姿や、タイの学生が用意した企画のクオリティの高さ

を通して、私は主に向上心の大切さを学びました。私も何事にも向上心を持って努力し

なければならないと改めて思うことができました。今回の交流では、楽しめただけでな

く自分の人生にプラスになることもたくさん学べたので参加できて本当に良かったです。 

 今回参加して感じたことはオンラインの可能性は無限大であることでした。今まで参加

したオンラインイベントの課題として挙げられることはどのようにしてオンラインで相

手との友好を築くかということでした。しかし、今回のイベントは自己紹介で他己紹介

を導入したり、ICT ソフトを駆使したりすることでより相手との距離を近く出来るのだ

と感じました。オンラインが普及している中で国際交流も再び対面でできることを願っ

てこれからも自分の活動に励んでいきたいと強く感じさせられる 4 日間でした。 

 

(4) さくらサイエンスプログラム 

【日時】1 月 27 日（木）、2 月 1 日（火）2 時間 30 分×2 日間 

【参加生徒】15 名（高校 1 年生 6 名、高校 3 年生 9 名） 

【交流校】インドネシア SMAN 70 Jakarta 

【特徴的な活動】※JST 企画運営 

1. 「自国紹介」と「SDGs と自分の国」のプレゼンテーション。 
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2. SDGｓの「4 質の高い教育をみんなに」「5 ジェンダー平等を実現しよう」「13 気候変

動に具体的な対策を」の観点から、自国の社会問題についてまとめて発表。 

3. 2030 年の自分はどうなっているかを想像しながら 2030 年の自分になって自己紹介。 

4. 各グループで、「My SDGs and Social Issues」として、(1)関心のある SDGs、(2)解決し

たい具体的な社会問題、(3)解決された理想の世界、(4)自分にできることについてプレゼ

ンテーション。 

5. インドネシアのメンバーと「私たちが描く理想の世界・私

たちが変えたいこと」についての発表準備と共同プレゼン

テーション。 

6. オンラインツールとして Padlet を使用。 

【参加生徒感想】 

 今回のプログラムは本当に多くのことが学べた 2 日間でした。SDGs について、インド

ネシアと日本の間で起こっている問題は共通点も多かったのですが、中には日本にい

るとあまり注目されていない病気などの問題もあり、そのようなことを知った際には

驚きました。自分たちの生活に関係している面のみに関心を持ってしまっているけれ

ども、それがすべてなのではなく、違う面から見るとまた様々な問題があるのだという

ことを実感しました。また、インドネシアの高校生の自然な英語にふれ、本当にすごい

なと強く感じました。今回発見した自分の課題をしっかり改善していきます。 

 

(5) Tri-School Online Exchange Program 

【日時】2 月 5 日(土)、3 月 19 日（土)、4 月 23 日(土) 3 時間×3 日間 

【参加生徒】16 名（高校 1 年生 8 名、高校 2 年生 8 名） 

【交流校】韓国 Korea Science Academy of KAIST、タイ Mahidol Wittayanusorn School 

【特徴的な活動】 

1. 初めての 3 カ国 3 校でのプログラム。 

2. アイスブレーキングとして、Chat room を作成し、K-pop や Video Games など、生徒が

入りたいルームをそれぞれ選んで雑談。 

3. 3 カ国 3 校の生徒でグループを作成し、グループごとに参加者のための第 2 回実施のプ

ログラム内容を企画、また第 3 回では 3 カ国の文化に関するプレゼンテーションを作成

する（国際グループで国際プログラムの運営）。 

4. 1 か月に 1 回実施することから、2 回目、3 回目までのところでプログラム外で生徒同士

自由に集まり議論（課題を与えることで議論を生む仕掛け）。 

【参加生徒感想】 

 アクティビティの案を自分から提示出来たことやアイスブレイクの時に積極的に話し

かけることができたことが良かったと思います。今回のプログラムは自由度が高いの

と自主的な参加だったので会話が弾んでとても楽しかったです。みんなで 3 カ国語で

名前を調べてみたり、挨拶をしてみたり、笑顔が多く楽しい交流ができました。 

 文化の違いについて知るのが楽しかったです。また、今回のイベントでは真面目な話だ

けではなく雑談をする時間も多く取られていたので、英語で新しい友達を作っている

実感がよりありました。 
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（Ⅱ）「国際共同課題研究」の普及と「国際共同課題研究センター」設置の取組 

国際共同課題研究によって生徒が大きく成長すると考えており、その取組を普及させる

こととともに、その機会を提供できるよう「国際共同課題研究センター」を設置して、国内

の多くの高校生と海外生徒とのマッチングを行うことを目指す。 

仮説 

〔仮説Ⅱ〕国際共同課題研究の経験は生徒のグローバル意識を伸長させる。国際的な共同研

究体制をマッチングするシステムの構築によって、国際共同課題研究を普及させるこ

とが出来る。 

研究内容・方法・検証 

●教育課程編成上の位置付け 

 本校生徒の国際共同課題研究については、「課題研究」の実践である。 

●研究内容 

第 5 期初年度の取組計画として、国際共同課題研究をより多くの学校で取り組んでもら

うことを中心的な課題としている。初年度である昨年度では、コロナ禍の影響を受け、互い

の訪問ができない状態の中で興味を示してもらうことが難しかった。しかしながら、オンラ

インのみでの実施であっても大きな成果をあげることを確認し、今年度は多くの学校へ拡

大することを目指した。オンラインでの取組は、簡単に取り組める利点を持ち、普及にはむ

しろメリットがあると考える。 

次の項目の取組内容や成果について、以下のページで詳細を記述する。 

［1］国際共同課題研究の実施 

(1) 連携校の拡大 

(2) 取組の経緯 

(3) 研究内容 

(4) 取組の成果と課題 

［2］「国際共同課題研究センター」の設置 

(1) 「国際共同課題研究センター」の設置準備 

●当初計画からの変更 

 当初計画通りの規模へ拡大することができた。ただ、実施形態としては、国内校、海外校

を 1 対 1 で結びつけることから、2 対 1 でのチームで行うことへ変更し、新しい学校の負

担感を軽減することとした。 

●手段、方法 

 国際共同課題研究の実施、国際共同課題研究指導の研究 

●成果 

 オンラインによる国際共同課題研究の取組手法の研究により、普及への道筋を立てるこ

とができた。一昨年度まで本校と 7 校の連携校で取り組んでいたが、今年度は 16 校での取

組となった。オンラインのメリットを活かし、国内校同士の連携についても、オンライン上

での情報交換を行う等で、活性化を図った。それぞれの研究については、JSSF での共同発

表を行い、参加生徒達にとって、大きな成長を得られる取組となった。 

●成果検証に用いた方法 

 国際共同課題研究の参加生徒の変容（アンケート調査、生徒の観察） 等 
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［1］国際共同課題研究の実施 

(1) 連携校の拡大 

今期研究開発における最重点課題は、「国際共同課題研究」の全国への普及にある。初年

度であった昨年度には、コロナ禍のため連携校の拡大を行うことができなかった。当初は、

オンラインのみの実施で、海外校への訪問や招致を行えないことが、拡大できないことの原

因と考えていたが、昨年度の本校の取組から、オンラインでも「国際共同課題研究」で得ら

れる成果の多くを得ることができることが分かり、逆に、オンラインのみの簡単さを普及に

向けてのメリットと捉えることができると考えることになった。 

一昨年度まで、本校の科学技術人材育成重点枠において、協働して実践をしてきた連携校

は、以下の 7 校であった。 

福島県立福島高等学校 ／ 早稲田大学本庄高等学院 ／ 清真学園高等学校・中学校 

筑波大学附属駒場高等学校 ／ 東海大学付属髙輪台高等学校 

東京工業大学附属科学技術高等学校 ／ 奈良女子大学附属中等教育学校 

 昨年度、本校の SSH 運営指導委員会において、新たな学校にとって「国際共同課題研究」

は、やはり敷居が高いと感じられるのではないかと指摘を受け、すでに実施しているところ

へ一緒に入ってもらう方が勧誘しやすいのではないかという助言を得た。本校を含めた 8 校

が、それぞれ新たな連携校を 1 校探し、今年度については、国内校 2 校、海外校 1 校のチ

ームで実施することとした。 

 その結果、以下の 8 校に新たに加わっていただけることになった。 

福島県立安積高等学校 ／ 市川中学校・高等学校 ／ 駒場東邦高等学校 

広尾学園高等学校 ／ 横浜市立横浜サイエンスフロンティア高等学校 

愛知県立半田高等学校 ／ 奈良市立一条高等学校 

大阪教育大学附属高校天王寺校舎 

 8 チームでの実施となるため、海外校 8 校を探してマッチングしようと動いた。即決で了

解を得られた学校だけでなく、コロナ禍のため連絡がつきにくかった学校や、少し検討した

いと返事をいただく学校等があり、交渉範囲を少し広げたことで、最終的に以下の海外校 11

校に参画していただけることになった。 

Chitralada School ［タイ］ 

G.T. College ［香港］ 

HUS High School for Gifted Students ［ベトナム］ 

Kaohsiung Municipal Kaohsiung Girls' Senior High School ［台湾］ 

Kaohsiung Municipal Kaohsiung Senior High School ［台湾］ 

Philippine Science School Eastern Visayas Campus ［フィリピン］ 

Preah Sisowath High School (New Generation School) ［カンボジア］ 

Princess Chulabhorn Science High School Loei ［タイ］ 

Princess Chulabhorn Science High School Mukdahan ［タイ］ 

Princess Chulabhorn Science High School Trang ［タイ］ 

St. John’s School ［USA（グアム）］ 

 3 校増えたことで、本校、早稲田大学本庄高等学院、東京工業大学附属科学技術高等学校

＋清真学園高等学校・中学校に追加で引き受けてもらい、11 チームでの実施となった。 
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(2) 取組の経緯 

以前から一緒に取り組んでいる連携校の間で、4 月 19 日に連携校会議を行い、各校がそ

れぞれ 1 校の連携校を探し、今年度の取組を 16 校で行う方針を確認した。5 月中旬におお

よそ 16 校が確定し、動き始めた。 

最初に、各チームで取り組みたい研究テーマの分野を相談した。数学、物理、生物、化学、

地学、環境、コンピュータサイエンス等の分野が出され、海外校を探し始めた。これまでか

ら共同での活動を行ってきた学校、興味を持ってもらっている学校、おそらく興味を持たれ

るであろうと考える学校へ声をかけ、対応が可能な分野を知らせてもらい、各チームの希望

と合わせて、マッチングを行った。5 月末にはおおよそチーム毎のメンバーも確定し、6 月

5 日に日本校生徒、教員の第 1 回学習会を開催し、年間スケジュールを提起した。実施過程

で、若干の変更もあり、年間の取組はおおよそ以下の表のように行った。他校とのつながり

は、すべてオンラインによる取組である。 

【年間スケジュール】 

6 月 5 日(土)13 時 30 分～16 時 国内校生徒のスタートアップ企画として第 1 回学習会 

6 月 チームの顔合わせ、テーマ決めの議論 

7 月 研究計画の確認と実験、調査活動の開始 

8 月、9 月 実験、調査活動 

9 月 11 日(土)14 時～16 時 国内校生徒による第 2 回学習会で研究テーマの共有 

10 月 実験、調査結果の吟味と発表準備 

11 月 2 日～5 日 Japan Super Science Fair にて英語での共同発表 
 動き始めれば、ほとんどの活動はチーム毎の動きとなるが、全体としては以下のようなサ

ポートやつながりを持って活動した。 

【第 1 回ミーティング】 

 海外校と最初のコンタクトとなる第 1 回ミーティングで、その後の動きが大きく決まる。

短期間での取組のため、このミーティングは重要である。チーム毎の生徒や先生方の英語力

がそれを左右するとともに、英語での会議の運営に慣れている学校であれば問題ないが、ど

のように会議を運営してよいのか迷うことが多いと考えて、第 1 回ミーティングのみは、

こちらで双方の都合を伺って日程調整し、ミーティングの司会を本校 SSH 推進機構に所属

している 3 名のネイティブ英語教員が分担して、会議を運営することとした。 

【Slack を利用した情報共有】 

 Slack を利用して、各チームへの連絡や、お互いの進捗状況を共有するとともに、ポート

フォリオ的な記録を残すことにした。Slack のワークスペースは 2 つ設定し、一つは日本校

の生徒、教員だけが参加する日本語でのもので、もう一つは、海外校の生徒、教員も参加し、

英語でのワークスペースである。それぞれのワークスペースには、全員が共有している「全

体連絡」「活動報告」、教員だけが入れる「教員連絡」のチャンネルを設定した。海外校も含

めた英語のワークスペースでは、さらに Casual-communication という、気軽な交流を目

的としたチャンネルも設け、参加生徒の交流の促進を図った。 

【JSSF への参加】 

 国内校、海外校とも、JSSF へ参加し、共同での研究発表とともに、JSSF での科学交流

を行った。 
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(3) 研究内容 

同じチームの日本校同士で分野のみを決め、海外校からは希望分野を聞き、学校のマッチ

ングを行った。研究テーマについては、参加生徒によるミーティングで決定することとした。

お互いにテーマ案を持ち寄り、それらを議論して決めたが、すぐに決まるチームもあれば、

数回のミーティングを経て決定したところもあった。 

各チームは以下のようなテーマで取り組むこととなった。 
日本校 奈良女子大学附属中等教育学校、奈良市立一条高等学校 
海外校［国・地域名］ Preah Sisowath High School (New Generation School) ［カンボジア］ 
分野 化学 
テーマ（英語） Phosphate and its role in agriculture 
テーマ（日本語訳） 土壌によるリン酸イオンの吸着率の違い 
日本校 立命館高等学校、大阪教育大学附属高校天王寺校舎  
海外校［国・地域名］ G.T. College［香港］ 
分野 数学 
テーマ（英語） Arrangement of Circles in the Affine Plane 
テーマ（日本語訳） アフィン平面上の円の配置 
日本校 早稲田大学本庄高等学院、愛知県立半田高等学校 
海外校［国・地域名］ Philippine Science School EVC［フィリピン］ 
分野 環境 
テーマ（英語） Assessment of cultural perspective on water quality and physicochemical characteristics 

of local rivers in Japan and the Philippines 
テーマ（日本語訳） 日本とフィリピンにおける河川の水質、およびその物理化学的特性に関する文化的認識の調査 〜私たちはどのような川の水質を「きれいな水」と呼ぶのか？〜 

日本校 清真学園高等学校・中学校、市川中学校・高等学校 
海外校［国・地域名］ Kaohsiung Municipal Kaohsiung Girls' Senior High School［台湾］ 
分野 生物 
テーマ（英語） Zebrafish' grow with protein and ractopmine 
テーマ（日本語訳） 高タンパク質とラクトパミンによるゼブラフィッシュの生長 
日本校 東海大学付属髙輪台高等学校、広尾学園高等学校 
海外校［国・地域名］ Kaohsiung Municipal Kaohsiung Senior High School［台湾］ 
分野 生物 
テーマ（英語） Biotope Purification Experiment Using Living Organisms 
テーマ（日本語訳） 生物の力を使ったビオトープ内のアオミドロの繁殖抑制 
日本校 立命館高等学校 
海外校［国・地域名］ Chitralada School［タイ］ 
分野 化学 
テーマ（英語） Calcium Containable Ooho 
テーマ（日本語訳） カルシウムを含む”Ooho!” 
日本校 福島県立福島高等学校、福島県立安積高等学校 
海外校［国・地域名］ Princess Chulabhorn Science High School Loei［タイ］ 
分野 コンピュータサイエンス 
テーマ（英語） “Whether you are tired or not?” AI image analysis on online meetings. 
テーマ（日本語訳） 「あなたは疲れてる？」 オンラインミーティングにおける AI 画像分析 
日本校 東京工業大学附属科学技術高等学校、清真学園高等学校 
海外校［国・地域名］ Princess Chulabhorn Science High School Mukdahan［タイ］ 
分野 生物 
テーマ（英語） Add plant extract to hydrogel 
テーマ（日本語訳） ハイドロゲルに植物の抽出液を加える 
日本校 早稲田大学本庄高等学院 
海外校［国・地域名］ Princess Chulabhorn Science High School Trang［タイ］ 
分野 生物 
テーマ（英語） Relationship between the growth rate of water hyacinth and external factor 
テーマ（日本語訳） ホテイアオイの成長率と外部環境要因の関係性 
日本校 筑波大学附属駒場高等学校、駒場東邦高等学校 
海外校［国・地域名］ St. John’s School［USA(Guam)］ 
分野 コンピュータサイエンス 
テーマ（英語） Home Agricultural Gauge using IoT 
テーマ（日本語訳） IoT を活用した家庭菜園支援ツールの開発 
日本校 東京工業大学附属科学技術高等学校、横浜市立横浜サイエンスフロンティア高等学校 
海外校［国・地域名］ HUS High School for Gifted Students［ベトナム］ 
分野 化学 
テーマ（英語） Natural dyeing effects of green tea 
テーマ（日本語訳） 緑茶染色の効果 
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(4) 取組の成果と課題 

今回実施した 11 テーマの研究について、すべて 11 月の JSSF で発表することができた。

規模を拡大して実施し、普及の意味においても大きな成果があったと考えている。 

参加生徒の成長について、事後アンケート結果から概要をまとめる。事後アンケートは参

加生徒 49 名に対して調査し、48 名の回答を得た。以下に特徴的な項目を取り上げる。 

  

  

   
研究結果に満足している生徒は半数余りで、ほとんどの生徒は迷いながら進めてきたこ

とが窺える。研究成果に満足できなかった理由としては、「時間不足」「うまく協力ができな

かった」というものが多かった。生徒にとってはかなり厳しい経験をさせることになってい

る。同様の項目で行った海外生徒への調査では日本校生徒と比較すると楽観的な捉え方が

されていた。実験結果については、それなりに満足できる結果を出したものと考える。この

取組を通して、今後も友情が続きそうな海外の仲間を半数以上の生徒が得ており、後輩には

73%の生徒が勧めたいと回答している。後輩に勧めることを躊躇している生徒の理由は、

「時間がとられる」「たいへんだから」「自分のやりたい実験ができないこともある」等があ

げられていた。 

 アンケートの記述部分では、以下のような意見があった。 

●困ったこと、悩んだこと 

 時間がうまく使えなかったこと。 

 意見が食い違った際どのようにそれを丸く収められるか、または自分の意見を突き通す

かという点でその方法が具体的に思いつかず困った。 

はい

58%

いいえ

42%

研究の結果はほぼ満足できるものとな

りましたか

はい

10%

いいえ

90%

最初から、迷わず研究が進みましたか

予想する値や

結果が出た

21%

予想値と予想外

の値や結果も出た

75%

失敗のみで結

果出ず終了

4%

実験・観察結果(製作)について適当なも

のを選んでください

精度が良

い結果

33%

精度は悪

かったが

向上した

54%

努力したが精

度が悪いまま

13%

実験・観察結果(製作)の精度について

適当なものを選んでください

海外生徒で友

人ができた

23%

海外生徒にも国内生

徒にも友人ができた

29%

国内生徒で友

人ができた

10%

今後も続くような友

人はできなかった

38%

研究を通して、今後も友情が続きそうな

新しい友人はできましたか

勧めたい

73%

勧めない

2%

どちらとも

言えない

25%

この取組を後輩に勧めたいですか
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 時間帯、言語、コロナウィルス、そして研究の規模と時間制限。 

 言語の壁が高く、情報や意見の共有が難しかったことに悩んだ。 

 

●自分自身の成長 

 英語をためらわずに話すことや、プレゼン資料を作る能力が身に付きました。 

 以前よりも自分の意見が恐れずに言えるようになった。 

 単純に英語力が上がっただけでなく、緊張をコントロールしたり困ったときにチームメ

イトと協力して解決できる力が上がったと思う。 

 科学に対する興味関心が深まったということだけではなく、教科に囚われない学び、未

来に対するアンテナ、考えて創造する力、コミュニケーション能力等々、数え切れない

ほどだ。自分自身の成長につながったと確信している。 

 

●感想 

 勉強できるか、できないかよりはコミュニケーション力、想像力、リーダーシップ力、

やる気など、学校ではあまり学ばないけど、国際研究やグローバルな社会には欠かせな

い力が実際に使われているところを見ることができて自分には何が足りないのかを把握

できてよかったです。 

 今までは自分には研究の熱意がある方だと思っていました。しかし、今回参加している

人達は、研究への熱意も自分の倍以上あって、今のままでは世界でどころか日本でも戦

っていくことが出来ないと感じました。今後、大学に進学する前には、将来自分が一生

涯するであろう研究について考えていきたいです。 

 初期のころはスライドを準備していることが多かったので、英語で困ることはありませ

んでしたが、中期では、私はほとんどしゃべらなくなってしまいました。私自身の英語

力に自信が持てず、自分には無理なのだと諦めかけていました。後期では、「自分の殻を

破る」というお話を聞き、私は自分自身を変えようと決意しました。そこから一気にコ

ミュニケーションの楽しさが指数関数的に上がっていきました。どんどん話せるように

なる自分に日々ワクワクして、次のミーティングを待ち望むことができました。 

教員アンケートからは、考え方に大きな開きがあることが読み取れる。例えば、「3 校で

の取組」についても良かったとする意見と 2 校でやる方がいいという意見に分かれ、「テー

マの決め方」も議論して決める方が良いとする意見と、先にテーマを決めてからマッチング

する方が良いとする意見、「スケジュール」に関しても、大枠だけを示すので良いとする意

見と細かなスケジュール観を示す方が良いとする意見に分かれる。国際共同課題研究で生

徒へ求める目的が一致していないことが原因と考える。生徒にたいへんな経験をさせて、そ

の中での成長を求めたいとする、国際共同課題研究に取り組ませるための本来の目的を重

視するのか、そうは言っても、一定のまとまった研究成果に到達できないと生徒のモチベー

ションは上がらず、成長を得られないと考える、それぞれの考え方の違いであろう。どちら

が正しいのかという対立ではないと考える。そもそも課題研究指導においては、当事者であ

る生徒の状況に応じた指導が必要であり、ケースバイケースである。その中で、どこまで何

を大切にするのかをもっとすり合わせる検討が必要であることは間違いない。国際共同課

題研究の指導法に関しては、まだまだ検討、研究の余地があり、今後の議論につなげたい。 
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［2］国際共同課題研究の実施 

(1) 「国際共同課題研究センター」の設置準備 

本校における第 5 期 SSH「先導的改革型」での研究開発の中心的課題は、「国際共同課

題研究」の意義を確認し、その指導法の確立と、それを日本中の生徒達に広げることである。

意欲ある生徒がいつでも海外生徒と共同で研究を行う機会を得られるような教育環境を作

ることにある。そのために、最終的な形として、立命館学園内に「国際共同課題研究センタ

ー」を設置し、各校の国際共同課題研究の状況把握や支援が恒常的に行えるシステムの構築

を目指している。センターの設置により、高校生による国際共同課題研究を広く普及させ、

将来、世界で活躍できる科学者を日本全国から多く輩出することが重要と考えている。セン

ターのイメージは、申請時に描いた次のようなものである。 

 現時点で本校には、日本国内の生徒達に共同研究を行う海外校を紹介する手段もネット

ワークもあり、Japan Super Science Fair でその発表会をあわせて企画するシステムも持

ちあわせている。現状のままで「国際共同課題研究センター」と名乗れば、形式的にはその

目的は達成できる。しかしながら、この 2 年間の取組の中で、以下の 2 点を課題と考えて

いる。今期の最終年度である次年度にこれらの課題に関して検討したい。 

①  指導体制の確立 

 本年度、連携校を 16 校に拡大し、多少の問題は抱えながらも順調に研究活動を行うこと

ができた。しかしながら、参加各校の生徒達がたいへんなだけでなく、各校の先生方にもた

いへんなご尽力をいただいてこそ進めることができたことは言うまでもない。今後、センタ

ーを開設して、参加生徒を募集する際にも、各校でのサポート体制は必要で、その際に「先

生方にも大きな負担がかかります」と言わざるを得ない。当初計画にあるよう、SSH で国

際共同課題研究やその他の国際科学交流を経験してきた大学生や大学院生を組織し、参加

生徒へサポートする体制が充実しなければ、その点が普及への大きな障壁になると考える。

次年度においては、卒業生を利用したサポート体制についての検討・研究を急ぎたい。 

②  予算確保の課題 

 SSH 終了後、センター運営のための予算をどう確保するかも重要な課題である。第 6 期

SSH 指定があり得るのか、学園が学生募集の観点も踏まえて予算化するのか、外部資金を

調達できるのか、この検討も次年度中に行いたい。サポート体制のための費用、事務手続き

のためのスタッフの費用等が必要であることと、JSSF を継続的に行えなければ現状通りの

充実した取組を行うことは難しいと考えている。 
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（Ⅲ）中高大連携による課題研究の深化と、課題研究による社会協創意識の醸成 

課題研究を中高大の一貫した課題解決能力の育成の中に位置づけ、中高大教員による課

題研究指導方針協議会で検討し実施する。それを基礎として、立命館 STEAM 教育を確立

する。 

仮説 

〔仮説Ⅲ〕校種間の連携による課題研究の一貫した長期間の取組により、社会との協創意識

を育成することが出来る。 

研究内容・方法・検証 

●教育課程編成上の位置付け 

 「課題研究」「学校設置科目」での実践、及び、課外での取組。 

●研究内容 

「課題研究」を中心とした探究型学力伸長による生徒の成長が最も大きな目的であると

考える。大学教員と共通の目的を持って取り組むことを目指し、生徒には社会への貢献意識

から科学研究を大切にし、社会協創の意識を醸成することを目標とする。各教科での内容の

深化や、新たな学校設置科目による立命館での STEAM 教育全体の発展を目指す。 

次の項目の取組内容や成果について、以下のページで企画ごとに詳細を記述する。 

［1］「課題研究指導方針協議会」の設置 

(1) 第 2 回課題研究指導方針協議会 

［2］課題研究  

(1) SSG クラスでの課題研究の取組 

(2) 課題研究での成果 

(3) 大学教員による課題研究テーマへの助言 

［3］大学と連携した活動  

(1) ムーンショット型研究開発事業の一環としての取組 

(2) 若手研究者による講座 

［4］立命館 STEAM 教育の確立を目指して 

(1) SS Challenge 

(2) サイエンス部の活動 

(3) 学校設置科目の開発  ・地学Ⅰ、Ⅱ  ・生命科学  ・Science English 

(4) 数学セミナー 

(5) 研修旅行       ・屋久島研修  

●当初計画からの変更 

 ［4］(5)については、海外研修の代替研修として実施した研修である。 

●手段、方法 

 課題研究の実施、STEAM 教育充実のための取組実施、学校設置科目の開発・充実等 

●成果 

 コロナ禍の中ではあったが、可能な取組については積極的に実施してきた。生徒は多くの

経験をし、多くのことを学べたと考えている。詳細については、以下のページでまとめる。 

●成果検証に用いた方法 

 生徒の変容（アンケート調査、生徒の観察）、「課題研究指導方針協議会」議論内容 等 
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［1］「課題研究指導方針協議会」の設置 

(1) 第 2 回課題研究指導方針協議会 

SSH 研究開発の中心的課題は、課題研究を中心とした探究型学力の伸長である。本校に

おいても SSＨ事業の開始時から「卒業研究」という名称で課題研究を活動の中心に据えて

きた。大学との連携によって研究の質を高め、国際交流によって世界へ発信することでモテ

ィベーションを高め、生徒の成長に大きく活かしてきた。当初 SSH 主対象生徒に限定して

実施していた課題研究を第 3 期の途中から文理関わらず全校生徒（一部コースを除く）へ

拡大し、次年度からの新カリキュラムではさらにそれを充実させるため、これまで高 2、高

3 に各 1 単位だけ配置してきた「課題研究」を高 1 に 1 単位、高 2、高 3 に各 2 単位と単位

数増を行うことにしている。大学への学内進学制度によって、高校 3 年の最後まで探究学

習に時間を使えるため、卒業研究の位置づけで大学へつなげるよう計画している。 

本学園においては、一貫教育の恵まれた環境の下、課題研究指導においても当初から大学

からの協力は得てきている。大学教員による指導の援助や、大学施設の利用については、大

きく進んではいる。しかしながら、大学教学にとって高校での課題研究をどのように位置付

けるのか、また、高校での課題研究のために中学校での課題は何なのかを統一的に議論する

体制をつくる必要があると考え、今期 SSHでの課題としてそのことを取り上げた。昨年度、

課題研究指導方針協議会を設置し、その議論を開始した。昨年度の第 1 回協議会では、「育

成したい生徒像」を確認し、「大学生が研究活動を行うにあたって不足していると考える資

質」について大学教員から意見が出された。その上で、課題研究指導だけに限定せず、広く

高大の連携を強めることが重要であることを確認した。 

昨年度の議論を受けて、今年度はいくつかの取組が大学と共同で動き出し、それらを報告

し、意見交換を続けるため、以下の通り第 2 回協議会を開催した。 

【日時】2 月 8 日(火) 17 時 30 分～18 時 30 分 

【形態】Zoom によるオンライン会議 

【参加者】立命館大学教員 7 名 ／ 立命館中高教員 3 名 

【議論内容】 

1. 今年度 SSH 事業の報告 

2. 今年度の高大連携に関わって 

     ・ ムーンショット型研究開発事業の一環としての取組 

     ・ 大学教員による課題研究指導 

3. 次年度の活動に向けて（意見交換） 

 意見交換の中で、立命館高校での SSH 活動全般について、それを大学へどのように引き

継いでいけるのかという観点や、大学教員の中には高校生との関わりを早くから持ちたい

と願っている先生方も多いこと、それらを上手くつなげられればという意見が多く出され

た。また、高校生の課題研究での研究分野についても、大学で引き継いでいける分野へ上手

く誘導するシステムが必要なこと等についても意見が出された。今後とも、多くの先生方と

意見共有し、SSH 活動の成果が高校だけに留まらないようしていきたい。 
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［2］課題研究 

(1) SSG クラスでの課題研究の取組 

【目的】 

自ら課題を発見する力、科学的な過程に従ってその本質を明らかにして課題を解決する

力、そしてその研究結果を人に説明する力を養うことが目的である。SSG クラスでは、上

の目的に加え、課題解決のため国境を越えて協力する力と協力しようとする態度を培う目

的もある。そのため、生徒全員が 10 月の Science Project Presentation Day で英語による

口頭発表とポスターセッションを行い、11 月の JSSF で英語で作成した動画による研究発

表を行う。優秀なものは本校代表として JSSFで口頭発表を行う。JSSFへの参加を通して、

世界中の高校生とお互いの研究について共有し、国際協力の重要性を意識させ、自己効力感

を高める。 

【指導体制と指導内容、その成果】 

 2 年生 SSG39 人に対しては、生物１名、地学 1 名、化学 1 名、数学 1 名の 4 名が担当し

ている。3 年生 SSG41 人に対しては、生物 1 名、化学 1 名、地学・物理 1 名、数学 1 名が

担当している。3 年では英語ポスターの作成、英語論文の作成、英語での口頭発表をするた

め、英語ネイティブ教員１名が加わり、クラス全体の英語指導にあたっている。 

 ポスターと論文の指導においては 3 年の英語授業（サイエンスイングリッシュ II 及び英

語３A）と連携した。また、生徒本人と、研究担当教員・英語科教員の連携における多面的

な指導により、内容の深化と説明する力の向上を図った。 

 コロナ禍の影響で 3 回ほどがオンライン授業となり、実験が出来なかった時があった。

その際に、大学院で研究している本校卒業生による講演を企画したり、研究担当教員との面

談を行ったり、オンライン発表用の資料を作成したりして、生徒のモチベーションを高める

ことが出来た。 

また、立命館大学の教員の指導を受けたり、大学の設備を使って実験をしたりする機会を

持った生徒もおり、そのことにより研究のレベルも上がり、研究に対する意欲も高まった。 

【スケジュールと取組内容】 

高校 3 年 11 月の JSSF において最終発表をすることと、また国内外のサイエンスフ

ェア等で発表する機会があるため、他クラスより早期の研究完成を目指している。そのため、

高校 1 年時からテーマへの意識を持たせる指導を行っている。 
G10（高校 1 年）GJ クラス 

時期 取組 取組の内容 

3 学期 ミニリサーチ 
5 コマを使用し、3 人グループで①テーマ決定②③実験④PPT まとめ⑤発表とし

て、課題研究の一連の流れを経験した。 

G11（高校 2 年）SSG クラス 

時期 取組 取組の内容 

1 学期 
テーマ登録 
ゼミ配属 
研究開始 

テーマの確定と研究を始めた。担当教員と研究内容について事前議論をし、方向

性を定め、実験を開始した。研究は授業時間以外にも放課後や昼休みにも行った。 

6 月 SS Challenge 
理系生徒 159 人が 5 コースに分かれて国内の研究者による研修を受けた。一部オ

ンラインでの実施となった。 

2 学期 研究活動 引き続き実験を行った。 

11 月 JSSF 参加 
国内外の高校生の研究発表を聞き、研究への意欲を高めた。一部の国際共同課題

研究は口頭発表を行った。 
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3 学期 研究活動 
引き続き実験を行った。また、論文の書き方やデータ解析の手法についての講義

を受けた。 

G12（高校 3 年）SSG クラス 

時期 取組 取組の内容 

1 学期 研究活動 引き続き実験を行った。 

8 月 
SSH 生徒研究発表

会 
代表者 1 名が発表を行った。 
JSSF 用ポスター（英語）と論文の作成を開始。 

10 月 Presentation Day 英語による口頭発表会、ポスターセッションを行った（全員）。 

11 月 JSSF 参加 
全員が英語で作成された動画で研究発表を行った（オンライン）。また、選抜メン

バーが口頭発表（オンライン）を行った。 

12 月 
校内 

成果発表会 
選抜メンバーが口頭発表を行った（SS コースから２本、SSG クラスから３本）。 
引き続き日本語論文、英語論文の作成、添削を行った。 

3 学期 
課題研究収録 

の発行 
要旨・論文（日本語＋英語）・ポスター（英語）を冊子にまとめた。 

【成果（生徒の変容）】 

長期にわたる研究活動の中では困難もあり、何度も振り返り改善して再び実験を行い、粘

り強く研究活動に取り組んだ。困難を乗り越え、最後に研究をまとめ、英語で発表するだけ

ではなく、質疑応答も行えたことは大きな自信となった。高校を卒業して大学でも引き続き

研究したいという意欲にもつながった。英語授業との連携で複数の教員からの指導を受け、

生徒の理解も深まり、発表における表現力も高まった。また、高校 2 年生は 3 年生の先輩

の発表の姿を見て、憧れと新しい目標を得て、意欲的に研究に取り組んでいる。 

 

(2) コンテスト等での成果 

 KSA Science Fair （韓国の高校主催、オンライン開催） 

【日   時】2021 年 6 月 29 日（火）～7 月 1 日（木） 

【研究テーマ】大気中の浮遊物質の太陽光スペクトルへの影響 

【成   果】Best Poster Award 賞 

 International Students Science Fair 2021（中国の高校主催、オンライン開催） 

【日   時】2021 年 7 月 16 日（金）～7 月 19 日（月） 

【研究テーマ】水溶液の凍結によって生じる形状の変化とそのメカニズムについて 

【成   果】Advanced Research Award 賞 

 令和 3 年度スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会 

【日   時】2021 年 8 月 5 日（木） 

【研究テーマ】水溶液の凍結によって生じる形状の変化とそのメカニズムについて 

【成   果】ポスター発表賞 

 日本学生科学賞 京都府予選 

【研究テーマ】オジギソウの電気測定による分析 

【成   果】最優秀賞 

 日本学生科学賞 京都府予選 

【研究テーマ】水溶液の凍結によって生じる形状の変化とそのメカニズムについて 

【成   果】読売賞 
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(3) 大学教員による課題研究テーマへの助言 

 高校生の課題研究において大学教員からの指導・助言を得て、研究の質を高めることは重

要と考えている。平成 14 年度から始まった SSH 研究開発において、平成 25 年度までは立

命館大学内に SSH 主対象生徒のための専用校舎を持ち、大学の先生方に頻繁に指導・助言

を仰ぎながら取り組ませてきた。その後半期には、研究テーマを決定した時期に、それぞれ

が大学での専門家の助言をもらう取組も行えていた。平成 26 年度 9 月に新校舎へ移転し、

課題研究を全校生徒へ拡大することができたが、大学との連携が弱まったことは事実であ

る。もちろん、研究途中で壁にぶつかった際に、大学教員へ相談したり、大学の施設・設備

を使わせてもらったり等の支援は頻繁に受けてきたが、システマティックに指導へ参画し

てもらうことは止まってしまった。 

 数年前から立命館大学理工学部において、附属校生徒の「課題研究アワード」が始まり、

本年度からは理工系学部全体で実施されるようになり、大学教員にとっても高校生の課題

研究への関心が高まってきている。この期に、以前のように指導・助言を受けられることを

進めていきたいと考えている。 

 今年度の取組では、以下の 2 つのケースで課題研究指導へ大学教員に関わってもらった。 

【高校 3 年へ研究成果の高度化】 

 研究成果発表を聴いてもらった大学教員から、研究結果の高度化へ向けての助言をいた

だき、高校 3 年の 11 月以降 3 月までの間に、頻繁に指導を受け、大学の施設を使い大学生

の支援も受けながら実験を行い、研究成果の高度化に向けて研究を継続した。その結果、 

該当の高校生と指導に当たった高校教員、大学教員の連名での英語での抄録の査読が通り、

IEEE 4th Global Conference on Life Sciences and Technologies にて学会発表させていた

だけることとなった。テーマは、”The Relaxation Effect of Music and Natural Sounds（音

楽と自然音がもたらすリラックス効果についての研究）”である。高校生にとって大きな成

長が窺えることと、大学での研究継続に向けて重要な意味がある取組であったと考える。 

 

【高校 2 年へテーマ設定の際の助言】 

 高校 2 年の秋に、高校 3 年で取り組む研究テーマを決定し、その際に、大学教員から助

言を得たいと希望する生徒を募ったところ、SSH 主対象クラスである SSG クラスの生徒の

研究の中で 10 テーマから希望が出された（SSG クラスの研究は、全 21 テーマ）。理工学部

5 テーマ、情報理工学部 1 テーマ、生命科学部 2 テーマ、薬学部 1 テーマ、スポーツ健康科

学部 1 テーマで各学部へ問合せをさせていただき、指導・助言を受けることができた。 

どの先生方も生徒の「何が知りたいか」を深く掘り下げて丁寧に聞いて下さり、それを

知るためにはどんな実験が適切かということを生徒と一緒に考えてくださった。「面白い

着眼点である」「自作の実験装置が素晴らしい」「面白そうな実験だからぜひ一緒に進めて

いきたい」と言っていただいたり、専門的な見地からのアドバイスをいただくことができ

た。この指導により、各生徒のモチベーションは大きく向上し、いただいた助言をすぐに

新しい実験に反映するなどして研究を進めた。自分の研究に関わる専門的な実験や解析方

法、最新技術を知り、生徒はさらに研究への興味を深めた。 
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［3］大学と連携した活動  

(1) 立命館大学理工学部とタイ MWIT 校とのムーンショット型研究開発事業の取組 

【日時】Workshop :  2021 年 5 月 18 日(火)、25 日(火)、6 月 8 日(火) 

14 時 30 分～16 時 20 分 

計測自動制御学会 2021 での発表:  9 月 4 日（土） 

【参加生徒】立命館高校 3 年生 40 名＋タイ MWIT 高校生 34 名（高校 1～3 年生）計 74 名 

【研修内容】立命館大学理工学部との高大連携プログラムの一環として、タイにある本校と

の交流校 Mahidol Wittayanusorn School(MWIT)と共同でのオンラインワークショップ。

2050 年の社会像として「サイバー空間の次世代コミュニケーションインフラ構築によるウ

ルトラダイバーシティ社会の実現」を提案し、オンライン環境における人の反応や場の空気

感・雰囲気といった情報を可視化し、サイバー空間における円滑なコミュニケーションの支

援について必要な技術、環境の調査を行っているムーンショット型研究開発事業のウルト

ラダイバ-シティ社会実現チームの活動の一環として実施。 

[1 週目]プロジェクトリーダーである立命館大学理工学部の先生からご挨拶、サブリーダ

ーである立命館大学立命館グローバル・イノベーション研究機構の先生より、 

” Human relation in Physical & Cyber Space（物理空間とサイバー空間における人間関

係）”についての講義。その後、理工学部研究室で開発された RGB カメラを使用し、ブ

レイクアウトセッションで打ち解けて会話をしながら、感

情の変化が数値や色で示されるソフトを使用。センサーを

付けている人が驚いたときや嬉しいと感じると画面の数

値や色が変わり、実際にオンライン上での自分や相手の反

応や感情が可視化されることに対して、お互いに楽しみな

がら体感した。 

[2 週目] 実際のデモンストレーションを経て 1 週目に提示されていた”Mind-read 

Technology will bring Positive/Negative Effect to the Future Society（心を読める技術

は未来の社会にポジティブ／ネガティブな影響を与えるか）”というトピックに対し、賛

成側と反対側に分かれてディベートを行った。タイ MWIT の生徒達と国際チームを組ん

でのディベートを前週のトピック提示後から準備してお

り、さまざまな意見を交換しながらのディベートとなっ

た。ディベート終了後、今度は賛成側と反対側が双方の立

場を超えての自由な意見交換を行い、実際の自分たちの意

見を共有した。Miro や Google Documents 等のソフトウ

ェアを利用し、遠隔での効果的な話し合いを実現させた。 

[3 週目] 各グループがディベートとディスカッションを経てまとめた意見をオンライン

発表し、その表彰や講評が行われた。新しいプレゼンテーションツールや対話形式のプレ

ゼンテーションを取り入れた積極的な発表が行われ、発表者も聴衆も充実した時間を持

つことができた。ここで代表に選ばれた 5 チームは、9 月に行われる計測自動制御学会ラ

イフエンジニアリング部門シンポジウム 2021 にて発表する機会を与えられた。 

【計測自動制御学会 2021 での発表】 

9 月 4 日（土）、計測自動制御学会が開催され、ライフエンジニアリング部門シンポジウ
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ム 2021(LE2021 オンライン)の「人のこころを知る技術の未来展望・高校生国際セッショ

ン」で、ワークショップで代表に選考された 5 つのグループ（本校生徒 16 名とタイ Mahidol 

Wittayanusorn School（MWIT）の高校生）が共同で発表を行った。 

ライフエンジニアリング(LE)部門は、計測自動制御学会(SICE)にある 6 部門の一つであ

り、今回開催された LE シンポジウムは部門の最大年次行事で、LE 部門設立前の行事であ

った生体生理工学シンポジウムから積算すると36回目の開

催となった。本番は大勢の大学の先生方や研究者の方に聞

いていただきながら、どのグループも堂々と英語での発表

と質疑応答を行うことができた。力強い結論を述べた

Group 10 が最優秀の賞を受賞した。近未来のコミュニケー

ションのあり方を自分達の問題として考える貴重な機会と

なった。 

【成果】高校 3 年生は昨年度より様々なオンラインでの発表や国際交流の機会に積極的に

参加してきており、このような形態の発表や質疑応答においても自分の意見を臆せず表現

することができるようになってきた。今回はより大きな舞台での経験を多くの生徒に提供

することができた。参加生徒にとって、未来の技術開発について国際的な視野を持って考え

る貴重な機会と経験になった。 

 

(2) 若手研究者による講座  

【日時】2021 年 11 月 9 日（火）15 時 30 分～16 時 20 分 

【参加生徒】高校 2 年 SS コース生徒（理系選択生徒）159 名 

【研修内容】立命館大学との高大連携企画として立命館大学の理系 5 学部から講師の先生

にお越しいただき、講義を行っていただいた。159 名の生徒が希望に沿って 5 つの講座の

中から 1 つに参加した。 

「蛇型ロボットはどのように動くのか？」  立命館大学理工学部 ロボティクス学科 

「大学での新しい素材の開発 〜分子を合成して並べることで機能（電気を通すなど）

を出す〜」                 立命館大学生命科学部 応用化学科 

「なぜ、反動動作によってスポーツパフォーマンスが向上するのか？～筋肥大の限界

と、その限界を打破する手段としての反動動作～」 

立命館大学スポーツ健康科学部 スポーツ健康科学科 

「音の最先端技術を体験しよう！～今日、あなたの音に対する意識が変わるかも？～」 

立命館大学情報理工学部  情報理工学科 

「薬物治療をオーダーメイドに！～医薬品の適正使用に役立つ薬物動態学～」 

立命館大学薬学部  薬学科 

【成果】 

それぞれの理系学部ではどのような内容が学べるのか、普段の数学や理科の授業が大学

での専門的な学びにどのようにつながっていくのかなど、非常に興味深い内容を聞かせて

いただいた。また、現在自分たちが行っている課題研究に結び付けて考えることができた

生徒達も多く、非常に充実した時間となった。 
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［4］立命館 STEAM 教育の確立を目指して  

 (1) SS Challenge 

【日時】2021 年 6 月 18 日（金）9 時 50 分～11 時 40 分 

【参加生徒】高校 2 年生 SS コース生徒（理系選択生徒）159 名 

【研修内容】日常の授業では経験できない、企業や研究者の方からの講義やワークショップ

に参加した。高校 2 年の早い時期に SS Challenge の取組を通して専門的な分野に触れるこ

とにより、生徒たちが自身の課題研究に活かしたり、高校卒業後の進路を考える機会として

とらえたりすることを期待している。生徒たちは希望に沿って以下の 5 つの講座のうち 1

つに参加した。 

 「プラズマの世界」       核融合科学研究所 高密度プラズマ物理研究系 

 「嗅覚のしくみと香り体験」         大阪大学大学院 生命機能研究科 

 「半導体の技術で社会を変えていこう！」           ローム株式会社 

「タンパク質のかたちから『生きている』ということについて考えてみよう」 

 立命館大学生命科学部 

 「Robotics×Neuroscience で新しいロボットのコントロール方法を考えよう」 

立命館大学理工学部 

【成果】参加生徒たちは事後感想において「『本当の不思議さを

知ってほしい』と先生がおっしゃっていたことに奥深さを感じ

て学びの気持ちが増し、これからの勉強への姿勢やエネルギー

が出た。」「普段当たり前のように見たり嗅いだりして物を認識

しているけれど、どのような構造で何が働いてそうなっている

のかという仕組みを知ると、とても奥が深くて面白かったで

す。」「将来自分は医療関係の仕事に就きたいので、医療の中での IT 化なども考えたうえ

で、課題研究を行う際に、今回の講義は、日常生活にいかに活かせるかということを考える

点でもためになりました。」「今まで以上にヒトの体や仕組みに興味を持つことができたの

で良かった。」などと述べた。知見や見識を深めるたいへん有意義な時間となった。 

 

(2) サイエンス部 

【部員数】高校生 17 名、中学生 19 名 

【活動内容】 

 中高生ともに、それぞれの興味ある内容に関して個人研究テーマを持ち、研究を行ってい

る。3 年間（中学校から所属している場合は 6 年間）を通して 1 つのテーマを突き詰める生

徒もいれば、ある一定の区切りで様々なテーマについて実験を行う生徒もいる。それぞれの

研究に、物理・化学・生物・地学・数学の教員で多方面から指導を行うことで、生徒が実験

内容や結果を多角的に考えられるように工夫している。また、個人研究とは別に定期的に部

内全体で 1 つのテーマについて短期的に取り組むこともある。（例：月食の観察、落下実験、

ギャラクシークルーズプロジェクトへの参加、色変わりフラスコの実験など） 

 個人研究とは別に生物や植物の飼育・栽培を行っている。研究室内では古代魚や川から採

ってきた魚、エビなどを飼育している。自分たちで耕した学校の敷地内の畑では、落花生を

2 種育てて比較したり、玉ねぎやラディッシュ、ネギを育てたりしている。生徒同士でアイ
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デアを出し合いながら話し合い、飼育・栽培環境の改善に努めている。さらに今後は魚の水

槽の上に水耕栽培のシステムを構築して実験することを計画している。 

【研究テーマの例】荒れた土で植物を育てる方法 / 水溶液の凍結によって生じる形状の変

化とそのメカニズムについて―特に NaCl 水溶液について― / 鉄さびの電解研磨 / 色の錯

視の定量解析方法についての研究 

【コンテストやサイエンス・フェアでの発表などの成果】 

・第 17 回日本物理学会 Jr.セッション 口頭発表 

・令和 3 年度スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会ポスター発表 

・International Students Science Fair 2021 Advanced Research Award 

・日本学生科学賞 京都府予選 読売賞 

・Japan Super Science Fair 2021 口頭発表 

・Japan Super Science Fair 2021 動画発表 

 

 (3) 学校設置科目の開発 

・地学Ⅰ・Ⅱの取組 

地学分野において、事象の正確な観察やデータをとることの大切さを理解させ、論理的

思考力と数理処理能力を養うため、今年度実施した代表的な取り組みについて述べる。 

［地学Ⅰ］（２年時） 

  自然界におきる複雑な地学的事象を、高校生のレベルで定性的のみならず、定量的に理

解するように取り組ませた。今年度は「地震」の単元において、東北地方太平洋沖地震発

生から 10 年経ち，防災への取組がいっそう強化されたこともあって、今後発生が予想さ

れている「南海トラフ沿い」の海溝型巨大地震のメカニズムとモーメントマグニチュード

について詳しく学習させた。また「火山活動」の単元では、カナリア諸島のホットスポッ

ト型の火山噴火災害、富士山噴火時ハザードマップの見直しといった時宜にかなった地学

に関わる出来事が多くあり、教材には事欠かなかった。とくに 21 年夏～秋にかけての福

徳岡ノ場海底火山の噴火による軽石噴出災害および、22 年冬のトンガ沖の海底火山爆発に

よる津波現象・海底光回線ケーブルの切断事故は「地学（地球惑星科学）」を深く学ばせ

ることができる教材として詳しく扱った。日本の太平洋沿岸への軽石漂着から、海流の流

れの変化と軽石の発泡度（密度等）の測定方法を工夫させた。特に軽石については石垣島

に漂着した実物を入手して実習を行った。トンガ沖の海底火山爆発による津波の発生原因

として、海底の陥没以外に空振による大気圧の上昇が考えられている。日本各地で観測さ

れた大気圧の変化グラフを提示しながら海面に与える影響について生徒に考察させた。ま

た、噴火を原因とする海底土石流発生によると考えられる回線ケーブル切断事故から、海

底の混濁流（密度流）について理解させた。合わせて、地学的事象がいかに人々の生活に

大きな影響を与えているかを実感させることができた。 

［地学Ⅱ］（３年時） 

地学的な現象を、高校までの学習内容で理解できる数式を用いると共に、その説明をイ

メージしながら理解することを通して、自然現象を論理的に検討する力を養うことを目指

した。 
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大気における雲の発生では、ペットボトルを用いた雲粒の生成を実験してその現象を確

認した後、雨粒を生成するために必要な雲粒の数量や雲の体積から生成される雨粒の量を

計算した。 

地球の大気や海洋の動きを理解する上で重要な転向力（コリオリ力）について、定性的

な扱いを実験で確認したのちに、数式による説明を行った。転向力の大きさが緯度により

変化する理由をイメージできるように説明した。 

海水の潮汐では、地球の海水全体が地球を中心に月側と月の反対側を長軸とする楕円体

になる潮汐力が生じる原理を、地球と月の共通重心をキーワードに説明した。また、月が

遠ざかることと地球の自転周期が遅くなることの原理、潮汐ロックが生じる原理の説明で

は高校物理でイメージできるよう説明した。 

地球の運動においては、地球の公転軌道と自転や公転の周期に注目した暦の決定につい

て説明した。そのうえで、暦の変遷や閏年の決定を通して地球の運動が私たちの生活にど

のようにかかわっているか理解できるようにした。 

 

・生命科学 

PCR や大腸菌の形質転換など、分子生物学で多用する実験を行う。課題研究や大学での

研究に役立つよう、実験目的や方法を理解した上で実験を行う。また、研究者として正しい

データの扱い方、レポートの書き方、研究倫理を学ぶことを目的とした。 

【内容】主にバイオテクノロジーの分野の実験を行った。具体的な実験内容を以下の表に示

す。実験プリントを 1 冊のテキストにまとめ、前後の実験をつなげ、何のためにその実験を

しているのかを意識させた。また、テキストは書き込み式にしてあり、実験のポイントや注

意点を書きこませ、実験中にもメモを書くように指導した。結果や考察は実験と同時並行で

書くことで、実際の研究と同じ感覚を身につけさせた。さらに、実験に失敗した場合、その

理由を考えるように指導し、考察力とともにトラブルシューティング力を鍛えた。レポート

作成では、書くべき項目や図・表の作り方やレポートの体裁についても指導した。実際に大

学等の研究室で使用する市販のキットや試薬を用いることで実践的な実験を体験させた。

また、英語マニュアルを読む練習を行うことで、英語授業の Science English での学びを活

かすことができた。 
 テーマ 内容 教材の言語 
1 学期 観察 自宅でのカイワレ大根または豆苗を用いた植物

生理学実験 
日本語（オンラ
イン授業） 

原生生物と細菌の顕微鏡観察 日本語 
基本操作 マイクロピペット操作、溶液調整 日本語 
分子系統樹 野菜の DNA 抽出、PCR、電気泳動、切り出し精

製、シーケンス（外注）、分子系統樹作成 
日本語＋英語 

2 学期 基本操作 自宅でのスープづくり（調味料を計量する） 日本語（オンラ
イン授業） 

大腸菌用の培地づくり 日本語 
GFP の精
製 

大腸菌へのプラスミドの導入、コロニーPCR に
よる確認、GFP の抽出と精製 

日本語＋英語 

3 学期 復習 基本操作の復習と実技テスト 日本語 
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【成果（生徒の変容）】 

 1 班あたりの人数を以前の 3 人から 2 人に減らして実施しはじめて 2 年目になる。3 人 1

班では器具の操作を行う頻度にバラつきが生じたが、2 名 1 班にしてからは全員が高頻度に

操作に関われるようになった。そのため、実技テストでは全員がスムーズに正確な器具の操

作を行えた。また、前年に引き続き、オンライン授業期間においては、家庭でできる実験や

操作を生徒に課したが、生徒自身が操作の意義や重要なポイントを考えながら 1 人 1 人の

ペースで実施でき、想定以上の力が身についた。対面授業での実験の理解を深めることにも

繋がった。生徒の感想からは、「大学での学びにつながる経験ができた」、「英語は苦手だが

必要性を強く感じ前向きに頑張りたい」、「文系に進学するが、この授業で得た考察力を生か

したい」、「実験操作の意味をしっかりと考えながら実験していくことが大切だと分かった」、

「科学者としての基礎を学ぶことができた」など、高大連携科目として有意義であったこと

が読み取れる。概ね、習得して欲しいスキルを身につけることができたと考えている。 

 

(4) 数学セミナー 

【日時】2021 年 12 月 21 日(火) 午後 6 時半～22 日(水) 午前 11 時頃 

【場所】立命館高等学校 

【参加生徒】生徒 16 名（2 年 8 名、3 年 8 名） 

【目的】質の高い数学問題に合宿形式で集中的に取り組む。用意された問題は、授業で普段

扱えない難問や時間のかかる問題であり、それらを、様々な角度から考え、数学の深さにじ

っくり触れさせる。日常の数学学習を総合した力を養い、さらに、学年の枠を超えた協力に

よって、学習・研究における連携の姿勢を高める。 

【スケジュール】 

 1 日目 18:30  グループ分け(抽選)・問題提示の後、グループごとに問題に取り組む 

     24:00  解答提出締切 就寝 

 2 日目  9:00   優秀解答のプレゼンテーション 優秀グループ表彰 

     11:00   解散 

 1 日目の夜はグループ活動を通して、問題解決のために質の高い問題に触れ、粘り強く取

り組み、深く考えさせる。2 日目のプレゼンテーションを充実させることで、1 日目の夜の

思考がより発展し、さらに数学の魅力の発見につながった。 

【参加生徒感想】 

 分かりそうなのに解けないもどかしさも、何度も挑戦してやっと解くことができた達成

感も、普段の数学の授業や宿題などではなかなか体験することのできないものでした。 

 解けたときの嬉しさと、答えが違うときの悔しさはこれからずっと忘れないと思います。 

 次回の数学セミナーのために、もっと勉強して解ける問題を増やしておきたいです。 

 数学がもともと得意ではなかったけど、高校生になってからテストで点が取れないこと

が増えて、もしかして数学苦手かもと思っていました。けれど、勇気を出して数学セミ

ナーに挑戦してみたら、本当に楽しくて、参加してよかった、次も参加したいと思いま

した。 
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(5) 屋久島研修  

【日時】2021 年 12 月 16 日(木)〜19 日(日) 3 泊 4 日 

【参加生徒】34 名（高校 3 年生） 

【研修内容】鹿児島県屋久島において屋久島研修を実施。コロナ禍で何度も延期され、よ

うやく実現した研修に、生徒たちは大きな興奮と喜びを持って参加した。 

12 月 16 日(木) 午前中飛行機で屋久島入り。到着後、益救（やく）神社、宮之浦川。 

12 月 17 日(金) 縄文杉登山（ヤクシカ、ヤクシマザル、巨樹、巨岩、そして縄文杉を

はじめとする迫力ある屋久杉や多様な植生の観察） 

12 月 18 日(土) 午前：里の体験学習（千尋の滝、果樹園、ガジュマル、安房港） 

午後：発表準備（ガイドの方々や島民の方々から指導） 

12 月 19 日(日) 発表＜7 テーマ＞ 

1. 屋久杉の神秘~cryptomeria japonica~ / 2. 水の島~世界重要地域屋

久島~ / 3. 生命の島を目指して~屋久島の香りから~ / 4. 離島・僻地の

エネルギー源 / 5. 日本が誇る屋久島~協力金の活用~ /6 . 垂直分布か

ら見る屋久島の可能性 / 7. 水の島~海との共存~ 

各グループとも今回の研修に向けたリサーチテーマを持って参加しており、事前学習で

学んだり調べていたりしたことを現地で実際に体験し、またガイドさんや訪問先の地元の

方々から直接たくさんのお話を聞かせていただき、それをもとに 3 日目には夜遅くまで翌

日の発表会に向けて熱心に内容をまとめた。最終日の午前中

は観光センターで発表会を行い、屋久島の方々に聴いていた

だいた。発表後の質疑応答では、自分達だけでは気づかなか

ったような全く別の視点からのアドバイスやご意見を多くい

ただくことができ、非常に深い学びと発見を得た。 

【成果】 

屋久島の大自然、そこでの空気、雰囲気、人、全てが、京都での普段の生活では出会う

ことができない、本当に貴重なものであった。参加生徒たちは「1000 年以上、さまざまな

文化が発展し、私たちの周囲が変わり続ける中で、育ちつづけることの難しさや、それを

実現している屋久島の自然に感動しました。またガイドさんのお話から、自分も自然の一

部であるという認識がこの自然を守っているのではないかと思いました。自然を新たな技

術で守ろうとする考えもある中で、原点に立ち返って考えるという新たな視点を得ること

ができました。」「3 日目の午後から様々なガイドさんのお話をきせていただきそれぞれの

思い、様々な観点、行動力に大変感銘を受けました。発表後にいただいたアドバイスで、

まだまだ自分の考え方が甘いことが分かったし、綺麗事でなく真剣に取り組むことの大切

さ、心の底からの意見の偉大さ、重要さを知ることができました。」などと述べた。 

見学が中心となる研修とは違い、現地の方々から直接お話を聞かせていただくことで能

動的・主体的に学びを深め、その総まとめとしてのプレゼンテーションを地元の方々に聴

いて頂くことを通じて、生徒たち一人ひとりのものの見方や考え方を広げることに繋がっ

た。 

屋久島の島民の方々には、私たちを暖かく迎えていただき、豊富な知識と屋久島への愛

情で生徒達にたくさんのことを語っていただき、深く感謝している。 
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（IV）JSSF の継続的開催による高校生の国際的な発表機会の保障と海外理数教育重点校と

の協力関係の強化 

Japan Super Science Fair を開催し、海外理数教育重点校との協力強化を行う。 

仮説 

〔仮説Ⅳ〕課題研究において、充実した研究発表機会の設定が、研究内容の発展につながる。

とりわけ、国際的な舞台におけるリーダーシップの育成には、国際的な研究発表機会が

重要である。 

研究内容・方法・検証 

●教育課程編成上の位置付け 

 課外の取り組みとして実施。ただし、研究発表は「課題研究」の成果発表である。 

●研究内容 

国際舞台での研究発表を課すことによって研究成果を充実したものにすることや、海外

理数教育重点校との連携強化を目的として、Japan Super Science Fair を 19 年間にわたっ

て継続開催してきた。これにより、20 カ国を超える国・地域のトップ科学校と有意義なネ

ットワークを構築してきた。 

今年度についても、昨年度同様に、次の目的を持って、オンラインでの開催とした。 

・研究成果の国際的な発表の場を保証する。 

・オンラインでの Science Fair の開催手法について研究する。 

・これまでの国際ネットワークを維持するとともに、さらに発展させる。 

・国内校への海外校との連携の機会を企画する。 

 以下のページで次の詳細を記述する。 

［1］Japan Super Science Fair 2021 Online  

(1) Japan Super Science Fair 2021 Online の開催 

(2) Japan Super Science Fair 2021 Online での教員連携 

(3) オンライン・フェアの今後の可能性 

●当初計画からの変更 

 可能ならば海外校、国内校を招待して対面での開催を願っていたが、オンラインによる開

催とした。 

●手段、方法  JSSF Online の開催、教員フォーラムの開催 

●成果 

 コロナ禍の中、オンラインではあるが JSSF を継続開催できたことは大きな成果である

と考えている。国際共同課題研究の発表の場としても十分に機能した。昨年度は、突然のオ

ンライン開催という挑戦であったが、今年度はその可能性を当初より想定しており、また、

昨年度の経験からより良いものを目指したいという生徒達の思いも強く、新しい方向性を

見つけ出す努力を行った。また、コロナ禍の中で多くのオンラインでの国際科学交流を行っ

ており、オンラインに適している発表や交流形態に関するノウハウが生徒・教員共に蓄積さ

れていた。その結果、当初は難しいと思われていた「心の通うフェア」へも一歩近づけたと

評価している。コロナ後の社会においても、オンライン企画は重要な位置を占めるであろう

と考えられ、今年度の成果をさらに発展させたいと願っている。 

●成果検証に用いた方法  JSSF 参加規模、内容、参加者へのアンケート 等 
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［1］Japan Super Science Fair 2021 Online  

(1) Japan Super Science Fair 2021 Online の開催 

 第 19 回となった JSSF は、コロナ禍の影響を受け、以下の通りオンラインで実施した。 

スローガン 「United in our Uniqueness.（個性の融合）」 

開催日 11 月 2 日(火)～5 日(金) 

実施形態 日本から東へアメリカまでを A ブロック、日本から西へヨーロッパまでを B

ブロックに分けて実施。 

ただし、研究発表だけは、X、Y、Z の 3 ゾーンに分け、その内の 2 回で発表

を行うことで、全ての発表者が全ての参加者に聴いてもらえる環境を準備。 

X ゾーンは A ブロックの学校に日本から西へインドまでの国を加える。Y ゾ

ーンは B ブロックに日本から東へニュージーランドまでの国を加える。Z ゾ

ーンはイランから西へハワイまでの国。 

実施時間 A ブロック 8 時～12 時 

B ブロック 17 時～21 時 

及び、研究発表として、X ゾーン 3 日(水)  9:50－12:00 

Y ゾーン 3 日(水) 18:00－20:10 

Z ゾーン 4 日(木)  2:00－ 4:10 

（いずれの時刻も日本時間で表示） 

参加校数 19 カ国・地域 海外校 38 校、国内校 19 校 

参加生徒数 326 名（海外 179 名、国内 56 名、立命館 91 名） 

取組内容 開会式 

Science Talk（科学講義） 

“Molecular Mechanism of Olfactory Masking” 

“How our eyes work to see the external world. Optical illusions and 

  Neurobiology” 

“Let's explore the universe” 

“Can you read the other’s mind and atmosphere? How to & Why to do.” 

科学研究発表 

 ・ライブでの口頭発表、質疑(Zoom + Slack) 

 ・発表動画をアップして、コメントのやり取り 

・発表動画について、少人数グループで意見交換 

Science Showdown（グループによる課題解決型ワークショップ） 

Day 1～3 にそれぞれ、数学、地学、生物の課題を出題 

Science is Fun！科学デモンストレーション 

Envisioning our Future（30 年後の世界を描こう） 

日本文化紹介 

海外文化発表 

閉会式 

Farewell 企画 
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研究発表数 口頭発表 45 本、動画発表 110 本 

使用アプリ Google Workspace、Zoom、Slack、YouTube、Kahoot! 

参加校 Australia 
 
 
Cambodia 
Canada 
 
 
Costa Rica 
Hong Kong 
Indonesia 
Iran 
Kenya 
Mongolia 
The Netherlands 
The Philippines 
 
Russia 
Singapore 
 
Taiwan 
 
Thailand 
 
 
 
 
 
 
 
UK 
 
 
USA 
 
 
 
 
Vietnam 
Japan 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Australian Science and Mathematics School 
John Monash Science School 
Queensland Academy For Science Mathematics and Technology 
New Generation School Preah Sisowath High School 
Fort Richmond Collegiate 
Nellie McClung Collegiate 
Shawnigan Lake School 
GSD ISCR 
G.T.(Ellen Yeung) College Hong Kong 
Budi Mulia Dua International High School 
Manzoumeh Kherad Institute 
Brookhouse School 
New Beginning International School of Mongolia 
Odulphuslyceum 
Philippine Science High School - Cagayan Valley Campus 
Philippine Science High School - Eastern Visayas Campus 
Moscow South-Eastern School named after V. I. Chuikov 
National Junior College 
NUS High School of Mathematics and Science 
Kaohsiung Municipal Kaohsiung Girls Senior High School 
Kaohsiung Municipal Kaohsiung Senior High School 
Chitralada School 
Demonstration School of Khon Kaen University 
Kamnoetvidya Science Academy 
Mahidol Wittayanusorn School 
Princess Chulabhorn Science High School Loei 
Princess Chulabhorn Science High School Mukdahan 
Princess Chulabhorn Science High School Trang 
Surawiwat School 
Camborne Science & International Academy 
Horsforth School 
Lancaster Girls Grammar School 
Illinois Mathematics and Science Academy 
'Iolani School 
Kalani High School 
St. John's School 
Waiakea High School 
HUS High School for Gifted Students 
Aichi Prefectural Handa Senior High School 
Fukushima Prefectural Asaka High School 
Fukushima Prefectural Fukushima High School 
HIROO GAKUEN Junior & Senior High School 
Ichijo Senior High School 
Ichikawa High School 
Junior and Senior High School at Komaba, University of Tsukuba 
Kamaishi High School 
Komaba-Toho Junior & Senior High School 
Nara Women’s University Secondary School 
Seishin Gakuen High School 
Tennoji High School Attached to Osaka Kyoiku University 
Tokai University Takanawadai Senior High School 
Tokyo Metropolitan Tama High School of Science and Technology 
Tokyo Tech High School of Science and Technology 
Tsuruoka Minami High School 
Waseda University Honjo Senior High School 
Yokohama Science Frontier High School 
Ritsumeikan High School 
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 本校からの研究発表は、口頭発表として以下の 6 本、動画発表として 19 本であった。 

The Freezing Mechanism and Ice Formations of NaCl aquatic Solution  

(Physics / Chemistry) 

Creating Plastic Alternatives Using Spirogyra (Biology) 

A Computer Simulation of the Spread of Infectious Diseases in Enclosed Spaces 

 (Computer Science) 

 Phylogenetic Relationship and Phytochemical Diversity of Asian Begonia (Biology) 
                ※タイ Mahidol Wittayanusorn School との共同研究 

Calcium Containable Ooho (Chemistry) 
                ※タイ Chitralada School との共同研究 

Arrangement of Circles in the Affine Plane (Mathematics) 
  ※香港 G.T.(Ellen Yeung) College Hong Kong と大阪教育大学附属高等学校天王寺校舎との共同研究 

 

【成果（生徒の変容）】 

今年度の生徒達の特長として、企画・運営への積極的な参加があげられる。これまでから、

JSSF は生徒実行委員会が中心となって企画・運営を行えることを目指してきているが、今

年度の生徒達は、これまで以上に自覚と誇りを持って主体的に取り組めたと考えている。 

立命館の生徒達の事後アンケートで取った感想からは、以下のような成長が読み取れる。 

 互いに刺激を与え合い、知識を共有することで、将来の世界の科学を進歩させることが

できるのではないかと強く感じることのできた JSSF2021 でした。実際に、将来の夢を

尋ねると、「医者になりたい」「研究者になりたい」、「その夢を叶えるために、今研究を

している」といった声を多く聞きました。高校生のうちからこのように自分の夢のため

に学ぶことができ、それを世界的に共有することができるこの機会はとても貴重である

と強く感じた。 

 大学卒業後にアメリカの大学院に進学したいと考えています。そのため今回の JSSF で

は今の自分の英語力を知れるいい機会になりました。 

 今回の JSSF を通じて、たくさんのことを学びました。まず学んだのは、科学のおもし

ろさと奥深さです。JSSF では、たくさんの科学に触れる機会がありました。その中でも

いろいろな性質の科学を学べました。 

 JSSF2021 は楽しかったの一言です。「英語で科学の問題や議題について海外の生徒と考

える」こんなに難しくてすごいことが自分にできた、議論に積極的に参加することで提

出した課題に自分の意見が入っている。去年の自分からは想像もつかないほどに交流で

きたと思います。 

 JSSF での課題研究の発表は印象的なものでした。自分の研究を世界へ発信し、第三者

からの疑問や専門の先生から質問·アドバイスをいただき、課題を見つけ、より一層自分

の研究を見つめることが出来ました。また、海外の生徒の研究を聞き、国や人が抱える

問題を熱心に解決しようという姿勢に大いに感銘を受け、人を救う科学は人間の偉大な

財産であるということ、そして様々な人の知識を合わせてこそ問題解決につながるのだ

ということを実感しました。 

 JSSF2021 では、自分の持っている力を最大限に発揮することができた。また、自分の
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まだ足りていない点にも気づくことができた。日本人とはまた違う感性を持つ海外生と

交流したり、自分たちの研究を交流したりすることで、より自分の価値観を深めること

にもつながった。多くの文化に触れることで培われていくコミュニケーション能力を大

切にしていきたいと思う。 

 課題研究を発表できる場があったことによって最終的なゴールを見ることができたり、

誰かと自分の研究を共有することによって、自分の研究してきた過程は無駄にならなか

ったなと思えました。そして今回新しくできた企画の小グループの発表は全員に研究を

話す機会ができたことによってより達成感を得られることができました。 

 

 右のグラフは、 

（項目 1）ネットワークを広げるのに効果

的だったと思いますか？  

（項目 2）科学分野の学習に有意義でした

か？  

（項目 3）英語の学習に有意義だったと思

いますか？  

（項目 4）学習へのモティベーションや興

味付けを高めるのに有効であった

と思いますか？  

（項目 5）将来の目標に影響を与えたと思

いますか？  

の 5 項目について、今回参加した立命館

生徒に「たいへんそう思う」「そう思う」

「あまりそう思わない」「そう思わない」

の 4 件法によって取った事後アンケート

の結果をそれぞれ 4、3、2、1 と数値化し、

その平均値の推移を表したものである

（2021 の対象生徒数は 85 名）。 

2011 年度から 2019 年度までは対面実

施で、結果を隔年で表示しているが、各項目とも順調に向上してきているのが分かる。初め

てオンラインで実施した 2020 年度は、最も高かった 2019 年度に比べると各項目で下降し

てはいるが、2017 年度以前と比べるとさほど遜色はない。今年度の結果は、昨年度大きく

下降した（項目 1）と（項目 5）について、大きく回復している。オンラインでの取組に世

界中の生徒達が慣れてきたことでスムーズな取組が行えたこと、本校生徒達のオンライン

を活かしたアイデアが随所に活かされ、充実したフェアとして開催できたことによるもの

と考えている。残念ながら、大切にしたい項目である（項目 2）については、昨年度よりも

さらに下降する結果であった。しかしながら、同項目で調査した海外生徒（n=104）では3.64、

国内他校生（n=29）でも 3.64 であり、本校生徒の 3.34 に比べて極めて高い結果となって

いる。科学の内容を充実させることを大きな課題として取り組んできた今年度の本校生徒

にとって、厳しい評価がされたのだとも考えられる。 

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

2011 2013 2015 2017 2019 2020 2021

項目1 項目2 項目3

項目4 項目5
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(2) Japan Super Science Fair 2021 Online での教員連携 

 JSSF では生徒の国際ネットワークを作ることに有効であるが、教員間の国際連携を促進

することにも大きな意義がある。教員間のつながりは、学校間の新しい取組を生み、国際科

学教育の進展に大きく関わっている。 

過去の JSSF で、教員間の強力な連携関係を築いてきており、参加するすべての教員です

べての参加生徒の成長を育もうという連携を持てていることが、JSSF の誇りとするところ

である。今年度の JSSF でも教員による取組を次の 3 つで行った。 

●教員ミーティング（Day 1） 参加した教員を 7～8 名くらいのグループに分け、お互い

に懇談する企画。各ブレイクアウトセッションでは、立命館の教員が司会者となり、自己紹

介やコロナ禍での学校の様子、オンライン授業の取組等の情報を交換した。 

●教員セッション（Day 1） テーマを「インタラクティブな科学授業の実践」と設定し、

事前に申し込みのあった教員から 11 本の発表が行われた。発表は 10 分間で、その後、5 分

間の質疑を行った。各発表者からは、グループワークによる実践や ICT を活用し新しいア

プリを使った授業実践等が紹介された。 

●教員カンファレンス（Day 4） 参加教員間でテーマを絞って意見交換する場を設けた。

テーマは２つで、「国際サイエンス・フェアの取組について」と「国際共同課題研究の取組

について」であった。 

 前者については、SSH とは別の取組ではあるが、6 月 19 日に立命館高校、立命館大学の

教員が中心となって開催したオンラインでのシンポジウム“Education Through Science 

Fairs”での内容を簡単に紹介し、意見交換を行った。内容の紹介については、シンポジウム

でコメンテーターを務めていただいたオーストラリアとイギリスの先生にお願いした。 

 後者については、立命館高校が中心となって今年度に日本校 16 校、海外校 11 校の輪で

取り組んだ実践を立命館高校の教員から報告し、意見交換を行った。 

 いずれの取組も、たいへん有意義な議論と交流が行えた。オンラインによる開催は手軽で、

教員連携には適切である。各教員の目的意識も明確であるため、オンラインであっても得る

ものが大きいと言える。費用や時間をかけずに回数を重ねることが重要であると考える。こ

のような教員ネットワークを継続的に維持し、強化していくことを大切にしたい。 

 

(3) オンライン・フェアの今後の可能性 

 オンラインによる国際科学交流に大きな可能性を感じる。今年度の JSSF の成功により、

より鮮明にそれを意識することとなった。昨年度、初めての取組でもオンラインの可能性は

強く感じさせられた。特に、研究発表や講演等については、大きな会場で行われるものに対

して、見やすく、聴きやすい。日本人が苦手とする英語であればなおさらである。対面での

発表や講演は PPT 等のスライドを映しながらというのが当たり前と考えてきたが、オンラ

インなら、実験室で行う研究発表も可能であるし、研究所からの講義も可能となる。オンラ

インの利点をより活かすことを考えたいと願ってきた。しかしながら、昨年度のところでは、

オンラインではやはり心に響くような交流は難しいのではないかと考えていた。今年度の

JSSF ではその考えがくずれ、「心の通う」オンライン企画に少し近づけたと感じている。

最終日に実施した閉会式で、半年間準備を重ねてきた本校生徒のみならず、何名もの海外生

徒が涙を流してくれている映像を見たことで、そのように感じられた。 
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 成功の要因は以下のような点にあったと考える。 

① 「聴くだけ」「見るだけ」の取組にせず、「講演を聴いた後に講師の先生から課題を出し

てもらい事後のグループディスカッションでポスターを作成する」「動画を見た後に交流

の時間を取る」等、常に参加者が能動的に参加できる活動につなげるよう心がけた。 

② Science Showdown 等グループで取り組む問題解決型課題について、画面共有をしなが

ら全員が書き込める環境等を準備し、そこでメンバーが議論をしたりネット等でリサー

チを行いながら回答を導き出す等、オンラインで取り組みやすい活動の提供を意識した。 

③ ブレイクアウトルームによる少人数の取組の回数を増やし、各回の時間も長めに設定し

た。ポスターセッションに代わるものとして、少人数グループでの研究協議を企画し、

口頭発表がない参加者も自分の研究を海外参加者と共有できる時間を創出した。 

④ 映像を効果的に利用した。顔だけが並ぶ平面的な画面を長く見ることを避け、動きや奥

行きの感じられる映像を事前に作成して多用した。参加者側にも動画や参加中の自撮り

写真等を送ってもらい、それを共有することで参加者にリアルな世界を意識させた。 

⑤ 作業中に次々と参加者へスポットライトを当てることや、休憩中にも参加者の研究発表

のダイジェスト動画を流すこと等、飽きの来ない構成を意識した。休憩中に参加者でル

ービックキューブを触っていた生徒がおり、そこへスポットライトを当てると別の参加

者がルービックキューブを持ち出し挑戦し、予期せぬ交流で盛り上がったこともあった。 

⑥ Pre-JSSF を二度行い、事前の交流を促進した。参加者が当日を楽しみに待ってくれるよ

う、本番の 30 日前と 10 日前にそれぞれ 1 時間の事前セッションを行った。実行委員の

生徒が司会を務め、アイスブレ―キングゲームや、期間中のスケジュールや事前の提出

物の説明などを通して、本番の内容や雰囲気を意識してもらえるよう心掛けた。 

⑦ 対面時に有効であったバディ制度をオンラインにも取り入れた。Pre-JSSF 時にブレイ

クアウトセッションで交流し、メールや SNS を交換してもらい、提出物やスケジュール

の連絡を極力バディからさせることで、1 対 1 の交流が生まれるようにした。 

⑧ 本校参加者全員のリーダーシップを育てることを意識した。オンライン行事においては、

全体を動かす数名のリーダーではなく、ブレイクアウトセッションの数だけのリーダー

が必要となる。それぞれの小グループが機能するよう事前準備や指導に力を入れた。 

 オンライン交流では当然だが、通常の海外研修と異なり、費用と時間が大幅に削減できる。

オンラインでの取組の成否は参加者の「主体性」に大きく左右される。逆に、そのことが、

開催校の生徒に取っては、主体性を促す効果を持つ。ブレイクアウトセッションでは自分が

中心になってやらなければならないという自覚を持たす指導が重要である。また、対面の取

組と違って、費用や安全面でのリスクが少ない分、生徒の企画・運営に関われる割合が格段

に増加する。そのことによる生徒の成長は大きい。 

 多くの利点があり、生徒の成長も対面に比べて遜色ない。しかしながら、対面でなければ

得られないものも多くあることは事実である。特に、学校間の信頼関係はやはりお互いの訪

問が重要である。ただ、今後の対面交流においても、オンラインを組み合わせることで、よ

り大きな成果が見込めると考える。事前にオンラインで友情を育んでから対面する効果や、

実際に訪問する人数は数人であっても、企画によっては多くの生徒が参加でき、その企画を

生徒達だけで運営すること等、対面とオンラインのそれぞれの利点をどう活かすかをより

研究していくことが求められる。 
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④実施の効果とその評価 
今年度は、第 5 期 SSH「先導的改革型」3 年間の中の 2 年目の研究開発であった。コロ

ナ禍の中で多くの制限がありながらも、ICT を利用して着実に成果をあげることができた

と考えている。研究テーマごとの成果を以下にまとめる。 

(Ⅰ)これまでの研究開発で得てきた国際科学教育手法の全国への普及と国際ネットワーク

の共有 

連携校をこれまでの 7 校から 15 校へ拡大できた。連携校教員間では、Zoom での連携校

会議に加え、Slack を用いて日常的にも多くの有意義な意見交換を行うことができた。 

全国への普及のために学習会やシンポジウムを開催した。学習会では国際共同課題研究

のスタートアップ企画として生徒向けに実施した第 1 回学習会を多くの教員へ公開した。

13 回目となった「科学教育の国際化を考えるシンポジウム」については、「新しい国際科学

教育の到来～オンラインを活用した科学交流～」をテーマとし、理系人材の国際資質の向上

が喫緊の課題であることと、オンラインを利用した新しい科学教育を考える機会とした。 

国際ネットワークをさらに充実させるために、海外のサイエンス・フェアへも積極的に参

加し、本校とこれまでから交流のある学校とのオンライン 2 校間科学交流等も多く実施さ

れた。世界的にオンライン取組での企画力が伸長し、同時に参加生徒側の ICT 能力も向上

し、質の高い取組が多くなってきたと言える。その中で、参加生徒達が大きく成長できたと

考える。オンラインを利用して、これまでと比べてもあまり遜色のない交流が行えている。 

 

(Ⅱ)「国際共同課題研究」の普及と「国際共同課題研究センター」設置の取組 

当初計画通りの規模拡大を行えた。国内校 16 校、海外校 11 校により、11 テーマでの共

同研究を実施した。日本校 2 校、海外校 1 校のグループを基本とし、今年度から参加した

新しい学校は、これまでに経験のある学校とペアを組んで取り組むことにした。日本校生徒

に対して、第 1 回学習会では国際共同課題研究の意義や目的、方法について考える機会と

し、第 2 回学習会では各グループの研究テーマを共有することを行った。海外校との第 1 回

ミーティングだけは立命館高校がセッティングし、立命館高校の英語ネイティブ教員が司

会を担当した。第 2 回以降のミーティングについては、グループ内で開催し、ミーティング

報告を Slack で共有した。Slack は、国内生徒、教員だけが日本語で書き込むワークスペー

スと、海外生徒、教員も含めて英語で交流する 2 種類のワークスペースを設けた。お互いが

刺激を受けながら充実した研究を行うことができ、11 グループすべての研究成果を JSSF

で発表することができた。生徒の事後アンケートでも多くのことを学んでいることが窺え

るが、事後感想で「科学に対する興味関心が深まったということだけではなく、教科に囚わ

れない学び、未来に対するアンテナ、考えて創造する力、コミュニケーション能力等々、（学

んだことは）数え切れないほどだ。自分自身の成長につながったと確信している。」と述べ

ているように、幅広い学力を得られる取組であることが重要である。 

教員間で多くの意見交換を行うことができ、今後の課題を見出すこともできた。特に、生

徒に異文化の中での研究活動の困難さを克服させることと、研究成果をあげさせることの

バランスを研究することが必要である。多くの学校への普及を目指す中で、貴重な経験が蓄

積されたと考えている。 
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(Ⅲ)中高大連携による課題研究の深化と、課題研究による社会協創意識の醸成 

大学教員と課題研究指導に関して議論する場として、「課題研究指導方針協議会」を今年

度も継続し、意見交換を行った。昨年度の議論で助言をいただいた内容から、以前に行って

いた課題研究テーマに関して大学教員からアドバイスをいただく取組や、学会での高校生

の報告等の機会を得ることができた。また、高校 3 年生の研究成果発表に対して、大学教員

から研究結果のさらなる高度化に向けての助言をいただき、その後に頻繁な指導も受け、大

学の施設を使って大学生・大学院生の支援も受けながら追加実験を行った。その結果、該当

の高校生と指導に当たった高校教員、大学教員の連名での英語での抄録の査読が通り、

IEEE 4th Global Conference on Life Sciences and Technologies にて学会発表を行った。

英語での発表、質疑に関して、JSSF での経験が活かされ、本来の意味での国際的な研究の

スタートラインに立てたと考える。生徒の感想にも「研究活動に対する意識が変化しました。

研究に関しては、自分達だけでは調べきれなかった細かな条件の設定方法や様々な実験方

法を先生に教えていただきました。大学院生の方々にも実験を支えていただき、学会で発表

出来るほどの研究を行うことができました。その中で、自分の研究の可能性を徐々に感じ、

研究に対するモチベーションがかなり向上しました。学会の発表では、JSSF での経験が活

き、英語での発表も質疑応答もこなすことができました。他の参加者は大学生や教授ばかり

で、その人達の最先端の研究も沢山聞かせていただきました。今の自分にはまだ難しい研究

ばかりでしたが、明確なイメージを持つことができたので、これからさらに深く研究をして

いきたいと思いました」とあるように、大学での研究継続に向けて重要な意味がある取組で

あったと考える。 

大学と連携した講演会や、大学、企業の研究者の方にお世話になってのワークショップ、

サイエンス部の活動、学校設置科目での新しい試み、屋久島での研修旅行等、STEAM 教育

充実のための様々な取組を積極的に行うことができた。 

 

(IV)JSSF の継続的開催による高校生の国際的な発表機会の保障と海外理数教育重点校と

の協力関係の強化 

コロナ禍の中、オンラインではあるが JSSF を継続開催できたことは大きな成果である

と考えている。国際共同課題研究の発表の場としても十分に機能した。昨年度は、突然のオ

ンライン開催という挑戦であったが、今年度はその可能性を当初より想定しており、また、

昨年度の経験からより良いものを目指したいという生徒達の思いも強く、新しい方向性を

見つけ出す努力を行った。その結果、当初は難しいと思われていた「心の通うフェア」へも

一歩近づけたと評価している。コロナ後の社会においても、オンライン企画は重要な位置を

占めるであろうと考えられ、今年度の成果をさらに発展させたいと願っている。 

11 月 2 日～5 日の 4 日間の開催には、19 カ国・地域 海外校 38 校、国内校 19 校から

326 名（海外 179 名、国内 56 名、立命館 91 名）の高校生が参加した。国内校 19 校の参加

は、過去 19 回の JSSF（2010 年までは RSSF）の歴史の中で最多であった。口頭発表 45

本、動画発表 110 本と大きな規模で研究発表の交流が行われた。教員間の交流も活発に行

うことができ、コロナ禍の中でも海外理数教育重点校との協力関係は継続して強化された

と考えている。 

立命館高校生を対象とした事後アンケートの感想からは以下のような成長が読み取れる。 
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 互いに刺激を与え合い、知識を共有することで、将来の世界の科学を進歩させることが

できるのではないかと強く感じることのできた JSSF2021 でした。実際に、将来の夢を

尋ねると、「医者になりたい」「研究者になりたい」、「その夢を叶えるために、今研究を

している」といった声を多く聞きました。高校生のうちからこのように自分の夢のため

に学ぶことができ、それを世界的に共有することができるこの機会はとても貴重である

と強く感じた。 

 大学卒業後にアメリカの大学院に進学したいと考えています。そのため今回の JSSF で

は今の自分の英語力を知れるいい機会になりました。 

 今回の JSSF を通じて、たくさんのことを学びました。まず学んだのは、科学のおもし

ろさと奥深さです。JSSF では、たくさんの科学に触れる機会がありました。その中でも

いろいろな性質の科学を学べました。 

 JSSF2021 は楽しかったの一言です。「英語で科学の問題や議題について海外の生徒と考

える」こんなに難しくてすごいことが自分にできた、議論に積極的に参加することで提

出した課題に自分の意見が入っている。去年の自分からは想像もつかないほどに交流で

きたと思います。 

 JSSF での課題研究の発表は印象的なものでした。自分の研究を世界へ発信し、第三者

からの疑問や専門の先生から質問·アドバイスをいただき、課題を見つけ、より一層自分

の研究を見つめることが出来ました。また、海外の生徒の研究を聞き、国や人が抱える

問題を熱心に解決しようという姿勢に大いに感銘を受け、人を救う科学は人間の偉大な

財産であるということ、そして様々な人の知識を合わせてこそ問題解決につながるのだ

ということを実感しました。 

 JSSF2021 では、自分の持っている力を最大限に発揮することができた。また、自分の

まだ足りていない点にも気づくことができた。日本人とはまた違う感性を持つ海外生と

交流したり、自分たちの研究を交流したりすることで、より自分の価値観を深めること

にもつながった。多くの文化に触れることで培われていくコミュニケーション能力を大

切にしていきたいと思う。 

 課題研究を発表できる場があったことによって最終的なゴールを見ることができたり、

誰かと自分の研究を共有することによって、自分の研究してきた過程は無駄にならなか

ったなと思えました。そして今回新しくできた企画の小グループの発表は全員に研究を

話す機会ができたことによってより達成感を得られることができました。 

 

以下に、今年度の生徒の成長について分析する。 

＜国際共同課題研究に参加した生徒の成長＞ 

参加生徒の成長について、事後アンケート結果から概要をまとめる。事後アンケートは参

加生徒 49 名に対して調査し、48 名の回答を得た。以下に特徴的な項目を取り上げる。 

研究結果に満足している生徒は半数余りで、ほとんどの生徒は迷いながら進めてきたこ

とが伺える。研究成果に満足できなかった理由としては、「時間不足」「うまく協力ができな

かった」というものが多かった。生徒にとってはかなり厳しい経験をさせることになってい

る。同様の項目で行った海外生徒への調査では日本校生徒と比較すると楽観的な捉え方が

されていた。実験結果については、それなりに満足できる結果を出したものと考える。この



62 
 

取組を通して、今後も友情が続きそうな海外生徒を半数以上の生徒が得ており、後輩には

73%の生徒が勧めたいと回答している。後輩に勧めることを躊躇している生徒の理由は、

「時間がとられる」「たいへんだから」「自分のやりたい実験ができないこともある」等があ

げられていた。 

  

  

   

 

＜JSSF2021 での生徒の成長＞ 

次ページのグラフは、 

（項目 1）ネットワークを広げるのに効果的だったと思いますか？  

（項目 2）科学分野の学習に有意義でしたか？  

（項目 3）英語の学習に有意義だったと思いますか？  

（項目 4）学習へのモティベーションや興味付けを高めるのに有効であったと思いますか？  

（項目 5）将来の目標に影響を与えたと思いますか？  

の 5 項目について、立命館生徒に「たいへんそう思う」「そう思う」「あまりそう思わない」

「そう思わない」の 4 件法によって取った事後アンケートの結果をそれぞれ 4、3、2、1 と

数値化し、その平均値の推移を表したものである（2021 の対象生徒数は 85 名）。 

はい

58%

いいえ

42%

研究の結果はほぼ満足できるものとなり

ましたか

はい

10%

いいえ

90%

最初から、迷わず研究が進みましたか

予想する値や結

果が出た

21%

予想値と予想外の

値や結果も出た

75%

失敗のみで結

果出ず終了

4%

実験・観察結果(製作)について適当なもの

を選んでください

精度が良い

結果

33%

精度は悪

かったが向

上した

54%

努力したが精

度が悪いまま

13%

実験・観察結果(製作)の精度について適

当なものを選んでください

海外生徒で友

人ができた

23%

海外生徒にも国内生

徒にも友人ができた

29%

国内生徒で友

人ができた

10%

今後も続くような友

人はできなかった

38%

研究を通して、今後も友情が続きそうな新

しい友人はできましたか

勧めたい

73%

勧めない

2%

どちらとも

言えない

25%

この取組を後輩に勧めたいですか
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2011 年度から 2019 年度までは対面

実施実施で、結果を隔年で表示している

が、各項目とも順調に向上してきている

のが分かる。初めてオンラインで実施し

た 2020 年度は、最も高かった 2019 年

度に比べると各項目で下降してはいる

が、2017 年度以前と比べるとさほど遜

色はない。今年度の結果は、昨年度大き

く下降した（項目 1）と（項目 5）につ

いて、大きく回復している。オンライン

での取組に世界中の生徒達が慣れてき

たことでスムーズな取組が行えたこと、

本校生徒達のオンラインを活かしたア

イデアが随所に活かされ、充実した

Fair として開催できたことによるもの

と考えている。残念ながら、大切にした

い項目である（項目 2）については、昨

年度よりもさらに下降する結果であっ

た。しかしながら、同項目で調査した海

外生徒（n=104）では 3.64、国内他校生

（n=29）でも 3.64 であり、本校生徒の

3.34 に比べて極めて高い結果となって

いる。科学の内容を充実させることを大きな課題として取り組んできた今年度の本校生徒

にとって、厳しい評価がされたのだとも考えられる。 

 

＜「科学への認識調査」から見る生徒の成長＞ 

 この調査は、PISA による科学的リテラシーを中心とした 2006 年の調査の際に、科学的

リテラシー能力の獲得の重要な背景である「科学への認識（と態度）」の調査を目的として

実施されたものと同様のものである。運営指導委員でもある大阪教育大学の先生の指導の

もとで、本校 SSG クラス生徒を対象として平成 27 年度から継続して調査を行っている。 

【アンケート対象生徒数】 

年度 高校 2 年 SSG クラス生徒数 高校 3 年 SSG クラス生徒数 
平成 27 年度 34 34 
平成 28 年度 37 30 
平成 29 年度 36 32 
平成 30 年度 36 33 
令和元年度 30 37 
令和 2 年度 38 32 
令和 3 年度 39 40 

 各項目の肯定度についてまとめたものが次のグラフである。 

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

2011 2013 2015 2017 2019 2020 2021

項目1 項目2 項目3

項目4 項目5
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指導いただいた先生からは以下のような指摘を受けている。 

全般的状況 

・ PISA2006 における OECD 平均、日本平均値を全ての項目で上回っており、SSH の取

り組み全体として良好な状況が実現されていることが窺える。 

・ 過去 6 年間の平均値に対し、4 項目で上回っている。 

・ 職業選択にかかわる尺度(Ⅵ)において、OECD 平均を 3 年生は約 25 ポイント、2 年生

は約 30 ポイント上回っており、学習と将来選択が結びついている。 

個別尺度状況 

・ 科学に対する全般的な重要性を認識している尺度(I)はほぼ 100％に達している。 

 

 全体的には良好な結果であったが、今年度の結果は少し下降気味であり、注視しておく必

要があると考えている。その原因が本校の SSH 事業全体に関わるものなのか、コロナ禍に

よるのか、あるいは、他のアンケートでも自己評価が厳しい生徒達であることが窺えるため

それが要因なのか、今後も継続した分析が必要と考えている。 
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⑤ＳＳＨ中間評価において指摘を受けた事項のこれまでの改善・対応状況 
 中間評価の結果は以下の通りである。 
１ 中間評価の結果 
これまでの努力を継続することによって，研究開発のねらいの達成が可能と判断される。 
 
２ 中間評価における主な講評 
① 研究開発計画の進捗と管理体制，成果の分析に関する評価 
【研究開発のねらいの実現にあたり，評価項目の内容が十分達成されている】 
・国際科学教育の有益な手法の開発と海外理数教育重点校のネットワークの構築は，評

価できる。 
・新型コロナウイルス禍において，長年積み上げてきた JSSF などの取組についてオン

ライン化しながらも充実・深化に努めており，評価できる。オンラインと対面での開催

のメリット・デメリットを整理し，両者の相互補完システムを構築するなど，更に発展・

拡充するとともに，その成果や工夫を全国に公開・普及することを期待したい。 
・国際共同課題研究の普及に向けた，国内参加校がそれぞれ果たす役割の明確化なども

全国への普及に当たり参考になると思われる。 
・「科学への認識調査アンケート」等，成果分析には様々な工夫がみられる。 
・「SSH 教育推進機構」を中心とした事業の推進や，「国際共同課題研究センター」の設

置に向けた取組は，評価できる。ただし，それらの組織の体制や取組をより具体的に示

すよう改善が求められる。 
 
② 教育内容，指導体制等に関する評価 
【研究開発のねらいの実現にあたり，評価項目の内容が十分達成されている】 
・単位数を含めた課題研究の充実や，高大接続を前提とした卒業までの課題研究の実施

などこれまでの SSH 事業の成果を生かした取組は，評価できる。一方，理数系の課題

研究の質の向上についても，評価を明確化し，改善することが求められる。 
・教師の指導力向上に関して，課題研究科を中心にした学内での取組や，大学の理工学部

や教職大学院との連携など，幅広く展開されており，評価できる。 
・SSG クラスの課題研究に関する指導体制などは，優れた実践として評価できる。ただ，

TA 等の活用については具体的な指導の実態を明らかにすることが望まれる。 
・課題研究の展開が大学依存にならないようには留意してほしい。また，課題研究のテー

マの偏りが見られるので，改善すべき点がないか，吟味が求められる。 
・MS コースの生徒についても，希望参加だけでなく，コースとしての科学技術人材育成

の取組を期待したい。 
 
③ 外部連携に関する評価 
【研究開発のねらいの実現にあたり，評価項目の内容が十分達成されていると思われる

もののうち，特に程度が高い】 
・外部連携に関して，総体的に充実した展開がなされているが，公立高等学校との連携の

拡大にも取り組んでいただきたい。 
・国際共同課題研究の実施に伴う国内校・海外校との連携は SSH の成果の一つとして

評価でき，JSSF への大きな波及効果も期待される。 
・「課題研究指導方針協議会」で色々な議論を行っている。大学としての高校への支援の

在り方について議論する環境があることは評価できる。ただ，高校生が科学者として成

長していくということを踏まえて個々の生徒の伸長に高校教員・大学教員としてどう関

わるのか，という視点はどうか。単なる大学教育の先取りとならないように留意したい。 
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④ 成果の普及等に関する評価 
【研究開発のねらいの実現にあたり，評価項目の内容が十分達成されている】 
・国際共同課題研究の実施に伴う連携を使った成果の普及は特に評価できる。他校での

「国際サイエンス・フェア」や「国際共同課題研究」の開催に向けてのノウハウの提供

についても積極的な対応を行っている web 会議システムやコミュニケーションツー

ルを使ったオンラインの連携も評価できる。 
・国際共同研究や国際会議が公立にも普及するために，普及の方策の工夫と改善に一層

期待したい。 
・次年度には，国際的な企画の運営等に参考となる事例をまとめた冊子を活用したり，さ

らに輪を拡大するとのことで期待したい。 
・HP に開発した教材等の公開を組織的，構造的に，積極的に行ってほしい。 
・京都府内の国公私立をはじめ，理数系教育の充実に向けて，私立に限らず，幅広い成果

の普及に取り組んでほしい。 
 
⑤ 管理機関の取組に関する評価 
【研究開発のねらいの実現にあたり，評価項目の内容が十分達成されている】 
・SSH 事業を円滑に行うための，2 名の教員枠加配や事務職員の配置，必要に応じた予

備費執行等を行う等，人事面・財政面からの研究開発への支援等を行っている。 
・行事の実施・施設の改善など多くの面で当該校の SSH 事業の推進へ向けて管理機関

の一貫教育部が附属校と各大学の連携を進めている。当該校の取組を普及させるための

取組や他の附属校と共有させる仕組みも作っており，評価できる。 
・立命館大学の理工学部や，教職大学院と連携している点も評価できる。 

 
 全体として高い評価をいただけており、これを励みに、最終年度である次年度にも有意義

な研究開発を継続できるよう学校全体で尽力したい。特に、国際サイエンス・フェアや国際

共同課題研究の取組、オンラインでの取組の充実、成果の分析、課題研究の体制、高大連携、

外部連携、管理機関の取組等に評価をいただけたことは、たいへんありがたいと考える。 
 改善・対応が必要と指摘されている項目と、その対応について以下にまとめる。 
・ 「国際共同課題研究センター」の組織の体制や取組をより具体的に示すこと 

→今次 SSH の重要課題であり、本報告書の関連ページにまとめている。 
・ 理数系の課題研究の質の向上について、評価を明確化し、改善すること 

→課題研究の質の評価について明確化することは必要と考えており、次年度に取り組む。 
・ TA 等の活用については具体的な指導の実態を明らかにすること 

→自己評価票で「課題研究や国際的行事等への大学教員・大学院生からの指導・助言・

支援等も多く得られるよう配慮している」と記した点への指摘かと考えるが、TA の役

割等を明確化することを留意したい。 
・ 課題研究のテーマの偏りが見られるので、改善すべき点がないか、吟味が必要 

→課題研究テーマは年度によって大きく異なるが、大学とも連携したテーマ設定のあり

方も検討したいと考えており、改善点がないかを吟味する。 
・ MS コースの生徒について、コースとしての科学技術人材育成の取組 

→SSH 主対象生徒でないので、詳しく触れていないが、コースとしての科学技術人材育

成の取組は活発に行っている。 
・ 公立高等学校との連携の拡大 

→公立学校から私学との連携は難しいと言われる。学習会等の可能な連携から広めたい。 
・ HP に開発した教材等の公開を組織的、構造的に、積極的に行うこと 

→最終年度である次年度には、計画的に行いたい。 
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⑥校内におけるＳＳＨの組織的推進体制 
学校内の校務分掌の一つとして「SSH 推進機構」を設置している。SSH 推進機構は SSH

担当副校長および 11 名の専属の教職員で組織され，「運営指導委員会」の指導のもと，本校

執行部や関係各部・各科と連携して SSH の研究開発にあたっている。SSH 推進機構の会議

は、他の校務分掌と同様の会議時間での定例開催と、必要に応じて臨時での開催を行ってい

る（年間約 15 回）。会議には SSH 推進機構メンバーの他、SSH 担当副校長、管理機関担当

者、事務担当者等も参加する。経理等の事務処理体制については，事務長を中心に事務室内

に担当者を複数名配置して行っている。 
 
 
＜組織図＞ 
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⑦成果の発信・普及 
第 5 期先導的改革型においては、これまでの成果の発信・普及が重要な責務と認識して

おり、発信・普及に尽力した。以下のような取組を行った。 

(1) JSSF の開催 

 Japan Super Science Fair 2021 Online を開催し、国内校へも広く広報し、過去最多の参

加校数となる 19 校の参加を得た。JSSF は国内における国際的な研究発表の場として国内

の多くの高校生にとって貴重な機会であると考えている。コロナ禍のためオンラインで開

催し、研究発表の機会とともに、世界中の多くの高校生との科学交流を行う経験を提供でき

た。 

 

(2) 海外科学交流に関わる意見交換、アドバイス 

 連携校会議を中心に、国際科学交流について意見交換を行ってきた。今年度については、

これまでの連携校を拡大することで、その輪を広げた。 

新しい学校からの国際科学交流へのアドバイスを求められ、それに対応した。その中には、

WWL 指定校から高校生の国際会議に関わる助言を求められ講習会を行ったことも含まれ

る。 

 

(3) 学習会、シンポジウムの開催 

 国際共同課題研究に関わって、教員対象の学習会を開催した。 

第 13 回となる「科学教育の国際化を考えるシンポジウム」を「新しい国際科学教育の到

来～オンラインを活用した科学交流～」というテーマで開催した。50 名の参加を得て、有

意義な意見交換が行えた。 

 

(4)学校訪問の受入（オンライン） 

 2 校からオンラインでの学校訪問を受けた。SSH 事業全般に関わる質問や、国際科学教

育についての質問を受けて、お互いに意見交換をした。 

 

(5)報告書等の配布 

 昨年度にまとめた報告書等をすべての SSH の他、関係各所へ配布し、これまでの取組に

ついての広報を行った。 

 

(6) ホームページでの広報 

 SSH 事業として実施したすべての内容について、普及活動の一環として、学校の HP で

報告した。 
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⑧研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向性 
 中間評価においても評価いただけたように、今次研究開発は順調に進められており、一定

の成果を出せていると考えている。その中で、以下の点を課題と認識している。 

① 国際科学教育の普及のために、さらに大きな学校間の輪を構築する。 

② これまで得てきた国際科学教育における知見を多くの学校へ普及させるためにテキス

トとしてまとめる必要がある。 

③ 「国際共同課題研究センター」について、設置の具体化を図る。 

④ 課題研究の質の向上を目指し、その評価について明確化を図る。 

⑤ オンライン国際科学交流について、さらに深く研究を行う。 

 

 今後の研究開発の方向性について、テーマごとにまとめると以下の通りである。 

(Ⅰ)これまでの研究開発で得てきた国際科学教育手法の全国への普及と国際ネットワーク

の共有 

 今年度の連携校の輪をさらに拡大、充実するとともに、全国的な普及をめざして、学習会

やシンポジウムの開催に力を入れる。同時に、これまでの取組で得た知見を多くの学校が利

用できるような形にまとめて広報する。 

 

(Ⅱ)「国際共同課題研究」の普及と「国際共同課題研究センター」設置の取組 

 教員間での議論と生徒の成長分析をさらに進め、取組のモデル化を行う。その際に、初め

ての学校を中心に研究、運営を支援する体制が重要と考えている。過年度に国際共同課題研

究を経験した卒業生の組織化が求められる。 

 

(Ⅲ)中高大連携による課題研究の深化と、課題研究による社会協創意識の醸成 

 大学との連携を強め、課題研究の質を向上させる。その際には、生徒のテーマ設定のあり

方について、大学教員との議論が重要と考える。生徒の課題研究の発表について、国際サイ

エンスフェア、学会等、多くの機会を増やすことを目指す。課題研究に加え、新しい学校設

置科目の促進やさらなる高大連携の推進を中心として、生徒の探究型学力を伸長させ、立命

館型 STEAM 教育を確立させる。 

 

(IV)JSSF の継続的開催による高校生の国際的な発表機会の保障と海外理数教育重点校と

の協力関係の強化 

 Japan Super Science Fair（JSSF）を対面にて開催できることを願っている。その際に、

オンラインで得てきた新しい方向性を対面とどのように組み合わせて効果的に開催出来る

のかの研究に力を入れたい。海外、国内ともにさらに参加校の輪を拡大し、充実したフェア

の実施とともに、大きな成果を得ることを目指す。 
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❹関係資料（令和 3 年度教育課程表，データ，参考資料など） 
資料 1 令和 3 年度教育課程表 

教科 科目 

第1学年 第2学年 第3学年 

コ
ア
コ
ー
ス 

M
S

コ
ー
ス 

C
E

コ
ー
ス 

S
S

コ
ー
ス 

G
L

コ
ー
ス 

M
S

コ
ー
ス
（
理
系
） 

M
S

コ
ー
ス
（
文
系
） 

C
E

コ
ー
ス 

S
S

コ
ー
ス 

G
L

コ
ー
ス 

M
S

コ
ー
ス
（
理
系
） 

M
S

コ
ー
ス
（
文
系
） 

国語 

国語総合 4 5           

国語表現   3 3 3        

現代文B      3 3 3 3 3 2 3 

古典B   2  2 2 2 2  2 3 4 

地理歴史 

日本史A(日本近代史)   2 2 2        

世界史A 2 2           

地理A    2         

世界史B       4 △
4  4   

日本史B      △
4 

△
4 

△
4     

地理B      △
4 

△
4 

△
4     

公民 

政治・経済(現代社会解析) 2            

現代社会  2           

倫理        2 2 2   

数学 

数学Ⅰ 4 4           

数学Ⅱ   4 4 4 4 4      

数学Ⅲ         6  5  

数学A 3 4           

数学B   2 2 2 4 4      

数学3        3  3   

数学講究            3 

理科 

物理基礎  2  2         

化学基礎 2 2           

生物基礎 2 2           

地学基礎   2  2        

物理      ○
4   5    

化学    2  4  ○
4 3    

生物    △
2  ○

4  ○
4 

△
3    

地学        ○
4     

グローバルサイエンス          2   

保健体育 
体育 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 

保健 1 1 1 1 1 1 1      

芸術 

音楽Ⅰ ○
2 

○
2           

音楽Ⅱ   ○
2 

○
2 

○
2        

美術Ⅰ ○
2 

○
2           
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美術Ⅱ   ○
2 

○
2 

○
2        

書道Ⅰ ○
2 

○
2           

書道Ⅱ   ○
2 

○
2 

○
2        

芸術Ⅲ        △
2     

外国語 

コミュニケーション英語Ⅰ 4 5           

英語プレゼンテーション 2 2           

英語2      7 7      

英語2A   4 4 3        

英語2B   2          

サイエンスイングリッシュⅠ    2         

サイエンスイングリッシュⅡ         2    

英語ディスカッションⅠ     2        

英語ディスカッションⅡ          2   

グローバルイングリッシュ     2        

英語3           8 8 

英語3A        5 4 4   

英語3B        2     

家庭 家庭基礎   2 2 2 2 2      

情報 社会と情報 2 2           

学校設定 

高大連携Ⅰ   2          

高大連携Ⅱ        3     

高大連携Ⅲ         2    

文社特講Ⅰ   2          

文社特講Ⅱ        △
2     

理系特講Ⅰ    △
2         

理系特講Ⅱ         △
3    

日本史特講          2   

現代社会システム     2        

化学演習       2      

生物演習       2      

国際比較文化研究     1        

イングリッシュイマージョン          
○

3 
  

中国語          
○

3 
  

国際関係ゼミ          3   

特別講座Ⅰ           4 4 

特別講座Ⅱ           3 3 

特別講座Ⅲ           4 4 

特別講座Ⅳ           4 4 

総合的な探究の時間 1 1 

1 
課
題
研
究 

1 
課
題
研
究 

1 
課
題
研
究 

  

1 
課
題
研
究 

1 
課
題
研
究 

1
課
題
研
究 

2 2 

ホームルーム 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

計 35 40 35 35 35 39 39 35 35 35 39 39 

                  ※ 太字斜体の科目が SSH 研究開発に関わる箇所 
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資料 2 運営指導委員会 議事録 

【運営指導委員】 
  委員長 片桐 昌直 大阪教育大学 副学長 
      井上  実 京都府教育庁指導部高校教育課 指導第 2 係 指導主事 

清野 純史 京都大学工学部 教授 
      倉橋  隆 大阪大学大学院生命機能研究科 教授 
      谷口 吉弘 平安女学院大学 顧問 
      永砂 正弘 京都府長岡京市教育委員会 統括指導部長 
      仲矢 史雄 大阪教育大学 教育イノベーションデザインセンター 教授 
      西村 治之 ローム株式会社 CTO 室 
      四ツ谷晶二 龍谷大学 名誉教授 

（敬称略・委員長を除いて五十音順に掲載） 
 
第 1 回運営指導委員会 
【日時】2021 年 10 月 19 日（火）16 時 00 分～17 時 30 分 
【場所】オンライン実施 
【議題】 1. SSH 第 5 期先導的改革型 実施状況の報告  

2. Japan Super Science Fair 2021 Online について  
3. 今年度の今後の取組み予定について  
4. その他 

■挨拶  校長 東谷保裕 
■挨拶  運営指導委員会委員長 片桐昌直先生 

SSH1 期からの採択校で、特に国際教育の分野で

注目している。コロナ禍の中で、大学も変化してお

り、オンライン授業についていく生徒には自主性

が求められている。立命館高校の成果を共有し、大

学での学びにもつなげていきたい。 
■出席者自己紹介 
■議題 1 報告 
資料 1 に基づき、東谷校長より説明 

■議題 1 についての質疑・評価・指導 
・これまでの立命館高校の 20 年間のノウハウを他

に展開するため、全国へ広げようとされているこ

とは良いことだ。質問として、昨年度からコロナに

よるオンライン研究会が中心となっているが、そ

のために参加が増えているのか。今後、オンライン

と対面のハイブリッドのような形にしていくのか。

国際共同課題研究を国内の連携校と進めているが、

発表の機会は JSSF だけなのか。中高大の連携に

ついて、特に中学校との連携がどうなっているの

か。 
 →オンライン実施により、遠方からの参加者が

増え、海外校の教員の参加も増え、つながりが

生まれやすくなっている。ただ、新型コロナの

状況が改善すれば対面実施を実現していきた

い。国際共同課題研究について、昨年度運営指

導委員会でご指摘いただいたように、立命館の

取組みに国内校を巻き込むために参加校を増

やし、現在 11 グループで研究を進めている。

発表の機会について、JSSF 以外にも共同課題

研究だけの発表会を実施したいと考えている。

さくらサイエンスプランに採択されたことも

あり、いくつかの海外の学校に来日してもらい

発表する機会を設けたい。中学校との連携につ

いては、サイエンスポスターセッションコンテ

ストを実施している。中学生の科学研究のポス

ター発表を高校生の SSH の生徒が聴衆者とし

て入り、コメントする等の取組みをしている。

先輩がロールモデルとなるよう仕掛けている。

高校生が英語で作成した研究発表ポスターを

校内に掲示し、中学生もいつでも目にできるよ

うな環境づくりをしている。次年度のカリキュ

ラム改革で研究マインド・資質を伸ばしていく

ようなことを検討している。SSH の予算が潤沢

だった際に、中高合同で研修をおこなったり、

科学館に見学に行ったりもしていた。ただし、

中学生の参加が年々難しくなっている側面が

ある。 
・みんなで集まるメリットはあり、特に発表後の意

見交換や雑談等が効果的である。発表回数も多け

ればよいわけではなく、2 回程度で十分だと考える。 
→夏休みに 2 校間交流を 4 日間オンラインで実

施をしたが、思ったより参加生徒が集まらなか

った。楽しい活動とアカデミックな活動を組み

合わせると生徒は楽しく参加をしていたが、ア

カデミックと楽しい活動とのバランスが難し

い。今年度 Pre-JSSF を実施し、日常的につな

がりながら本番を迎える取り組みを進めてお

り、うまく機能している。オンラインを活用し

て事前につながりを生み出した後に、対面する
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ということが効果的ではないかと考えている。 
・課題研究の深化について、STEM 教育（あるい

は、STEAM 教育）等、立命館独自の教育開発、実

践について聞きたい。 
→海外の理数教育重点校で STEAM 教育進展の

ための建物を建てたり、図書館を改築したりし

ているのを見てきた。分野間融合、科目間融合

で学びを広げることも重要である。情報担当教

員がカギとなる施設（センター）を作ることで

校内がそのような雰囲気になり、地域の子供た

ちを招くことができる環境を作りたいという

要望を持っている。課題研究室が理系研究のハ

ブになっていることもあり、同様の取組みを進

めたい。ただし、教員によって STEAM 教育の

とらえ方がさまざまであるため、今後も研究を

進めたい。 
・理系だけではなく、文系の生徒も混じることが重

要であると考えている。 
→新カリキュラムでは高校 3 年生の選択科目を

文系、理系に関わらず自由選択できるようにし

ており、1 つの課題を複数の分野から取り組む

ことが可能になる。 
・JSSF は稀有な経験を提供するプログラムであり、

昨年度はリモート実施だったが、ハイブリッドで

はなく、オールリモートで徹底的に仲良くなれる

プログラムを開発すれば、日本中の高校生が海外

とつながる大規模な教育改革につながるのではな

いか。低料金で工夫をすればできるということに

なり、全国発信をしてほしい。 
→JSSF は人生を変える経験と言われている。

JSSF を経験した卒業生は海外に行けないこと、

対面で JSSFを実施できないことを残念に思っ

ているが、生徒たちは柔軟に考え、取り組みを

進めている。お互いが同じ熱意をもってオンラ

インのプログラムに参加していることが重要

ではないかと思っている。JSSF に参加するこ

とによって、立命館の生徒をどう成長させるか

という視点ではオンラインでも問題なく機能

している。ただし、海外生徒がどれだけ主体的

に参加し、関わり、成長しているのかという点

ではまだ不十分でないかと考えている。 
・この実践を書籍化してほしい。 
→田中博教職研究科准教授と堀江未来立命館小

学校長とで共著の作成を進めている。 
・台湾の生徒との交流は深まっているか。 
→国際共同課題研究を台湾の高校生と進めてい

る。 
・大阪教育大学附属高校でも交流を進めているが、

昨年度は台湾はノーコロナで活動をしていて、日

本の状況を理解してもらえなかった。今年度は状

況が逆転しており、台湾の生徒が戸惑っている。 
→昨年度、台湾の学校が逆に取り残され、オンラ

インの活動についていけていないように感じ

ている。昨年度は参加を渋る場面もあったが、

今年度は積極的に参加されているので心配は

していない。 
・高校生は対面でできないという制限があるが、こ

の逆境を経験できるのは今の高校生だけであり、

大事なことを経験した世代になるのではないかと

思う。 
→生徒にとっても ICT が身近になっており、活

動の時間や幅が広がっている。 
■議題 2 報告 
資料 2に基づき、武田 SSH推進機構長より説明。 

■議題 2 についての質疑・評価・指導 
・参加校をどう決めているのか。何らかのガイドラ

インで選定されているのか。今年度のリストに中

国からの参加がない。Zoom が中国とうまく使えな

いからなのか、コネクションがないからなのかを

知りたい。最近どこへ行っても中国の人の活動は

活発であり、JSSF でも刺激を与えてくれるのでは

ないか。 
→特に基準を決めて選定しているわけではない。

公に募っているわけでもない。オンライン開催

であれば参加をすべて可にしている。ただし、

対面では数の制限を入れている。JSSF に参加

している学校はサイエンスフェアを実施して

おり、様々に交流を深めることができている。

中国については、香港が入っている。本土につ

いては第3回目から参加している北京の学校が

あるが、学校行事の関係で参加が今年度は難し

い。大連の学校とのコネクションもあったが、

この間参加できていない。中国は Google が利

用できず、JSSF のオンライン実施にはなじま

ない。台湾も同じように、Zoom は個人利用と

なるため、オンラインの世界でも国境があるこ

とを実感している。 
・大学院の募集を出すと、半数は中国の学生が占め

る。英語力や能力が非常に高いため高校生に与え

る影響も大きいと思う。 
・立命館高校の Web から JSSF ページにたどり着

けない。もう少しアクセシビリティを高める方が

よいのでは。 
→対応する。 

■議題 3 報告 
資料 3に基づき、武田 SSH推進機構長より説明。 

■議題 3 についての質疑・評価・指導 
・素晴らしい取り組みを全国に広げていくという

目的にかなった研究が展開されており、勉強にな

った。 
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・毎回取り組みが参考になっている。年々国際化が

広がり、STEAM、教科横断がこれからの教育に取

り込まれていき、課題になってくると感じている。

個々の生徒の変容をどう外にアピールできるかが

今後の課題になると感じている。 
■その他 

 特になし 
■連絡事項 
 第 2 回運営指導委員会は 2月頃を予定しており、

改めてご案内させていただく。 
■閉会挨拶 一貫教育部副部長 小笹大道 

 
第 2 回運営指導委員会 
【日時】2022 年 2 月 22 日（火）17 時 00 分～18 時 35 分 
【場所】オンライン実施 
【議題】 1. Japan Super Science Fair 2021 Online について 
     2. 第 13 回科学教育の国際化を考えるシンポジウムについて 

3. 今年度の取組みについて 
4. 科学への認識調査の結果について 

     5. 中間評価について 
     6. 次年度の SSH の取組み内容について 
     7. その他

■挨拶 校長 東谷保裕 
■挨拶 運営指導委員会委員長 片桐昌直先生 

JSSF に参加している高校生の勢いの良さ、堂々

とした発表の姿勢・顔つきが非常に印象的である。

委員の先生方からはさらにSSH活動が発展してい

くために、ご意見をいただきたい。 
■議題 1 報告（Japan Super Science Fair 2021 

Online  について）  
資料 1に基づき、武田 SSH推進機構長より報告。

19 カ国・地域から 326 名の参加のもと、平日に開

催。今年度の特徴として、Pre JSSFを実施し、JSSF
の活動において功を奏した（事前に友好関係を深

めることに加え、Zoom や Slack に慣れる等）。本

校生徒の事後アンケートでは、「ネットワークを広

げるのに効果的だったと思うか」「将来の目標に影

響を与えたと思うか」という項目で評価が上がっ

た。2021 年度は生徒たちもオンラインに慣れ、洗

練された企画が多数生まれ、参加者の満足度は向

上した。海外の参加生徒の事後アンケートについ

ても、満足度が上がっており、自由記述の記載内容

を見ても、心に残る Science Fair になったことが

うかがえる。Buddy 制度も、Pre JSSF をうまく活

用し、事前に関係を築き、コミュニケーションを活

発化させた。また、ブレイクアウトセッションの回

数を多くすることや時間を長くすることで雑談の

時間を設けたり、動画を多数作成し動きのある画

面構成を心掛けた。参加型の取組みも多数取り入

れた。また、前日のリハーサルを徹底し、本番がス

ムーズに流れるようになった。休憩時間も活用し、

研究発表の CM を流したり、参加者の映像を映し

たりする等の工夫を図った。雑談の内容も事前に

用意し、意識的に雑談が生まれる雰囲気を作り出

した。 

■議題 2 報告（第 13 回科学教育の国際化を考える

シンポジウムについて） 
資料 2 に基づき武田 SSH 推進機構長より、2/4

に実施したシンポジウムについて報告を行った。

参加者の感想として、JSSF がさらに進化している

こと、生徒たちの主体性や姿勢、先輩の背中を見て

育つ循環についてお褒めの言葉をいただいた。基

調講演についても、日本の科学教育に関する危機

感、コロナ禍の中で子どもたちにどのような教育

ができるかを考えさせられたといった感想が寄せ

られた。50 名の参加があり、充実したシンポジウ

ムとなった。 
■議題 3 報告（今年度の取組みについて） 
資料 3、４に基づき、武田 SSH 推進機構長より、

海外校主催の 3 つの Science Fair に参加したこと

を報告。参加した生徒からは、「さらに自分の研究

を発展させたい」「今後の課題が見つかった」等の

感想が寄せられた。オンラインでも対面でも生徒

が感じることは似ていることが印象的である。本

校主催の国際科学交流については、7 つの行事のべ

217 名の生徒が参加、77.5 時間を海外の生徒と共

有した。国際共同課題研究も Online で 4 本行い、

研究成果は JSSF や韓国での Science Fair で発表

を行った。国内校 16 校、海外校 11 校で Online で

共同課題研究に取り組み JSSF で研究発表を行っ

た。いくつか対面の企画も実施し、生徒の興味・関

心に応じて参加できるように工夫した。また、

Science Project Presentation Day を実施すること

で、高校 3 年生が成長を確かめる時間になってい

ること、2 年生が 3 年生をロールモデルとする機会

となること、保護者がこどもの成長を確認できる

よい機会になっている。また、屋久島で実施した研

修についても紹介した。 
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■議題 4報告（科学への認識調査の結果について） 
 運営指導委員でもある大阪教育大学の仲矢先生

より、調査結果について資料が共有され報告いた

だいた。日本人のこどもたちの科学のリテラシー

のスコアは高いが、科学が好き、積極的に学んでい

るかという点でスコアが低くなる傾向がある中で、

立命館高校の生徒たちをこの傾向と比較したとこ

ろ、PISA の OECD のスコアを上回っており、良

好な傾向がみられるとの報告がなされた。過去 6年

の平均値においても今年度は４項目で上回ってい

る。「科学に関する個人的価値」では約 25 ポイン

ト、「生徒の科学に対する将来志向的な動機づけ」

では約 30 ポイント OECD 平均スコアを上回って

おり、SSH の活動が非常に効果を発揮しているこ

とが見受けられる。科学が大事であるという認識

は高止まりをしているが、自分自身の科学に対す

る認識（理科への学び、科学に関する仕事につく等）

が向上しているところと、下がっている面がみら

れる。下がっている面は、理科学習における自己評

価、職業志向の動機付けの部分。職業志向について

具体的な職業について記載する項目を設けたが、

空欄の生徒、サラリーマン等と書いている生徒、具

体的に理系の職業を書いている生徒に分けて分析

したところ、空欄の生徒も科学への認識は高く、進

路に迷っていることがうかがえる。科学に対する

将来の指向性についても分析できる調査となった。

全般的に立命館高校の生徒はビジョンを持って高

校生活を過ごしていることが分かった。 
■議題 5 報告（中間評価について） 
 田中立命館大学准教授より、「これまでの努力を

継続することによって、研究開発のねらいの達成

が可能と判断される」との評価を受けた旨を報告。

外部との連携について、特に高く評価されている。

オンラインでの活動、成果分析に対する評価の向

上、国際共同研究についても評価されているが、国

際共同課題研究センター実現に向けての具体性を

指摘されている。課題研究の授業時数の増加は評

価されたが、質の向上を図るよう指摘された。各種

コンテスト等での実績が指摘の要因と考えられる。

外部連携については、海外校との連携は JSSF を

はじめ高く評価されているが、国内における公立

の学校との連携に課題を残している点に指摘を受

けている。管理機関が中心となって大学連携をし

ていることは評価された。 
■議題 1～5 について、質疑・助言 
（１）～（５）の報告を受けて、運営指導委員から

下記のご意見・ご助言をいただいた。 
・JSSF の実施形態について、対面で実施していた

時とリモートで実施したことで運営する側の負担

等はどう変化したか（どちらが大変か）。 

→対面実施の方が大変（準備の度合いが違う）。

移動、食事、宿泊、各種トラブルの対応に追わ

れる。リモートだと予定通りに集中して取り組

むことができる。生徒にとっては、準備等が物

足りないかもしれないが、スマートに準備がで

きる。 
→対面実施の場合は、絶えず不安を抱えながら

取組む精神的な負担が大きかった。リモートは

そういった負担が少ない。生徒が得られる成長

も対面に比べて決して低くはない。ただ、対面

での実施によって、生徒間、教員間の深い結び

つきができ、学校間の連携が深まるのは確かで

あり、将来的な関係性の構築につながる。 
・オンラインであれば、余裕が生まれ、改善したり

より良いことが生まれる可能性が高いと言える。

今後が楽しみである。 
→世界中が同じ時間で、同じ目線でオンライン

交流できることも大きい。 
・科学への認識調査の分析の中で、職業志向につい

ての話があったが、卒業生へのフォローアップは

どのようになっているか。 
→卒業生全体を把握することが難しく、代表的

な卒業生にインタビューを行ったりはしてい

るが、全体を評価する調査結果を持ち得ていな

い。 
→SSH で育った生徒をピックアップし、調査す

ることは可能であるが、主対象生徒 500～600
名の卒業生へのアンケートを行っても6割程度

の回収しかできていない。回答してくれる生徒

の評価は高いが、回答をしない卒業生へのフォ

ローが不充分と指摘を受ける。近年は、LINE
グループが作られており連絡が容易で、アンケ

ート回収率も高まっているため、今後に期待し

たい。 
・ICT を活用し、フォローアップすることが可能に

なっており、今後も継続して努力してほしい。また、

継続して繋がっていくことも重要で、卒業生から

在学生へのフィードバックも可能になる。 
・（シンポジウムでの資料から）台湾の生徒とチョ

ウの研究に取り組み、現在製薬会社に勤めている

卒業生について、どのような変遷を経たのか。 
→生物が好きな生徒で、台湾の ASEP に積極的

に参加していた生徒。京都薬科大学に進学し、

6 年間学んだ後、立命館大学の大学院で学び、

製薬会社に就職した。 
・シンポジウムの報告書はたいへん良い内容であ

る。しっかり読ませていただいた。 
→読んでいただいてありがたく感じる。Science 

Fair は単なるイベントではなく、効果的な科学

教材と捉えられる。Science Fair を多くの学校
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で生徒を伸ばす機会として活用してほしいと

願っている。 
・卒業後の生徒のフォローアップについて、立命館

大学に進学している生徒も多いため、SSH の生徒

とそうでない生徒との研究内容や成績等の調査は

できないのか。 
→大学院への進学率等なら簡単に調査ができる

と思われる。 
・英語のプレゼンテーション、コミュニケーション

等も違いがみられるのではないか。卒業生に話を

聞いたときに、大学ではそのような場がなかった

という話が出た。大学教員へのヒアリング等もし

てはどうか。 
→いくつかの学部での英語プレゼンテーション

授業での本校卒業生の評価は高く、卒業生の自

信にもなっている。 
・中間評価について、上から 2 番目の評価とのこ

とだが、十分に成果を出していると考えている。

Pre JSSF の取組み、Buddy 制度等、素晴らしい取

組がされている。「オンラインの危機を超えるため

にカメラオン、マイクオンにすること、最初に立命

館の生徒が話をすることを全員に呼びかけた」と

いうことをリーダーの生徒が話していたことに感

銘を受けた。その上で質問として、高校 2 年生の

時にどういう対応をしているのか、それが 3 年生

のリーダーを育てるためにどうつながっているの

か。JSSF のアンケート調査を見ると、科学学習へ

の満足度が下がっており、取組で使われている教

材が練れているのか、知的好奇心をくすぐること

ができているか検証が必要ではないか。今年度の

JSSF のテーマは United in our Uniqueness（個

性の融合）だったが、本当にそれぞれの生徒たち

Uniqueness の融合が達成できたのか。 
→生徒が個性を大事にしたいということを話し

ており、オンラインでも全員が参加できるよう

な Fair にしたいという強い思いを込めて進め

てきた。生徒それぞれにいろいろな強み、弱み

があり、補い合いながら取り組むことができた。

それぞれのユニークさが発揮できた Fair にな

ったと感じている。 
→2 年生から 3 年生になるときに、特別なことは

していない。ただ、4 月の準備に入ってくる生

徒は 2 年生の時に JSSF に参加して意欲を持っ

た生徒である。そういった生徒が全体を先導し

てくれるように考えている。科学学習への興味、

知的好奇心をくすぐることについて、各取組で

の教材は教員も入って丁寧に準備している。そ

れが参加生徒のニーズに合っているのかどう

かを検証することは課題と捉えている。立命館

高校の生徒は随所でそれぞれの個性を出せて

いたと考えているが、参加者全員が個性を出せ

ているかという点では、必ずしもそうであった

かは分からない。むしろ、個人の個性よりも国

の個性に焦点を当てていたと考える。 
・立命館大学に進学する立命館高校の SSH 卒業生

と、その他の SSH 校から来た生徒と比較すること

もできるのではないか。 
→管理機関である一貫教育部の課題として考え

てもらうようお願いしたい。 
■議題 6 報告（次年度の SSH の取組み内容につい

て） 
 田中立命館大学准教授より報告。第 6 期の可能

性はこの後、どうなるか分からないが、次年度が第

5 期の最終年度となっている。連携校との活動の充

実、学習会・シンポジウムの積極的な開催、国際教

育実践事例集の作成、国際共同課題研究の推進（国

際共同課題研究センターの具体化・活動内容の精

査）、課題研究の充実とそこで伸びた力の分析、

JSSF の対面実施（オンラインとの組み合わせ）を

計画している。 
■議題 1～6 についての質疑・助言 
シンポジウムにも参加し、生徒の主体的な活動

に感銘を受けた。来年度の取組みについて、公立高

校への普及といった面でも交流ができるようにし

ていただきたい。 
■議題 7（その他） 
 特になし 
■委員長よりまとめの言葉 
オンライン実践等、日本の学校への普及に向け

て指導・助言を引き続き行う事、また、最終年度を

迎えるにあたり、これまでの取組みの総まとめと

今後に発展していく取り組みができればと思うと

のまとめの言葉を頂戴した。 
■閉会挨拶 
 小笹大道 一貫教育部副部長より 
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資料 3 SSH 主対象生徒の課題研究テーマ一覧 

  

分野 研究テーマ 

数学 
アフィン平面上の円の位置関係 
Arrangement of Circles in the Affine Plane 

物理 

プラズマによる宝石の改変と合成 
Modification and Synthesis of Gemstones by Plasma 
効率的な発電設備の開発～回転する円筒の風力発電への応用～ 
Development of Efficient Power Generation Equipment 
～Application of Rotating Cylinder to Wind Power～ 
水溶液の凍結によって生じる形状の変化とそのメカニズムについて 
-特に NaCl 水溶液について-  
The Freezing Mechanism and Ice Formations of NaCl Aquatic Solution 
全翼機の安定性について 
Improvement of Flying Wing Airplane's Stability 

化学 

加熱時間によるレモン果汁の糖度の変化 
Relationship Between Sugar Content and Temperature 
ダイラタンシー流体の性質と活用方法について 
How to Use Dilatancy Fluid for New Resources 

生物 

コーヒー粕による汚泥肥料の肥効の改善 
Effect of Combined Use of Sludge Fertilizer with Coffee Grounds 
多肉植物を使った土壌改善 
Solving Soil Contamination Using Succulents 
ハーブによる抗カビ作用の信憑性 
Credibility of Antifungal Effects by Herbs 
アオミドロを使った容器の開発：脱プラスチックを目指して 
Creating Plastic Alternatives Using Spirogyra 
ベゴニアの抗菌、抗酸化作用について 
Finding the Begonia’s Antibacterial, Antifungal and Antioxidant Properties 
荒れた土で植物を育てる方法 
Growing Plants on Rough Soil 
マヌカハチミツの抗菌性 
Antibacterial Properties of Manuka Honey 

地学 
大気中の浮遊物質の太陽光スペクトルへの影響 
The Effect of Substances on the Transmitted Light Spectrum 

情報 

シミュレーターを用いた密閉空間での感染拡大の分析 
A Computer Simulation of the Spread of Infectious Diseases in Enclosed Spaces 
マウスセンサー精度の比較 
A Comparison of Mouse Sensor Accuracy 

スポーツ 
科学 

筋肉増強のための最善の方法について 
What is The Best Way to Build Muscles 

環境 

植物プランクトンの培養条件及び植物の葉からのオイル抽出 
Botanical Plankton Cultivating Conditions & Oil Extraction from Leaves 
不可食部による炭とその水質改善効果 
Charcoal Made from Food Waste and Its Effect on Water Quality 

心理 
音楽と自然音のリラックス効果に関する研究 
The Relaxation Effect of Music and Natural Sounds 

その他 
ルービックキューブを片手で解く 
Solving Rubik's Cube with One Hand 
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資料 4 ❶❷の根拠となるデータ等 

＊Data 1 

  

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はい

58%

いいえ

42%

研究の結果はほぼ満足できるものとなり

ましたか

はい

10%

いいえ

90%

最初から、迷わず研究が進みましたか

予想する値や結

果が出た

21%

予想値と予想外の

値や結果も出た

75%

失敗のみで結

果出ず終了

4%

実験・観察結果(製作)について適当なもの

を選んでください

精度が良い

結果

33%

精度は悪

かったが向

上した

54%

努力したが精

度が悪いまま

13%

実験・観察結果(製作)の精度について適

当なものを選んでください

海外生徒で友

人ができた

23%

海外生徒にも国内生

徒にも友人ができた

29%

国内生徒で友

人ができた

10%

今後も続くような友

人はできなかった

38%

研究を通して、今後も友情が続きそうな新

しい友人はできましたか

勧めたい

73%

勧めない

2%

どちらとも

言えない

25%

この取組を後輩に勧めたいですか
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＊Data 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＊Data 3 

 

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

2011 2013 2015 2017 2019 2020 2021

項目1 項目2 項目3

項目4 項目5



80 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和 2年度指定スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告書（第 2年次） 

 令和 4年 3月発行 

 発行者 立命館高等学校 

      〒617-8577 京都府長岡京市調子一丁目 1-1 

      TEL：075(323)7111  FAX：075(323)7123 

 


